










































猿渡さん家のラグナロク











著者　田口仙年堂

イラスト　日向悠二


















電子版　ファミ通文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。


















　　目次




プロローグ

第一章　サワタリさん家のお隣さん

第二章　イヌガミさん家のライバル

第三章　サワタリさん家の問題

第四章　イヌガミさん家の事情

エピローグ

あとがき
























　あくびをかみ殺しながらチャットルームに入ると、すでに先客がいた。

　畳敷きの部屋に、ちゃぶ台。

　その周囲には今までのクエストで入手した調度品──埴はに輪わやらドラゴンの牙やら時々音が出る人形などが並んでいる。古い形のテレビも置かれており、起動すれば専用チャンネルの動画が流れてくる仕組みだ。

「おうリョーマ。遅くにすまなかったな」

　座っていたのは、鎧よろいを着たクマ。

　アバターは獣じゆう人じん族のＢタイプ。職業は斧おの使つかい。頭の上に緑色の文字で「ゼンゴロー」と書かれており、それが彼のプレイヤーネームだ。

「親父。俺、もうすぐ寝ようと思ってたんだけど」

「だから悪かった。落ちる前に聞いて欲しい事があったんだよ」

　獰どう猛もうなクマの顔をしたまま、申し訳なさそうに謝るゼンゴロー。

　リョーマが差し向かいに腰を下ろすと、扉のないチャットルームにもう二人の人影が入ってきた。

「どうしたの？　私、明日のお弁当の仕込みしなきゃ」

「お父さん、私さっきログアウトしたばっかりなんだけどー。ていうか明日も朝練なんだから早くしてよね」

　ローブを着た長身の人間族の女性と、調理エプロンを身につけた背の低い人間族の女性。それぞれ頭の上には「ミミ」、「コノカ」と名前が表示されている。

　文句を言いながらも、二人もちゃぶ台につく。

　ミミが何かを操作すると、ちゃぶ台の上に四つのお茶が置かれた。

　湯気の立つそれを一口すするリョーマ。ＭＰが自動回復する味が身体中を巡っている気分になる。ほっと一息つくと、改めてクマ男を見る。

「では、緊急家族会議を始めよう」

「議題はぁ……？」

　あくびをしながらコノカが尋たずねる。

「うむ、我がサワタリ家の今後の活動方針について話し合おうと思ってな」

　膝を叩いて、ゼンゴローは宣言する。

　仰々しい物言いだが、すでにリョーマは内容の予想がついていた。そしておそらくミミやコノカも同じだろう。別に父がわかりやすい性格をしているとか、そういう問題ではない。リョーマたちはここ最近、ずっと同じ悩みを抱えているのだから。

「当面、我々は対Ｐ人ｖ戦Ｐの強化をしようと思います」

　ゼンゴローの提案に、全員が頷うなずいた。

「今までウチは対人戦はおろか、対モンスター戦の練習もしなかった。それでもなんとかなるのがこのゲームだったんだけど、それだけじゃ駄目な時期が来たようだ」

「そうねぇ。一日中、お裁縫してるだけじゃ駄目なのよねぇ」

「私、この調理用の装備しか持ってないもんね」

　リョーマも似たようなものだ。薬剤師用の白衣を常に身につけており、戦闘用の装備といえば作った毒薬を試すための最低限の銃使い専用防具だけ。

　今までは、そうやって製作をするだけで楽しかった。

　装備やアイテムを作って、売る。それもＭエムＭエムＯオーＲアールＰピーＧジーの楽しみ方だ。

　けど──

「我々は、戦いを覚えなければならない」

「ああ、そうだな」

　ゼンゴローの強い言葉に、リョーマは頷く。

　絶対に倒さなければならない相手ができた。

　そいつらに勝つためには、今までのやり方では通用しない。

「次のＰピーｖブイＰピートーナメント、二ヶ月後に《森の国ウェイウッド》のエリア99で行われる奴。あれに出場しようと思うんだ」

「エリア99──ああ、《コロシアム》のエリアね」

「そうだ。それに勝利するために明日から準備しよう」

「おっけー！」

　コノカも拳こぶしを握って同意する。眠かったはずの彼女は、もうすっかり元気だ。

「ではこれより、我がサワタリ家はトーナメントのために修行する！」

「おうっ！」

　わずかな通信ラグもなく、一家揃そろって唱和する。

「そして──」

　ゼンゴローのクマの目は、本来の獰猛な輝きを取り戻している。

　ここにはいない獲物を想定して、彼は吠ほえ猛たけった。




「お隣さんをブッ倒す！」













　最初の出会いは、まだマシな方だった。




　家族で夕食の後、九時半に待ち合わせだと言うので速攻で風呂に入り、明日の予習はパスして、最後にログアウトした場所からダッシュで指定のエリアまで行って、ちょうど三十分前。少し早すぎた。

《森の国ウェイウッド》エリア５。中央に大きな風車があるので「風車の居住区」と呼ばれている場所。広さにして約五十万平方メートル。巨大テーマパークと同じくらいの面積が用意されている。

　高い広葉樹と芝の絨じゆう毯たん、それに小川が流れるそのエリアはプレイヤーからの人気も高く、それに比例して土地代も高い。しかし一度土地を購入してしまえば、離れられないほど快適な暮らしが約束される、らしい。

　リョーマは指先でアイコンを操作しつつ、マップを開く。現在地はエリアの境目だが、目的地はここからさらに一キロほど歩かなくてはならない。乗り物を使っても五分はかかるだろう。

「……たまには歩くか」

　せっかくグラフィックデザイナーが作った世界だ。もう少し堪たん能のうしてもバチは当たらないはず。

　リョーマは今日やる事を確認しながら、居住区エリアの遊歩道を進んだ。

　その道中、五感があらゆる情報を見つける。

　視界の隅にはメールの着信を知らせるアイコン。クラスメイトの小林からだ。今日のモンスターハントを欠席するというリョーマのメールに対する返信だろう。

　メールの処理をしながら、耳から聞こえるのは軽快な音楽。

　ゲーム内チャンネルから聞こえる、有志のバンドだ。きちんとゲーム内で作られた楽器を演奏している。生音に近いと友人は言っているが、今の時代、生演奏なんてそうそう聞けるものではない。

　ふと、リョーマは振り返る。

　長い遊歩道がエリアの境界まで続いている。

「……引っ越しって、こんな感じなのかな」

　これから、このエリアの道を記憶する必要がある。

　なにせ、これからここに住むのだから。

　作られた世界。

　作られた環境。

　たとえそうだとしても、それらを気持ちのいい空間だと思うのは自由だ。

　リョーマはこの世界が好きだ。

　この「ライブＬライフＬオンラインＯ」というゲームは、未知の体験を提供してくれる。しかも一瞬ではなく、毎日。ありとあらゆる刺激がここに詰まっている。

　ゲームの中だろうが──いや、むしろゲームだからこそ、こんな美しい世界を作れるのだ。実際の森はデコボコして歩きにくいし、住むとなったら交通も不便だ。

「ん」

　マップアイコンから音が鳴った。

　目的地に着いた事を知らせてくれている。

「おー、遅いぞリョーマ」

　すでに目的地には家族全員揃っていた。

　父のゼンゴロー、母のミミ、妹のコノカ。

　時刻は現実時間で夜の九時二十分ほど。ゲーム内時間だと朝の十時なので、太陽の光が眩まぶしい。約束の時間まで十分もあるが、みんな待ちきれなかったようだ。

「悪い悪い」

　とりあえず謝るが、なんだか釈しやく然ぜんとしない。

「まぁいいや、じゃあさっそく建てようか」

　父ゼンゴローが見ているのは、歩道の外、何もない空間だ。草原から五十メートルほど向こうには森が見える。

　最近になって、このあたり百坪ほどの土地を購入した。

　もちろんめちゃくちゃ金がかかったが、家族全員でがんばって貯めた。家族会議で土地を購入すると決めてから、狩りにも参加せずにひたすら金儲けの事ばかり考えていた。そのため製作スキルがガンガン上がっていったが、それ以上に市場の動きがよく分かった貴重な体験だった。

　その成果が、この土地と──

「それっ」

　ゼンゴローがアイテムを使用すると、一瞬で家が出現した。

　百坪の土地に相応しい、白い木造の家。森の風景によくマッチしており、屋根の上には煙突と風かざ見み鶏どりがある。庭にはベンチとテーブルがあり、家を取り囲む柵も白い木で作られていた。

　土地と家、合計で七億エリン。

　まさに一財産と呼べる額だ。

「いやー、人生で二度マイホームを持つ事になるとは」

　しみじみと語るゼンゴローだが、

「お父さん、今住んでる家はあなたが建てたわけじゃないでしょ」

「まぁ、昔から住んでる実家だけどさ。両親はマンションに引っ越しちゃったから、僕のマイホームと言っても過言じゃないだろう」

　もちろんプレイヤーが休める場所はマイホームだけではない。

　宿屋の他にも、月額数千エリンで借りられるアパートもあれば、テントを張って暮らす自由な生活もある。安全が保証された場所なら、どんな状態でも休憩レストボーナスなどの恩恵は得られる。

　だがマイホームを持つというのは男の夢なのだと、ゼンゴローは力説していた。リョーマにはいまいちピンとこないが、それでも家族で休める場所があるのは良い事だ。いろいろと便利な機能もついているだろう。

「ね、ね、お父さん、入ってもいい!?」

　興奮した顔でコノカが尋たずねる。

「ちょっと待ってくれコノカ。まずは僕から──」

「順番なんてどうでもいいじゃん！」

「いや、これは譲れん。僕が先だ！」

　大人げなくはしゃいでいる父と、ムキになっている妹。二人を遠巻きに見ている母とリョーマ。

　他に人はいない。普通の街エリアなら毎日いつでも人でごった返しているのだが、地価が高い居住区エリアはまさに「閑静な住宅街」なのである。

　そう思っていたのだが──

「あれ、こんなに大きかったっけ？」

　もう一度、自宅を見てみたのだが、横に広がっている気がする。

　白い壁のはずだが、横を見ると茶色の壁になっており、まるでもう一件あるような気がしてくる──いや、違う。

　気のせいじゃない。

　もう一軒建っている。

「あっ！」

　見れば、サワタリ家のすぐ横に人がいるではないか。さっきまで家の死角になっていたから気がつかなかったのだ。

「おや……？」

　茶色の家の前にいるのは、父と同じ年代の初老の男性。それと母より少し若いくらいの女性。どちらもエルフ族だ。

　それから、小さいドワーフ族の男の子。こちらは小さいので年代が分からない。

　最後にリョーマと同い年ほど──つまり高校生ほどの女の子。

「どーもー！　初めまして！」

　ネコのような耳以外は人間にそっくりな獣じゆう人じん族の女の子は、こちらに気づくと邪じや気きのない笑みで手を振ってきた。












「あっ、えっ、その、ど、ども」

　ゲームだと分かっていても、その造形と屈託のない笑み、そして透き通った声は美しく、一瞬リョーマは言葉に詰まる。

　それに、彼女の装備。

　女性戦士特有の、白い肌が露出しているビキニアーマー。その上からジャケットのような革レザー鎧アーマーを羽織っているが、目のやり場に困るのだ。よほどの事がない限り、このゲームのキャラクターは皆美しい造形をしており、だからこそ余計に身体の曲線美が目立つ。

「もしかして、おたくらも今、家を？」

　ゼンゴローが集団に話しかけると、

「ええ、ようやく建てる事ができましたよ」

　一番背の高い、エルフの男性が笑った。

　どうやら彼がリーダーのようだが──

　初老の男性に、女性。そして若い男女の四人パーティ。

　なんだかまるで、家族のように見える。

　家族全員で同じＭエムＭエムＯオーをプレイしているなんて、ウチと一緒じゃないか。

　──別に、それほど珍しい事ではないのだけれど。







　今や世界的な娯楽企業となったＭＵＳＥミユーズ社が作り上げた、この「ライブライフオンライン」──通称ＬエルＬエルＯオーは、今やリョーマの生活にとってなくてはならないものになっていた。それは彼だけではなく、ゲーム好きな若者なら誰だって同じだ。

　かつて、そう、父が子供だった時から「ゲームの常識を変える」と謳うたい、何も変えられなかったものはたくさんあったが、この新型ＭＭＯは本当に変えてしまった。

　一見単純な、このスキル型ネットゲームがここまで成長を続けたのは、ＭＵＳＥ社独自の手法だと言われている。なにしろディズニーランドと同じくらいの資金を使っているとか、あるいはそれ以上だとか。ネットの噂うわさに過ぎないが、真実でもおかしくはない。

　とにかく人員と資金を使い、ユーザーの要望を聞き入れ、痒いところに手が届くサービスを心がけ、それでいてユーザーの期待をいい意味で裏切る追加パッチの連続。このゲームのために他のゲーム会社から何人ものスタッフが多額で引き抜かれたという話だ。

　最初は本当にただのスキル型ネットゲームだった。

　レベルは存在せず、武器や道具に応じたスキルを上げ、新しい技を覚えてモンスターや人と戦う。ただそれだけのゲームだったのに、拡張パッチによってシステムやコンテンツが増え、町やフィールドが増え、さまざまな企業と提携し、ゲーム内で現実の買い物ができるようになり──

　気がつけば第二の世界としてゲーマーが住み始めるようになった。

　ゲーム内の手段でリアルマネーが稼げるようになって、比ひ喩ゆではなく本当に住み込む者まで現れた時には、社会問題にもなったそうだ。

　今では別に驚く事ではない。

　両親は未だに慣れない事が多いらしいが、生まれた時からＬＬＯのサービスが開始していたリョーマにとっては、そういうものだと思ってしまう。

　ただ遊ぶ世界が変わっただけで、そこに住む人間の行動は変わらない。

　有効アカウント数二千万、同時接続者数五百万のモンスターゲーム。

　ライブライフオンラインは、まさに人の住む「世界」である。

「ははぁ、それではゼンゴローさんは昔からゲーマーだったのですか」

「ええ、さすがにファミコン世代ではないのですが、初代プレステからはずっと遊んでいましたね。三つ子の魂たましい百まで、というヤツです。妻ともゲームがきっかけで知り合ったんですよ」

「ファミコンまで遡さかのぼると、もはや老人ですからね。私は逆にＬＬＯ以外に触れた事がないものですから」

「ああ、他のゲームをまったくしないプレイヤーも多いと聞きます」

　さっき建てたばかりの自宅の庭のテーブルで、ゼンゴローと隣のご主人が楽しそうに話をしている。「カーネギー」というプレイヤーネームを持った彼は、オールバックの長身エルフだ。弓を背負っているから、当然、弓使いなのだろう。

「まぁ、それじゃ二億も家に？」

「私はもっとグレードを下げてもいいと言ったんですけど、主人がねぇ」

「ウチもそうなんですよ……本当に男の人って」

　隣の奥さん──「エリザ」という名前の彼女も、ミミと談笑している。こちらは家を建てるのにどれだけの費用を使ったかという話題だ。二人とも財布を握っている立場からか、金銭面の苦労話が多い。

　そんな大人の会話を横目に、リョーマはコノカと二人でベンチに腰掛けていた。リョーマはともかく、コノカは誰に話しかけようか迷っている。

「やっほー」

　そんな事はおかまいなしに、猫耳の女の子が話しかけてきた。

　耳のさらに上を見ると、「チル」というプレイヤーネームが見える。そこからさらに視線を下げると、目と鼻の先にビキニアーマーが見えた。

　胸のサイズ設定を最大にしているのか、その胸当てからこぼれそうなほどの巨乳が迫ってくる。それに対して、リョーマよりむしろコノカの視線の方が釘付けになっていた。思わず目をそらしてしまうほど、その質感はリアルに近い。

　キャラクターごとのアカウントは、グローバルアカウント──国民ひとりひとりに渡される、国のサービスを受けるためのアカウントと紐ひも付づけられるため、性別の詐さ称しようはできない仕様だ。

　つまりチルの中身は確実に女性ということだ。さすがに年齢や本当のバストサイズまでは分からないが、声やしゃべり方から察するに同年代だと思われる。

「ねぇねぇ、それ製作用の装備？」

「あ、ああ」

　チルはリョーマの白衣とコノカのエプロンに興味を示したようだ。

　ＬＬＯは戦闘以外にもさまざまなスキルを必要とする場面がある。

　製作もそのひとつだ。素材アイテムから、武器や防具などを作る。作ったものは自分で使ってもいいし、他者に売ってもいい。腕のいい職人が作った装備は、そのへんのレアアイテムよりも性能が良い。

　一般的にプレイヤーが金儲けを考えた場合、まず最初に思いつくのが製作だ。

　モノを作り、売る。リアルでも同じだ。

　中には本当にリアルマネーを稼いでいる人もいる。たとえばゲーム内でしか着られないイラストＴシャツをリアルマネーで売ったり、先ほどリョーマが聞いていたような楽器の演奏でお金をもらう人もいる。

　ＲリアルＭマネーＴトレードが禁じられていないこのゲームで、製作は立派な仕事になるのだ。

「俺は毎日薬を作って、コノカは料理な。で、親父が鍛か冶じ、母さんは裁さい縫ほうだ」

「なに、アンタん所、製作一家なの？」

「ああ、こういう作業ってギルド単位でやった方が効率いいしな。お互いに素材をやり取りしたり、中間素材を作ったり」

　サワタリ家の血のなせる業わざなのか、それとも偶然なのかはリョーマも分からない。ただ一家全員が製作にハマッてしまい、戦闘よりも熱中している事は確かだ。

「変わってるねぇ」

　そんなリョーマ達に対する、チルの感想がこれだ。

「そうか？　製作メインのプレイヤーなんていっぱいいるだろ」

「でも一部でしょ。やっぱりＬＬＯといったら、これでしょ」

　チルが見せたのは、二振りの曲きよく刀とう。

　その鎧を見た時から、なんとなく想像はついていた。

　彼女の鎧はただ露出が高いだけではない。《セイレーンクロス》という名の、素早さと回避率が大幅に上昇する装備だ。確かレア度は９。最高レベルのレア度10は、ゲーム内でも数人くらいしか持っていない希少なものだが、レア度９も数パーセントのプレイヤーしか持っていない。

　そして曲刀も同じくレア度９。それぞれ攻撃速度重視のレア武器。

「剣使いでもそこまで素早さ重視のビルドは初めて見るな」

「あ、分かる？」

「武器や防具に詳しくないと、製作なんてやってられないからな」

「でも、この装備──」

　気づいたコノカが指摘する。

「防御力ほとんどないよね？　すぐやられちゃうよ？」

「いいのいいの。やられる前に倒すから。相手が判断したり相談したりする前に奇襲をかけるのが私のスタイルだよ」

「判断……相談？」

　一瞬、何の事か分からなかった。

　モンスターが相談なんてするのかと思ったが、彼女の想定している敵はモンスターではないのだ。

「もしかして、対人戦をやるのか？」

「うん！　私だけじゃなくて、ウチ全員がＰピーｖブイＰピーやってるんだ！」

「家族全員で、ＰｖＰ!?」

　ＰｖＰ、つまりプレイヤー対プレイヤーの戦い。

　ここで言う戦いとは、いわゆるＰプレイヤーＫキルのような犯罪行為ではない。お互いが同意の上で技を競うスポーツのような戦いの事である。ＰＫを行っていない証拠に、チルたちのプレイヤーネームは緑色のままだ。犯罪を犯すと、この名前が赤く表示されるのだ。通称「赤ネーム」というやつである。

　一家でゲームをしているケースはたくさんあるが、ＰｖＰ専門は珍しいケースだ。親の世代とは好みが違うので、ゲーム好きでもジャンルが分かれたりするのだが。

「一家全員製作好きの家族がいるんだから、別に珍しくないでしょ」

「そう言われるとそうかもな」

　苦笑するリョーマ。

「この家も、ＰｖＰトーナメントの優勝賞金で建てたんだ」

「ほぉー……凄いな」

　適当に相づちを打ってみたが、リョーマにはそれがどれくらい凄い事なのか分からない。トーナメントと言うからには、腕自慢のＰｖＰプレイヤーが集まるわけだ。確かこのゲームでＰｖＰをメインにプレイしている人間は全体の五パーセントほどだったはず。それでも百万人近い人間が戦っている計算になる。

　リアルで言うところの地区予選とか全国大会的なものもあるのだろうか。このエリアに家を建てるとなれば、やはり大規模なトーナメントなのだろう。

「おーい、みんな！」

　その時、遠くからゼンゴローが手を振った。

「今、カーネギーさんに聞いたんだけど、近くのエリアにちょうどレアモンスターがポップするらしいんだ！　よかったら一緒に行かないか!?」

　ゼンゴローの隣にいるカーネギーも笑顔で手を振っている。

「レアって、どんなヤツ？」

「《恐きよう惶こうのゾンビフェニックス》だってさ！　多分、我々でも狩れる相手だ！」

　モンスター狩りはクラスの友達ともよくやっている。お近づきの印というわけではないが、自己紹介代わりのハンティングというのも乙だろう。

　せっかくできた隣人なのだし、仲良くしておくに越した事はない。

　──この時は、まだそう思っていたのだ。




　　　＊




　ＬＬＯというゲームは、スキル制のＭＭＯと称されている。

　レベルというものが存在せず、プレイヤーは所持している武器や道具を使用する事によってスキルポイントを高めていく。いわば持ち物にレベルがあるようなもので、使い込めば使い込むほどその分野に強くなるというわけだ。

　だから剣スキルばかり上げている人が杖を使っても弱い。それが超レアな武器だろうが、初期装備の剣に劣る性能になってしまう。

　スキルに上限も制限もなく、とにかく頑張れば頑張っただけ強くなるシステムだ。

　リョーマの主武器は銃。スキルは６８７。

　これは中級クラスの実力を意味しており、一般的に「廃はい人じん」と呼ばれるプレイヤーの武器スキルは１０００を超えている。

　が、それでも大抵のモンスターには通用する数値。

「いくぞっ！」

《森の国ウェイウッド》エリア８、通称《禿鷹の巣窟》にリョーマの銃声が轟とどろいた。左右を崖に阻まれた谷中で、巨大な鳥形モンスターを囲んでいるリョーマのパーティ。

　四トントラックよりも大きな怪鳥の前面には、斧おのを持ったゼンゴローが立ちはだかっている。巨大な斧を盾たてのように突きだし、攻撃を防いでいるのだ。

　ゼンゴローの主武器は斧。しかし攻撃よりも防具のスキルの方が高い。敵の攻撃を引きつける盾役として便利なスキル構成である。これは鍛冶職人であるゼンゴローが、自ら作った防具の強度を確かめるため、リョーマがひたすらゼンゴローを撃ち続けた結果だ。

「母さん、回復頼む！」

「はいはーい」

　そのゼンゴローの背後で、ミミが杖から回復魔法を飛ばす。彼女の持つ杖は魔法を使える数少ない武器種のひとつ。その中でも回復魔法専門の使い手は数が少ない。なぜかというと、回復魔法スキルを鍛えてばかりでは敵を攻撃できないからだ。

　しかし攻撃はリョーマたちが、防御はゼンゴローが引き受ける。だからミミは安心して回復魔法スキルを磨けたというわけだ。

「コノカ、そろそろいいぞ！」

「うん！　行くよ、【ホーネットスティング】！」

　リョーマと同じ位置から、技名を叫びながらコノカが短剣を投げつけた。スキルによって射程距離は増減するが、彼女であれば二十メートルほどの距離から攻撃できる技だ。包丁のような形状をしたそれはモンスターの翼や胴体に吸い込まれるようにして刺さった。

　技の発動は、武器を構えたまま音声入力をする事が必須になる。例外もあるが、特殊な動作を必要としないので、子供からお年寄りまで誰でも強い技が使えるのだ。

「続くぞ！　【メディシンバレット】！」

　加えて、リョーマの弾丸も同じように叩き込む。

　撃てば撃つほど、怪鳥の状態を示すアイコンが増えていく。

　毒、麻ま痺ひ、沈黙、発熱。

　これらの弱体効果──「デバフ」は、リョーマの技だ。

　銃に込める弾丸によって相手に悪い状態異常を与える事ができる【メディシンバレット】という銃使い専門のスキル。

　これで敵を弱らせている間に、コノカが短剣で攻撃するというのが、サワタリ家の基本的な戦闘方法だった。

　戦闘開始から一分が経過して、すでに《恐惶のゾンビフェニックス》のＨヒツトＰポイントは三分の一ほど削られている。これならサワタリ家だけでも倒せる相手だ。

　レアモンスターというのは、何も強敵だけとは限らない。

　出現条件が厳しかったり、特殊な戦闘方法でないと倒せない場合もある。もちろんそれら全部をひっくるめた超絶難易度の《ハイパーレアモンスター》もいる。

　今戦っている《恐惶のゾンビフェニックス》の場合、出現間隔がリアル一ヶ月という超レアポップのモンスターなのだ。だから倒せる機会が訪れただけでも、情報をくれたお隣さんに感謝しなくては。

「そういや、お隣さんは？」

　先ほどから姿が見えない。

　谷のエリアは左右が封じられており、ほぼ一直線になっている。どこかに隠れるとしたら散乱している岩陰か、怪鳥の巣のどちらか。巣には卵がいくつも置いてあり、ここからレアではない鳥形モンスターが生まれるのだ。

　そしてお隣さんは、逃げも隠れもしていなかった。父と怪鳥のさらに奥、一定の距離を保った位置で待機している。

　いや、待機しているのではない。

　武器を構えたまま、微動だにしていない。

「何してるんだ……？」

　リョーマの疑問は数秒後に氷解する。

　お隣さんの四人の周囲に、淡い光が広がっているのを感じる。

　あれはステータス強化──いわゆる「バフ」をつけている。

　エリザという名の、おそらく母だろう、彼女が家族を強化しているのだ。こちらのミミと同じような魔法使いだが、彼女は呪じゆ符ふを周囲に撒まいている。あれも法ほう撃げき属性の武器だ。そして充分に強化が行き渡った彼らは、ようやくモンスターに狙いをつける。

「五秒で決めるぞ──【戦せん塵じんの矢】」

　カーネギーの矢が放たれた。

　それは弾丸よりも速く怪鳥の胴に突き刺さった。

　たった一撃。

　それでレアモンスターのＨＰが半分になった。さらにモンスターに継続ダメージを与えるデバフがつき、動きが鈍くなる。

　弓使い最強の技にして最も使い勝手が悪いと評判の【戦塵の矢】は、最大ダメージを出すために一定の距離が必要になる。さらに敵の弱点に当てると威力が倍になる効果がついている。逆に言えば、その両方を満たす腕がないと最弱の技になる。

　カーネギーはその【戦塵の矢】を使いこなしているのだ。

「続けて行くよっ！」

　その矢と同じくらいの速さで飛びだしたのは、チル。身軽な装備に相応しく、二刀を構えたまま疾風のように走り込み、跳躍する。












「【ガードブレイク】ッ！」

　剣スキル１００で覚える技が、二度打ち込まれた。身体をひねって打ち出すあの剣技は、名前の通り敵の防御力を下げる効果を持つ。その効果はスキルによって増減するが、彼女の場合はなんと十五パーセント。かなりの威力だ。

「【ガードブレイク】ッ！」

　同じ技が、もう一度。

　二刀流によるデバフが立て続けに四度。

　その陰から出て来たのは、最後のひとり。

　挨拶の時からほとんど喋らなかった、ドワーフ族の少年。

　プレイヤーネームは「ブラック」といい、身長は百センチくらいだが、両手に嵌はめた手甲は顔と同じくらいの大きさがあり、バフステータスの影響か炎を纏まとっている。小さな弾丸がチルの身体を飛び越え、そして怪鳥の背中に乗った。

「──【七しち連れん宝ほう拳けん】」

　拳スキル９００で習得する、七連撃の技がクリーンヒットした。七撃のうち、クリティカルが五つ。リョーマが今まで見た事のないダメージが表示され、《恐惶のゾンビフェニックス》は光になって消滅した。

　残りＨＰ三分の二から、たった数秒で倒してしまった。

　これが戦闘職の本気なのか。

「いや、助かりましたよサワタリさん」

　弓を背中に背負ったカーネギーが笑顔で歩いてきた。

「あなた方が時間を稼いでくれたおかけで、バフを充分にかけられました。それにデバフもありがたい。かなり良くできた連携ですな」

「いやぁ、それほどでも」

　巨体を曲げて、ゼンゴローがお辞儀する。

「やるじゃんリョーマ！」

　手を挙げるチルに、リョーマも同じように手を出す。二人の手が打ち鳴らされると、チルの顔がさらに綻ほころんだ。

「おう、そっちもやるじゃん」

「へっへー！　バトル専門だからねウチは！」

「ああ、びっくりした」

「……その割に、驚いてなさそうな顔だね」

「いいだろ別に。大騒ぎするの嫌いなんだよ」

「クールぶりたいお年頃なんだよ。ね、お兄ちゃん」

　リョーマの後ろにいたコノカが含み笑いをしていた。

「……別にカッコつけてるわけじゃない」

「ふーん」

　ニヤニヤと笑うチルとコノカ。

　リョーマの言葉は本心だ。無口でそっけない態度が格好良いとは思えない。かといってどんな些細な事でも大騒ぎするべきだとも思わない。

　今だって、本当にお隣さんの戦闘には驚いている。クラスメイトや狩りギルドの人の戦闘とはスピードが違う。あれは対人で生きる戦い方なのだろう。相手が何かをする前に速攻で叩き潰す戦術。

　それに、とどめの連撃を放ったブラック。

　彼も無口だが、仕事をきちんとこなす職人技を感じた。

　そのブラックは何をしているのかと言えば、倒したゾンビフェニックスの傍らにしゃがみ込んでいる。

　そうだ、忘れていた。

　レアモンスターを倒した場合、ドロップアイテムは直接荷物インベントリに入るのではなく、宝箱が出てくるのだ。

　確かこのモンスターのドロップアイテムは、《灼しやく熱ねつの尾お羽ばね》。

　リョーマの《薬やく剤ざい師し》スキルならばすり潰して高レベル復活薬の材料にするが、それならザコモンスターがよく落とす《泡立つ血》を使った方が安い。

　あるいは回復能力低下のデバフをつける薬品の材料にもなるが、そんなに強力な回復能力を持ったモンスターを相手にする事はそうそうないだろう。

　ここはミミに頼んで、カーペットの素材にしてもらおうか。家具などのアイテムはコレクター魂をくすぐるのか、高値で売れるのだ。

「……出たよ」

　ブラックが手にしているのは、まさしく《灼熱の尾羽》だった。

　その赤く光り輝く羽根を見て、全員が色めき立つ。

　美しい素材だ。この素材なら、どう使っても良いアイテムができるだろう。

　が、大事な問題がひとつある。

　この《灼熱の尾羽》はひとつしかないという事。

　つまり──

「いやぁ、ありがとうございますサワタリさん。こんなにいい素材をいただいちゃって」

「……はい？」

　カーネギーの発言に、ゼンゴローが眉をひそめる。

「ちょっと待ってください。誰があげるなんて言いましたか？」

「何を言ってるんです。モンスターのＨＰを削ったのは我々ですよ？　より貢献したパーティにアイテムを取得する権利が生じるのは当然でしょう」

「当然じゃないですよ！　そんな常識聞いた事もない！」

　カーネギーに詰め寄る父を見て、リョーマは懸念していた事態が訪れた事に落胆した。

「あの、皆さんはこのアイテムをどうされるおつもりですか？」

　ミミが恐る恐る尋ねる。ゼンゴローの背中に隠れるようにして小さく発言したが、その問いは遠くで待機していたエリザにも聞こえていたようだ。

「決まってますわ。マーケットに売りさばくのです。これなら百万エリンは堅い」

「百万エリン!?」

　ミミが口元に手をあてる。

「そんなはした金より、カーペットや服にして売った方が儲かりますよ。ここは私たちに任せていただけませんか？」

「あら、そんな事を言っても、製作に失敗する可能性だってあるでしょう？　そうなったら素材がパァになりますわ」

「それは、そうですけど……」

　エリザに気圧されるミミ。

　──ああ、このパターンか。

　リョーマは内心で頭を抱えた。おそらく無意識だろう、白衣の裾を摑つかんでいるコノカも同じ事を考えているに違いない。

　ことＭＭＯにおいて、アイテムの取り合いというのは数十年前から脈々と続く問題である。たったひとつしかないレアアイテムを奪い合い、様々な事件が起きる。それがきっかけでギルドが崩壊したり、中にはリアル事件に発展するケースすらある。

　ただ今回の場合、事前に取り決めをしなかった我々全員に非があると思っている。

　このゲームの仕様上、アイテムの取得にはいくつかの方法が用意されている。たとえばドロップしたアイテムはパーティメンバーの誰かにランダムで割り振られる方法とか、メンバーの誰かかが総取りする方法など。

　そうでなければ、ダイスを振って決めるのが通例である。運試しによる分配方法が一番後腐れがないのだが──

　今回、なぜかブラックがアイテムをゲットしていた。

　自動的に誰かにアイテムが行くように、設定を変えていたのだ。

　ＰｖＰメインのプレイヤーだと、そういう設定が主流なのだろうか。製作ばかりやっているリョーマには理解しがたいが。

「あの──」

　睨にらみ合あっている大人達の間に割って入るリョーマ。

「事前に取り決めをしていなかったのもありますが、一方的にどちらかがアイテムを入手するという発言もなかったはずです」

「む……」

　リョーマの言葉に、一同が黙る。

「このままお隣さんがアイテムを持っていった場合、俺たちは詐さ欺ぎ事件としてＧゲームＭマスターに通報する権利を得ます。それは良くない」

　ＬＬＯ内での発言は全て記録されている。音声、文章、ジェスチャー、その他全ての意思表示行動がＭＵＳＥ社によって監視されている。どれだけサーバーに負担がかかるのか、考えたくもない。

　が、そのおかげで犯罪行為が減ったのは確かだ。この場合だと、約定を作らずに一方的にアイテムを奪ったとして、詐欺行為に相当する。

　暴力だけが犯罪ではない。アイテムに関するやりとりも、立派な犯罪だ。

　それを取り締まるＧＭはプレイヤーから絶対の信頼を置かれており、このゲームがここまで支持を得た理由のひとつになっている。

「なにアンタ、通報するつもり？」

　チルが目を細めるが、

「違う違う。平和的に解決するために、今からちゃんとルールを作って、正々堂々決着をつければいいんだよ。お互いが同意の上ならいいだろ」

「ま、それもそーね」

　リョーマの提案に、七人が頷うなずく。

　だが、納得してはいるものの、全員の表情は穏やかではない。

　特にゼンゴローとカーネギー、二人の闘志はグツグツと煮えたぎっている。もはや運勝負で決着をつけようという雰囲気ではない。

「それじゃあ、決着をつけるとしましょうか」

「いいでしょう。賞金四億エリンを稼いだ、我がイヌガミ家のＰｖＰを受講料ナシでお見せしようじゃありませんか」

　互いに斧と弓を構える家長達。

　二人の間に火花が散るような、ピリピリとした雰囲気。

　現実でなくとも、この空気は伝わる。

　険悪な空気というものは、チャットだけでも感じられるのだ。

　そして、それが伝染した家族たちも武器を持つのかというと、そうではなく──

「待ちなさいってば」

　イヌガミ家の母、エリザが素手でカーネギーの後頭部を小突いた。

「どうしてあなたはそうケンカ腰になるんですか。このまま戦闘に入ったら、私たちはＰｖＰの強さを笠に着てアイテムを横取りした一家になってしまいますよ」

「むっ……！」

　言われてカーネギーは弓を下ろす。

「ほら、お父さんも」

　対するゼンゴローも、コノカに言われて斧を下げた。

　しかし二人とも闘志は煮えたぎっている。

　一触即発の空気が消えただけで、敵てき愾がい心しんはこの場に残っているのだ。

「サワタリさんも落ち着いてください。ＰｖＰでは私たちに勝てるわけがありません。勝ちの分かっている勝負に引き込むのは、フェアじゃありません」

　冷静にエリザは語る。

　事実、その通りだ。ＰｖＰに関してはあちらが勝るどころか、このワールドで一、二を争うトップランカーだ。それにＰｖＰ素人のサワタリ家が挑めばどうなるか。

　しかしエリザのこの言い方には、リョーマもカチンときた。

「気に入らねぇな」

　ぼそりと呟つぶやくリョーマ。

「暗にあんたたちの強さを自慢されているようにしか聞こえないぜ」

「え、あの、そういうつもりはないのですけれど……」

　困った顔をするエリザ。

　どう考えてもカーネギーの煽あおりを助長しているようにしか聞こえなかったが、本人は本心から止めたかったようだ。天然な人なのだろうか。

「いいぜ、勝負しよう」

　リョーマはゼンゴローの前に出て、そう言った。

「ちょっとお兄ちゃん！」

「リョーマ！」

　コノカとミミが咎とがめるが、ゼンゴローはリョーマの気持ちを汲くみ取とったようだ。

「そうですね、勝負しましょうイヌガミさん」

　そう言いながら、ゼンゴローは斧を背中にしまう。

「ただし、今じゃない。我々は短時間であなた方に追いついてみせる。その鼻っ柱をへし折ってあげますよ」

「ほう？　それは面白い」

　カーネギーもこちらの意図を汲んでくれたようだ。

「その場の勢いではなく、きちんと対策を立てた上で、全力で私たちに挑もうと言うのですな。それは『決闘の申し入れ』と受け取りますよ」

「ええ。準備期間をいただければフェアな戦いでしょう？」

　今この場で戦うのではなく、近い将来に延ばす。

　準備を整えた上で、正々堂々戦うのだ。

「できれば公式戦にしましょう。ジャッジが明確になる」

「いいですね」

　ゼンゴローとカーネギーが頷き合う。

「では、それまでこの尾羽はウチで預かっておきましょう。けっして売ったり譲渡したりしませんので、ご安心を」

　ゼンゴローはブラックを見る。すると彼は今しがた手に入れた《灼熱の尾羽》を保管用のボックスに入れた。普段使っているカバンの中で、さらに箱に入れる。二重のセキュリティによってうっかり譲渡したりするのを避けるのだ。

「ではサワタリさん。詳しい日取りが決まり次第、教えてください。けっして逃げないと信じていますよ」

　ニヤリと微笑ほほえむと、カーネギーは帰還魔法を唱える。彼の詠えい唱しようが終わると、イヌガミ家の全員が光に包まれ、その姿を消した。

　残されたリョーマたちは、静かになった渓けい谷こくでしばらく立ち尽くしていた。
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　そして話は最初に戻る。

　あの日の屈くつ辱じよくを晴らすため、イヌガミ家を倒す。

　そう決まったところで、家族会議が終わるわけもなかった。

「…………」

　サワタリ家に訪れる沈黙。

　ゲーム内マイホームのリビング兼チャットルームの茶の間にて、四人は無言で座ったままだ。重苦しい雰囲気は、なにもケンカによるものではない。

　皆、考えている。

「……あのさ、親父」

　意を決してリョーマが手を挙げた。

「なんだリョーマ」

「俺もあの時、勢いで言っちゃったんだけどさ。お隣さんをブッ倒すって、具体的にどーすんの？」

「いやだから、次のＰｖＰトーナメントで」

「それは分かったけどさ、どうやって勝つのか訊きいてるんだよ」

　リョーマは視線と指でアイコンを操作し、自分のステータス画面を開く。

　今まで育てた技能は、全て薬剤師のスキルに使われていた。反対に戦闘技能は必要最低限、つまりメインクエストをコンプリートするくらいの能力しかない。

　このワールドを支配していた《魔王ブレイナード》は倒したのに、隣人は倒せない。

　ゲーム的には超人だが、プレイヤー的には一般人レベルの強さと言えよう。

　もっとも《魔王ブレイナード》はサービス開始当初のラスボスで、今は新しいワールドが大量に追加されたせいで、ゲームを始めて一週間の人でも倒せてしまう程度の弱ボスになってしまっている。常に拡張を続けるＭＭＯではよくある話である。

「どうやって勝つか……それをこれから考えよう」

「えー」

　不満を口にするのはコノカ。

「明日でいいじゃん。もう夜遅いんだし、今から対策考えたら明日になっちゃう」

「そうねぇ。あのお隣さんに勝つ方法なんて、そもそもあるのかしら？」

　ミミもコノカに同意する。

　対人戦に特化したパーティを、同じ土俵で打ち負かす方法なんて、そもそも存在するのだろうか。

　このゲームはスキル制だ。鍛えれば鍛えただけ強くなる。

　つまり先に鍛えた方が絶対に強いルールだ。それはリアルでも同じ事だ。何らかのブレイクスルーがない限り、彼らと同じ方法で彼らより強くなる事なんてできない。

　スキルに上限はないが、やはり値が高くなるにつれて上昇率が低くなる。そこで鍛えるのをやめるか、続けるかでまた強さは変わる。鍛え続けた者は、やはり強い。

　ただそれでは格差が生まれてしまうので、バージョンアップのたびに救済手段が用意されている。例えば一定のスキル値までは容易に上がるようになったり、スキルの差を打ち消すほど強力な武器防具が実装されたり。

　実際、そういう装備がなければクエストはクリアできなかった。弱かった彼らを一般人レベルまで引き上げたのは、装備のおかげだ。

「しかし、お隣さん強かったなぁ……」

　緑茶をすすりながら、先日のレアモンスター狩りを思い返すリョーマ。

　必要最小限の力で相手のＨＰをゼロにする連携は、まるで機械のようだった。

　もしもあの時、本当に怒りに任せてイヌガミ家に戦いを挑んでいたら、おそらく瞬しゆん殺さつされていただろう。

　連携といい、技のタイミングといい、お手本にしたいほどの巧さ。

　初心者ではないにしろ、戦いに慣れていないリョーマにできるとは思えない。

　逆に製作ならお手の物なのだが。

　たとえばリョーマの知識と《薬剤師》スキルなら、ＨＰ10増加、ＭマジツクＰポイント５増加、攻撃時に18ポイントの追加ダメージを与え、効果時間は四十五分という薬品を五百エリンで作れと言われたら、たぶん可能だ。

　そのくらい緻密な作業を、動く相手に行うのが対人戦だ。自分の知らない領域の達人というものは、想像する事は可能でも超える事は難しい。

　考えるまでもなく、イヌガミ家は「鍛え続けた者」に分類される。彼らが戦闘スキルを磨くのを止めない限り、後から追うサワタリ家は絶対に追いつけない。

　そんな相手に戦いを挑んでしまったわけだ。

　ただ、可能性はゼロではない。先日の時点ではゼロだったが、未来の可能性はまだ分からない。

　必ず追いつける方法はあるはずだ。

　どのみち、そうしなければ《灼熱の尾羽》はイヌガミ家の手に渡ってしまう。

「とにかく、当面の目標は戦闘スキルを磨く事だな。作戦はその後で考えよう」

　ゼンゴローの言葉に、全員が頷く。

「それから強力な対人戦用の武器と防具。それから薬と食事」

「新しい技も覚えないとね」

　リョーマとコノカが口々に提案する。

「と、いうわけで母さん」

　あぐらをかいたまま、巨大なクマがミミに向き直ったかと思うと、

「おこづかい──もう少し上げていただけませんか！」

「…………」

　ミミは笑顔のまま動かない。

　もちろんこの場合のおこづかいとは、ＬＬＯで使われているエリンという通貨の事だ。リアルと同様、サワタリ家ではミミが家計を預かっているのだ。

「スキル上げ用の武器とか防具とかも用意したいんだ！」

「そうねぇ……」

「お願いします！」

　巨体で土ど下げ座ざをする一家の主。

　亭主関白はどこへやら、こと金銭の問題になると母が最強になるのが通例だった。

　結局、母が財布のヒモをゆるめたのは、父が土下座をしてから三十分後だった。
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　翌日からサワタリ家のささやかな育成計画が始まった。

　ワールドでも最強クラスのイヌガミ家に対人戦で勝つために、あらゆる手段を用いて強くなる。

　リアルでもＭＭＯでも、強くなるためには準備が必要なわけだが──

「なにしてんの？」

「……お前、勝手に入ってくるなよ」

　昨日の件での罪悪感がまるでないのか、サワタリ家の庭先にチルがいた。屈くつ託たくのない笑顔でリョーマの行動を見守っている。

「別にいいじゃん、お隣さんだし」

「あのな、チル。一応言っておくが、昨日の件でウチは全員めっちゃ怒ってるんだよ。素材の価値も分からない蛮ばん族ぞくに、宝を奪われた気分だ」

「なんでウチが蛮族なのよー！」

「当たり前だろうが！　《灼熱の尾羽》を、たった百万エリンぽっちで売るためにウチにケンカふっかけやがって！　貴重な素材を奪われたウチはどうなる！」

「奪ってないよ！　ちゃんと保管してるよ！　決着をつけるまで誰にも渡さないって条件だったでしょ！」

「くっ……ウチなら最高の付加価値をつけて送り出せるのに！」

　あの尾羽はきちんと処理をしてアイテムにすれば、どんなにしょぼいアイテムでも二百五十万エリンの価値にはなる。うまくすれば一億エリン相当の装備になるかもしれない。

　それだけのポテンシャルを秘めたアイテムなのだ。

「安くても売れればいいじゃん」

「やっぱり蛮族だ。物の価値も分からない野蛮人め」

「はー？　なにいきなり人の事バカにして！」

「いいかチル。お前らがやっている事はな──そう、例えるなら、ＰｖＰをＰＫ野郎ってバカにされるのと同じ事だ」

「なにそれ？　あたしたちはＰＫじゃないよ！　ちゃんと同意の上で、コロシアムで正々堂々戦ってるんだよ！」

　身を乗り出してリョーマに迫るチル。

　そんな彼女の顔を手で押し返しながら、リョーマは答えた。

「ほら、怒るだろ？　価値が分からない野郎に自分たちの領域をバカにされたら、誰だって怒るし、理解力のない野蛮人だと思うだろう」

「……！」

「そんなわけで、俺たちは野蛮人のお前らを倒す事に決めた。正々堂々、コロシアムで戦って、尾羽を取り戻すためにな」

「……ふん」

　鼻を鳴らしてむくれるチル。

「やれるもんならやってみればいいじゃん。そっちだってＰｖＰの奥深さも知らないくせに、付け焼き刃で私たちに勝とうなんて」

「それはやってみなくちゃ分からない。そのための準備だ」

　そう言って、リョーマは作業に戻った。

「ねぇ、あのさ。じゃあ、今やってるそれ、私たちを倒す準備なの？」

「ああ」

　庭先でリョーマがやっているのは、薬の調合だった。

　テーブルの上に所狭しと置かれた薬品。現実ではあり得ないほど色鮮やかで、かき氷のシロップを思わせる。それらを混ぜ合わせたり、蒸留したり、固形化させたりして価値のあるアイテムにするのが薬剤師であるリョーマの得意なスキルだ。

「毒殺でもしようっての？」

「まさか」

　リョーマは鼻で笑う。

「これは《接着剤》を作ってるんだ」

「《接着剤》ぃ？」

　リアルではプラモなどに使うゲル状のものを想像しがちだが、ＬＬＯの《接着剤》は様々な用途に使われる。たとえば防具の留め金や、家具の固定など。ゲームだからこそできる、万能接着剤である。

「《接着剤》で、私たちを倒すの？」

「いや、売って金にする」

　これは様々な製作業のプレイヤーが毎日消費するもので、需じゆ要ようが途切れる事がない。

「それで儲けた金で、装備を作る」

「その装備で挑んでくるわけだね」

「いや、訓練用のスキルアップ装備を作る。それでスキルが上がったら、今度こそ対人戦用の装備を作る」

「うっわー……めんどくさー……」

　げんなりした顔を隠さないチル。

「めんどくさいって何だよ。しょうがないだろ、おこづかい一万エリンしかくれなかったんだから、こうやってやりくりするしかないんだよ」

　なにしろ家を建てた直後だ。サワタリ家の財政は火の車なのである。

　そんな状況で別のコンテンツの準備をするとなれば、相応の手段を選ばざるを得ない。

　逆に言えば、一万エリンと少しの時間があれば、リョーマは対人戦用の装備を揃える事ができるほどの金額を稼げるわけだ。

「にしてもリョーマさぁ、しょうがないって言ってる割には──すっごく楽しそうな顔してるよ」

「……そうか？」

　思わず自分の顔を触ってしまうが、何が違うのか分からない。

「製作の事になると顔色を変えるってわけか。オタクじゃん」

「オタクって言うなよ！　製作は楽しいんだぞ！　ＭＭＯの華はなと言ってもいい！」

「違うよ、ＭＭＯの華は対人戦だよ！　ＰＫも含めて、人と戦うから楽しいの！」

「フン、言ってろ。俺はなんと言われようとも製作でお前らを倒してやる」

　そうこうしている間に、調合が終了した。

　画面には表示されていないが、リョーマの鞄かばんには《接着剤》が二千個ほど入っている。実際に表示されたとしたら、段ボール十個では足りない数だ。こういう心配をしなくても良いのもＭＭＯの利点である。

「よし、売りに行くか」

　テーブルの上の調合セットを片付ける。操作ひとつで複雑な機材を消すと、リョーマは庭から出た。

「ん、マーケット？　マーケットならここでいいじゃん」

　ＬＬＯの品物の売買は、マーケットというシステムで行われる。

　いわゆるバザー制で、任意の品物を出品し、売り手は出品額を指定する。買い手は出品された品物の中から希望に沿った品物を落札する。

　このやり取りは戦闘中やイベント中などを除く、ほとんどの状況で行う事ができる。ログアウトしていても、専用のサイトを使えば可能だ。

　ところがリョーマは作った《接着剤》をマーケットには出さない。

　その理由が、今はあるのだ。







　サワタリ家が家を建てた《風車の居住区》以外にも、住めるエリアは存在する。

《森の国ウェイウッド》の中心都市である《アルケニアの街》の住宅街もそのひとつだ。そこはマンションのような集合住宅が建ち並んでおり、外見は石造りだがドアを開ければ個人の趣味で好きなようにカスタマイズできる仕様になっている。

　その《アルケニアの街》にある住宅街の出口付近で、リョーマはずっと待っていた。集合住宅から出てくるプレイヤーの中から、目的の人物を捜す。

「おっ、リョーマ！　やっほー！」

　元気の良い声が聞こえると、リョーマは振り返ってその人に手を振った。

　リョーマより頭ひとつほど小さい、人間族の女の子。八や重え歯ばが見える元気な笑顔が特徴だ。華きや奢しやな体型も相まって二つか三つほど年下に見えるが、これでもリョーマのクラスメイトだ。

　一応ファンタジー世界のゲームなのに、Ｔシャツとスパッツという服装も目を惹ひく。細い体型がより強調されて見える。

　確かリアルの背格好に似せているのだと聞いた。そのせいか、こうしてゲーム内で話していても違和感がない。

「ヒッキー、待たせたな」

「いいよいいよ。それよりブツを提供してくれるって話」

「おう、これな」

　メニュー画面を出して、任意の相手とトレードする。マーケットを介さなくても、こうして個人同士でアイテムをやり取りする方法もある。ただし詐欺などに遭う確率も高いので、初対面のプレイヤーとはお勧めできない取引方法である。

「よし、っと。確かに《接着剤》二千個。代金はこちら。ありがとねリョーマ！」

「いいよいいよ。ヒッキーには世話になってるし」

《接着剤》の代わりに受け取ったのは、訓練用防具の素材一式。これらを用いて製作すれば、もうそれだけで防具ができてしまう。

《接着剤》の代償としてリョーマが要求したのは、この材料だ。

　なにしろ製作は様々なアイテムを用意しなければならない。

　言ってしまえば、この大量の素材を用意するのが最も手間なのだ。

　そこで友人に、余っている素材を分けてもらったのである。こうすれば安上がりだし、マーケットで買い物リストとにらめっこする必要もなく、彼女も《接着剤》を手に入れられるわけだ。

　ただ、理由は他にもあって──

「やー、ありがとね。最近、例のバグで満足に《接着剤》も買えなくて」

「早く直るといいんだけどな」

　リョーマも苦笑する。

「ところでリョーマ」

「ん？」

「そちらのお姉さんは、彼女？」












　指摘されて初めて背後を見ると、ビキニの鎧よろいを着た宿敵が立っているではないか。

「チル！　お前何しに来たんだよ!?」

「いやー、リョーマの行動見てるだけで面白くって」

「あー、それなんだか分かる！」

　なぜかヒッキーも同意して笑っている。

「どうも初めまして！　ボク、みんなからヒッキーって呼ばれてるんだ！」

「よろしくね！　私はリョーマのお隣さんのチルって言います」

「ああ、あの尾羽を賭かけて勝負するっていうお隣さん！」

「ちょっと待て、なんでヒッキーが知ってるんだよ！」

　握手する二人の間に割って入るリョーマ。

「え、コノカちゃんが教えてくれたよ。あの子、さっきリアルショップの方で買い物してたから話してたんだよね」

「コノカめ……！」

　おしゃべりな妹を思い、ため息をつく。ちなみにリアルショップとは、ゲーム内で現実の買い物ができる店の事だ。ゲーム内で注文すれば、翌日には荷物が届く。

「あれ、でも……」

　ヒッキーが首をかしげる。

「チルちゃん、普段はどこで生活してる？」

「私？　基本的には《森の国ウェイウッド》だけど……」

「そっか。どっか別のワールドで見たような気がしたんだけど、気のせいか」

「え、そ、そうかな」

　チルも首をかしげる。

「ま、広い世界だし、どっかですれ違ったか、野良でパーティでも組んだんだろう」

　リョーマはそう結論づける。

　行きずりの人とパーティを組んでクエストをクリアしたり、レアモンスターを狩ったりするのはよくある事だ。長いＬＬＯの生活だ、何回か組んだ事があっても全く不思議ではない。

「ところでさ」

　チルがヒッキーの姿をまじまじと見る。

「ヒッキーって、引きこもりの事、だよね？」

「うん」

　ヒッキーはあっさり肯定した。

「ボク、あんまり学校行ってないんだ」

「そうなの？　え、でも、引きこもりって……」

　慌てるチルに、リョーマは思い出す。そういえば引きこもりは、社会問題になっていた時期もあった。

　ただしそれは数年前だ。ＬＬＯでは引きこもりも関係ない。

「コイツ学校行ってないけど、成績は学年で一番だぜ」

「え、一番……？」

　リョーマの補足に、チルが驚く。

「今じゃＬＬＯの中で勉強できるし、職業訓練もできるからな。上手に利用すれば、引きこもりでも生きていけるさ」

　ゲーム内に存在する書物を読む機能がある。

　これを利用して、ＭＵＳＥ社は様々な出版社と提携した。そのおかげで追加料金を支払えばゲーム内で新聞やマンガが読んだりできる。

　さらに文部科学省や教科書会社に打診して、様々な参考書も発売した。昔は電子書籍というものが存在していたようだが、読める端末が必要だった。しかし現在、ＬＬＯではどんな場所でも本が読めるのだ。

「ちなみにボク、学校には単位取れるギリギリの出席日数で通ってます」

「フツーに女友達と買い物とか行ったりしてるしな」

「そ、そうなんだ……」

　チルは驚きながら笑うだけで、それ以上何も言わなかった。

　あまり学校の話が好きではないのだろうか。

　だとしたらヒッキーよりも話題に気をつけなければならない。

「あ、買い物といえば」

　ヒッキーが大げさに手を叩く。

「例のバグのせいで装備が作りにくくなってるから、今が稼ぎ時だよ。最近、どっかに戦争をふっかけようとしてる連中がいるみたいで、装備の値段が思いっきり上がってるし」

「ああ、あのバグの影響か」

　バグという言葉に、リョーマもチルも頷く。

　最近、ＬＬＯ内に割と深刻なバグが発生している。

　それは誰が見ても分かるくらい明確で、かつ非常に困る類いのものだ。




　ショップなどに常駐しているＮエヌＰピーＣシーが消失する時があるのだ。




　ＮＰＣ、ノン・プレイヤー・キャラクター。人間が操作していない、この世界で作られた人工知能のキャラクター。

　店に行けば必ず働いており、他にも関所や船、ギルド管理や銀行など、あらゆる施設で働いているキャラクターなのだが、それらが突然いなくなるバグがここ最近頻ひん発ぱつしているのだ。常にいないわけではなく、たまにひょっこり戻ってくるので、その時はプレイヤーがその店に駆けつける事態になる。

　店に行けば普通に買える品物が買えないのは、誰でも困る。代替手段はいくらでもあるが、店で買うより高くつくため、マーケットの値段も上がってしまう。

「公式はなんて言ってるんだ？」

「いつも通りだよ」

　メニュー画面の「ＭＵＳＥ社からのお知らせ」を開くと、確かに前とまったく同じ文面が繰り返されているだけ。

『現在、ＮＰＣが消失する事がある状況について、厳密な調査と修正を行っている最中です。プレイヤーの皆様に多大な迷惑をおかけしている事をお詫わびします』

　いつも通りのそっけない決まり文句に、プレイヤーの不満も続出している。

　ここで一番プレイヤーをイラつかせているのが、ＭＵＳＥ社の体制だ。公式サイトなどは存在するが、会社やサーバーの所在地は一切不明。電話やメールによる直接的な会社への抗議もできない。もしもＬＬＯというゲームに不満があれば、専用のフォームを通じて投書する形になる。

　ゲーム開発者の顔どころか、ＭＵＳＥの社員だと名乗る人すらいない。

　とにかく謎が多い企業なので、裏で悪い事をしているのではないかという噂は数え切れないほどある。

　その実、電脳を利用した様々な事業もやっているという話もあるので、どの分野にどこまで手を広げているのか、ゲーム以上に興味を持つ人も続出しているのだ。

「ＮＰＣも働き通しだから、ストでも起こしてるんじゃないの？」

　そう茶化すヒッキーだが、リョーマのように日常的にショップを使う製作メインのプレイヤーにとっては洒落しやれにならない事態だ。

「ま、その分、リョーマが作ったものはボクが買い取って、いつもより高く売りさばいてあげるから」

「ああ、ありがとなヒッキー」

　やはり持つべきものは有能な友人。彼女の市場調査にはいつも助けられている。今度リアルで何かおごってやろう。

「というわけで、ボクは今から買い占めておくべき商品を買い占めてくるので、今日はこれにて！　チルちゃんまたね！」

「うん、またね！」

　女同士手を振り、そしてヒッキーはリョーマにも手を振って去っていった。

　彼女の有力な情報を無駄にしないためにも、早めに行動しなくては。

「この世界、いろんな人がいるんだねぇ」

　去っていくヒッキーの背中を見ながら、チルが呟く。

「そりゃまぁ、ゲームのプレイスタイルとリアルの性格が合わさったら、遊び方は無限大だからな」

「ゲームとリアル、両方──そっか」

　納得したような言葉だが、チルは何も分からないと言いたげに悩み続けていた。彼女が何を悩んでいたのか、結局リョーマは最後まで分からなかった。




　　　＊




　材料を揃え、母にあつらえてもらった訓練用装備で、リョーマのスキルはめきめきと上昇した。

　ＬＬＯの武器は大別して《斬撃》、《打撃》、《射撃》、《法撃》の四種類に分けられる。

　その四種類の中から、さらに多くの武器種に分けられ、武器ごとにスキルが違う。

　リョーマが使っている《銃》は、射撃武器の中でもトリッキーな位置づけにある。現代で普及しているようなものとは違い、ファンタジーを基盤にしたＬＬＯの世界ではフリントロック式の単発銃が基本だ。

　そのため、射撃するためにいちいち弾を込める必要がある。

　この弾を細工する事によって、さまざまな効果を生み出す事ができるのが銃使いの特徴である。弓やボウガンでも似たような事はできるが、銃ほど劇的な効果は得られない代わりに、基本攻撃力が高い。

　つまり銃は攻撃以外の効果を期待するために使うケースが多い。

「親父！　次、《遅ち延えん弾だん》で行くぞ！」

「わかった！」

　合図と同時に、リョーマは予告した弾を【メディシンバレット】で放つ。

　薄暗い洞窟にはミミが放った浮遊する灯りによって照らし出されたコウモリ型モンスターが数匹飛んでいる。

　複数のモンスターの攻撃を一身に受けるゼンゴローに対し、リョーマは一匹ずつ着実に遅延のデバフを入れていく。敵の攻撃速度と移動速度を下げる効果のある弾は、攻撃にも防御にも役に立つ。

「ありがとう、リョーマ！」

　斧を振りかざし、コウモリを両断していくゼンゴロー。

　彼が使う斧は、範囲攻撃が得意な武器だ。それに伴い、モンスターの敵対心を上昇させるスキルを併用する事で、敵の攻撃を全てくらう役割を果たす事ができる。いわゆる「盾役」、「タンク」などと呼ばれる係だ。

　別に斧使いでなくとも、スキル構成によってどの武器でもその役割はできる。ただゼンゴローは一家の主として、家族の矢面に立つべきだという考えを捨てなかった。そして攻撃から自らの身を守るために鍛冶職人になり、より強い防具を作るようになったのだ。

　同じようにミミは回復役に特化し、コノカは攻撃に徹する係。四人でパーティを組むと、だいたい役割が分けられる。個人で全部こなすよりも、スキルを特化させて専門職にした方が効率良く戦えるのだ。

　反面、イヌガミ家は真逆だ。全て個人でこなし、全員がアタッカー。もちろんその中で細かい役割はあるのだろうが、対人戦では対モンスター戦のルールが通用しないのだろう。

「よし、これで全部倒したな」

　気がつけばコウモリが全て消滅していた。わずかな経験値と、《コウモリの翼》を入手したログが視界の隅に流れる。

「しかし楽になったな。コノカが一番強くなったかな？」

「へへ、そうでしょお兄ちゃん？　訓練したんだよ！」

　ピースするコノカに、リョーマは苦笑する。

　個人差はあるだろうが、アタッカーの成長はすぐに分かる。なぜなら敵を倒す速度が速くなるからだ。逆に盾役や状態異常などを強化しても、パッと見では分かりにくい。

「クラスの男子に手伝ってもらったよ。あいつらみんなアタッカーだから」

「やっぱり中学生はアタッカー好きなんだな」

「そうだねー。全員『俺が勇者だ！』って感じの奴らばっかだもん。あいつら最大ダメージしか見てない感じだしー」

　自分の事は棚に上げてクラスメイトをバカにするコノカ。しかし攻撃専門の係がダメージを気にしなくてどうすると言うのか。

「フフ、さぁさぁ、先へ進みましょ」

　灯りのついた杖を手持ち花火のようにクルクル回しながら、ミミが洞窟の奥へと進んでいき、慌ててそれにリョーマたちがついていく。

　なんだかんだ言っても、母であるミミには敵わない。回復役の機嫌を損ねたら、パーティが全滅してしまうのだから。

「しかし、そろそろ最下層だな。気を引き締めないと」

　リョーマは残弾を確認する。

　ここは少々難易度の高いエリアなので、軽い狩りにはなりそうもない。

　ＬＬＯのサービスが開始されてから四年目に追加された第三の拡張コンテンツ、《蒼そう海かいのイストメンテ》では海中や海岸をモチーフにしたワールドがいくつか解放された。

　ここで言う「ワールド」とは世界そのもの。ワールド自体が国であり、星のようなもの。その中で大きなクエストが存在し、その中に存在する「エリア」を移動して冒険するのである。言ってみれば、ワールドごとにＲＰＧ一本分のシナリオが存在するのだ。

　ワールドによって雰囲気は異なり、和風のワールドやＳＦチックな世界があり、それらは自由に行き来できる。そのため装備の雰囲気がちぐはぐになる人も多い。

　ここはその中のダンジョンのひとつ、ワールド《サリビアン諸島》エリア28《五ご色しき野や獣じゆうの住処すみか》と呼ばれる場所。

　この奥で待ち受けているレアモンスターを狩りに来たのだ。一ヶ月に一度だけ出現するという、伝説のオオカミ。《暗牙のタロ》という名の強敵だ。

　この《暗牙のタロ》、実装されてからもう二年になる。今ではそれよりも強く、良いアイテムをドロップするモンスターが多数追加されており、そちらを狙うプレイヤーが増えた。いわば時代遅れのレアモンスターである。

　このモンスター、周囲に生肉を大量に置いた状態で出現させると、その肉を食ってパワーアップする特殊条件があるレアモンスターだった。しかしパワーアップした時に得られるレアアイテムが、現在では別のもっと簡単な方法で取れてしまうため、強化させずに狩る方法が主流になっている。

　それでも、おそらく今までのサワタリ家では狩れなかった。

　スキルを上げ、装備を揃えた今、果たして狩れるかどうか。それを確かめるためにこのダンジョンへと潜ったのだ。ついでにドロップするアイテムは、ゼンゴローが作る鎧の素材になる。

　ヒッキーが言っていた通り、最近流通がおかしく、レアアイテム、レア装備などの強力なアイテムが根こそぎ買われてしまっている。ひとりの仕業ではなく、大勢の人間が買いに走っている。

　だからレアアイテムは極力自分の力で手に入れなければならない。

　とはいえ時代遅れでもレアモンスターだ。先に誰か来ていなければいいが──

「あっ、誰かいる！」

　などと考えていた矢先に、これだ。

　コノカが指さしているのは、洞窟の終点。わざわざ「ここに何かいますよ」と言わんばかりの広いドーム状の空間になっている。たくさんプレイヤーがいても戦うのに困らないためだろう。

　その中央にいるはずの《暗牙のタロ》は、ちょうど断だん末まつ魔まのうめき声を上げて消滅するところだった。

　──先を越されたか。

　レアモンスターの取り合いは世の常だ。

　これもある種の対人戦。どちらが早く敵を見つけて狩るか。そういう世界なのだ。

　ただ、唯一許せない点があるとするなら──

「おやおやこれはこれは、誰かと思ったらサワタリさんじゃありませんか」

　消えゆくオオカミの足下に立っていたのは、何を隠そうイヌガミ家の四人。

「くっ……あんたらかよ……！」

「ちょっと遅かったですなぁ。スキルの低いサワタリさんには厳しいダンジョンでしたかな？　ま、我々にとってはハイキングのようなものでしたがね」

　嘲ちよう笑しようするカーネギー。

「ちょっとあなた。やめなさい」

　そんな彼を咎とがめるエリザ。

「敗者にも敬意を払うのが礼儀でしょう。サワタリさんはがんばったわ」

「むぅっ……！」

　諫いさめてはいるものの、明らかにこちらを見下した発言に、ミミがカチンとくる。

「ともあれ、こればかりは早い者勝ちですからな。この《闇の猛もう牙が》はウチが有効活用させていただきますよ。恨うらみっこなしです」

「……仕方ないですね……！」

　今にも斧を構えそうな勢いで、ゼンゴローが頷く。

「ですがイヌガミさん。次のＰｖＰトーナメントまでには我々が勝ちます。せいぜいそれまで優越感に浸っているといい」

「ほう？　次というと、エリア99の？」

　カーネギーが得心したように頷く。

「あのＰｖＰトーナメントでしたら、公式戦なのでルールもしっかりしている。喜んでお受けしましょう。ま、付け焼き刃で勝てるとは思えませんが」

「ほらお父さん、いつまでも煽ってないで行こうよ」

　チルがカーネギーの袖を引っ張る。

　彼女だけは邪気のない笑顔だが、それでもリョーマにだけは嘲笑の視線を送る。

「フフン、オタクのリョーマが追いつけるとは思えないけどね」

「うるさい。お前だけは倒す」

「楽しみにしてるよ。それじゃね～！」

　カーネギーを引っ張りつつ、手を振りながら洞窟を出るチル。出入り口はひとつだけなので、サワタリ家とすれ違う。

「…………」

　最後に最年少のブラックがこちらに向かって一礼すると、イヌガミ家は暗闇の中へ消えていった。

「くそぉっ、またしても！」

　近くの壁を叩くゼンゴロー。

「仕方ないよ、お父さん。こればっかりは」

　コノカが慰なぐさめるが、リョーマも怒りが沸々とわいてくるのを感じる。

「まだ素材を一個取られただけだ。別の装備で代替もできる。とにかく俺たちは、あの一家に勝つための準備を続けよう」

「ああ、そうだな」

　リョーマに肩を叩かれ、ゼンゴローも立ち直る。

「まだまだ僕たちは成長途中だからな。いつか勝てるようになるさ」

「ああ、いつか必ず勝つぞ」

　決意を新たに、サワタリ家は洞窟の最深部を後にする。

　モンスターすら残されていない、何もない空間だけが残った。







「しかし次のＰｖＰトーナメントとはな！　まさか二ヶ月で勝負を挑むとは！」

「だからお父さんは煽りすぎだっての！」

「本当にこの人はマナーが悪いんだから……！」

「む、むぅ、すまん……つい対人戦と聞いて楽しくなってしまって」

「あのねお父さん。煽るのは対人戦の礼儀でもなんでもないんだからね？　相手を怒らせるのは試合中だけにしなさい！」

　ダンジョンから出たイヌガミ家は、まだ笑っているカーネギーをチルとエリザが叱っているところだった。女性二人に責められ、さすがのカーネギーも小さくなる。

　それでも手に入れた《闇の猛牙》だけは誇らしげに掲げて眺めるのをやめない。

　対人戦以外で久々にゲットしたレアアイテムだ。

　たまにはこういう宝探しも悪くない。

「さてさて、いくらで売れるかな？」

　事前に入手した情報だと、二百万エリンは下らないそうだ。大事に保管している《灼熱の尾羽》のおよそ倍近い値段。

　それに伴い、モンスターの強さも倍近かったが。

「…………」

「どうしたの、ブラック？」

　まだ洞窟の入り口を眺めているブラックを、チルが呼び止める。

「……このダンジョン」

　小さな声で、ブラックが呟いた。

「四人での平均攻略可能スキル、１０００以上なんだって」

「うん。それがどうしたの？」

　イヌガミ家の平均武器スキルは１１００。これは上級プレイヤーのちょっと上を行く数値だ。

　ダンジョンにはあらかじめ、こういう数字が示されている。うっかり入ると危険なので、要求に満たないプレイヤーが近づかないようにするためだ。

　もちろんこれは四人での攻略可能スキルだ。実装当初は、平均武器スキル６００程度のプレイヤーが数十人がかりで攻略した記録がある。

「……サワタリさん。さっきチラッとステータス見たら、みんな武器スキル８００くらいだった」

「え、噓？」

「本当かそれは？　スキルが２００も低かったら攻略なんて……」

　チルとカーネギーが青ざめる。

　あくまで武器スキルは指標だが、２００の差を埋めるのはほぼ不可能に近い。武器スキルの差は、攻撃力や回避率に影響するため、低ければ低いほど不利だ。

　それを埋める手段があるとするなら、

「プレイヤースキルと、装備の差かしらね」

　エリザが笑いながら答える。

「スキル２００を埋める装備、サワタリさんなら作れると思いますよ」

「そんな装備……まさか」

　ありえない話だ。

　対人戦のみを繰り返してきた家族にとっては。

「それに、あの人たち、いつかオレたちに勝つって言ってた。つまりもっと強い装備を作ってくるつもりなんだ」

「どうやって……？」

　そこまで行くと、レアモンスターがドロップする装備より強い性能になる。

　このゲームでは製作スキルによって装備の強さが決まる。スキルに限界のない仕様上、最強の装備を作る事は可能だ。

　だけどそこまでの域に到達するためには、途方もない時間と技術が必要になる。

「サワタリ家……侮あなどってはいけないようだな」

　カーネギーの顔から嘲笑が消えた。

　イヌガミ家の四人は、まだ彼らが彷徨さまよっているであろう洞窟を眺めながら、気を引き締めるのだった。













『へい日本の兄弟たち！　今週もやってきたぜ、ニポンダイスキの一時間ゲンキイパイの時間だ！　いつも聞いてくれてありがとう！　今週のチャンネル登録数は……ワァオ、五万とんで四十一人だ。とうとうリスナー五万人超えたぜ、本当にありがとう！』

　庭で作業をしているリョーマの耳に入ってくるのは、よく通る男の声。いくらでも登録できるチャンネルの中でも、特に若者の間で人気があるひとつだ。毎週この時間になると必ずセットしている。

　単調作業になりがちな製作において、こういったヒマ潰しのチャンネルを見つけるのは第二の趣味である。隠れた名チャンネルは製作プレイヤーたちの間で広まる事が多い。

『だが最近は、なんだ、ＮエヌＰピーＣシーが消えちまうバグか。あれのせいでイライラしている兄弟が多いな。まぁ俺も実際それで迷惑被ったんだけどな。俺が住んでるシアトルの友人たちも「ＭＵＳＥミユーズ社を訴える」だの抜かしてやがるが、ちょっと待て。日本の兄弟たちもちょっと待て。ここでＭＵＳＥ社が潰れちまったら、俺の義ぎ手しゆのメンテナンスは誰がやるんだって話だ』

　ちなみに海外プレイヤーであるニポンダイスキのチャンネルは、英語放送だ。それをサーバーが拾って自動的に翻ほん訳やくしているのだそうだ。義手の技術も凄いが、リアルタイム翻訳の精密さもＭＵＳＥ社の特筆すべき技術だ。

『兄弟よ、運営会社への怒りはＭエムＭエムＯオーの常だ。それを和らげるのはプレイヤーの魂たましいだ。まずは俺のハープを聴いてくれ。話はそれからだ。そんじゃ今日は日本のアニメソングのアレンジで──』

　チャンネルから流れる美しい旋律を聴きながら、リョーマは手を動かす。本当に義手でやっているのか疑うほど、その音色は正確で上手だ。素人が聴いても分かるほどに。

　サワタリ家がイヌガミ家を倒すための準備を始めて、ちょうど二週間が過ぎた。

　約半月というこの期間、ＭＭＯプレイヤーからすると非常に有意義な行動ができる。大抵のゲームだと、初心者が中級者になるくらいの時間だ。そして上級者から見れば、ある行動をするための準備を整えるのに充分な時間である。

　だが、リョーマの準備は終わらなかった。

　なにしろイヌガミ家はＰピーｖブイＰピートーナメントで優勝するほどの実力。サワタリ家が成長しているように、イヌガミ家も同じだけ成長しているのだ。

　それでも少しでもイヌガミ家に近づくため、リョーマは自らを鍛え続ける。

　やがてチャンネルから流れる曲が終わる頃になると、別の場所から音がした。

「やっほーリョーマ！　また今日も製作？」

「だから、なんでいちいち覗のぞくんだよ！」

　庭で薬品を調合しているリョーマが怒鳴るのも、いい加減恒例行事になっていた。なにしろチルがいるのは柵を隔てた向こう側。見るなと言われる方が困る。

　敵だがお隣さん、という関係は本当に難しいものだ。隠し事ができない。

「見られるのが嫌なら、家の中でやればいいのに」

「……家の中は、家族が嫌がるんだよ。薬品の匂いが染みつくかもしれないって」

「タバコみたいなものなのかな」

　だったら家ではない別の場所でやるという選択肢もあるが、あまり選択したくない。

　戦闘の一切起こらない《レストエリア》という場所が存在する。家だけではなく、街や市場、中には特殊なフィールドで守られたエリアもある。

　そこでの製作行動はスキル上昇にボーナスがつくのだ。

　加えて、自宅の倉庫には薬品を作るための触しよく媒ばいが大量に眠っている。いちいち外で製作していては、自宅と往復するハメになってしまうのだ。

「今日も接着剤？」

「いや、今日は普通に毒を作ってる」

「毒を作るのがフツーなんだ……」

　ＬエルＬエルＯオーの毒はアイテムとして使わなければ、誰にも危害を加えない優秀な薬品だ。取り扱いに気をつけなくてもいいし、資格すら必要ない。ただ薬やく剤ざい師しとして薬品と薬品を混ぜ合わせるだけで竜すら殺せる猛毒が完成する。

「その毒、どうするの？」

「お前らに撃ち込むんだよ」

　全て正直に答える。

　騙だまし討うちをするつもりはない。正々堂々がサワタリ家の流儀だ。

「俺は銃使いだからな。【メディシンバレット】のデバフを強化するために、より強い毒を作って弾丸にするんだ」

　銃使いは弾丸によって強さが変わる。同じ毒でも、強力なスキルを持った薬剤師が作った猛毒を込めれば、毒のスリップダメージも変わるのだ。もちろん毒だけでなく、麻ま痺ひ、睡眠、攻撃力ダウンなどのデバフステータスも薬に比例する。

　大抵の武器における技はスキルによってダメージや効果が増減するのだが、銃使いはそれに加えて弾丸の補正もあるため、ただスキルを上げただけでは強くなれない、扱いづらい武器と言われている。

「ふーん。銃使いと薬剤師って相性いいんだね」

「ああ。むしろ俺はこれで薬学に興味を持ったからな。将来は薬科大学に進むつもりだ。そのための勉強もしてるんだぜ」

「ゲームで将来を決めるって、なんかすごいね」

「そんなもんだろ、進路って」

　何がきっかけで意識が変わるか分からないものだ。

「そういうチルはどうなんだ？　お前も高校生だろ？　進路とか決めてんの？」

「え、私？」

　言われて、チルは自分を指さす。

「あはははは、なーんも考えてないや」

「ったく……」

　本当に大丈夫なのか、敵ながら心配になってくる。

「だからさ、今度勉強教えてよ」

「決着がついたらな」

　我ながら、ゆるい敵対関係だと思っている。

　しかしライバル宣言したとはいえ、イヌガミ家の人間性が劣っているとも思えない。むしろ戦闘における連携の妙は、尊敬にすら値する。

　家族同士で信頼している証拠だ。

　父や母もそのあたりはリョーマと同意見だと思っている。ただ汚い手を使うだけではＰｖＰトーナメントで優勝などできないだろう。

　認めざるを得ない。イヌガミ家は優秀なプレイヤーの集まりだ。

　だからこそ、燃えてきた。

　強い装備を作るのは、売るためだけではない。

　自分たちが作った装備で、イヌガミ家にどこまで通じるか試してみたくなったのだ。

　今まで製作の腕を鍛えてきたのは、この時のためではないかと思うほど滾たぎっている。

「よし、できた」

　そうしてリョーマが製作したのは、一発の毒弾。

「試し撃ちしてみよう」

　メニューから装備変更の欄を呼び出し、戦闘用装備に一瞬で着替える。

　白衣に似た白いコートと、弾丸を入れるポーチ。それに動きやすい革かわのズボンに、山道でも走りやすい靴。そして額ひたいにかけたゴーグル。

「どうだ？」

　柵の向こうのライバルに見せてみる。

「すご……これ、本当に作ったの？」

　口元を押さえるチルを見て、両親の製作技術の評価を知る。

　これら全てゼンゴローとミミが作ってくれたのだ。

「なにこれ、胴装備だけで回避補正＋88、命中補正＋90、走行補正＋45、視力補正＋７、追加ダメージ＋10、状態異常補正＋30、クリティカル＋20……装備パラメータの欄がすっごく長いよこれ。本当に手作りなの？　レア度９の装備と同じくらいだよ？」

「職人が本気を出したら、もっと強い装備が作れるぜ。それなりの素材が必要だけどな」

　このゲームの装備は、ただパラメータを強化するだけではない。スキルによる攻撃や防御、回避の補正もする。

　スキルとは戦闘力や製作力の総合的な強さを指す。

　装備はどちらかといえば、プレイヤーの補正をしてくれる。

　リアルタイムで行われる戦闘なので、プレイヤーには鋭い反射神経が求められるが、人間、どうしても個人差はある。その反射神経のサポートをするのが、装備なのである。

　簡単に説明するなら、強い装備を身につければ超人的な動きに近づけるわけだ。

「で、この弾を込めて……と」

　リョーマはフリントロック式の銃に毒弾を込める。この《アルケミックガン》という名の銃だけは製作で手に入れたものではない。かつての恩人にもらったレアアイテムだ。追加効果は【メディシンバレット】の強化。まさにデバフを入れるために生まれた銃だ。

　その銃を構えたリョーマは、技を発動するための準備をする。

「いくぜ、【メディシンバレット】！」

　放たれた銃弾は、サワタリ家の庭に置いてあった人間サイズの人形に命中する。

　すると人形の頭から数字が吐き出された。これは今、どれだけのダメージを与えたのか教えてくれるのだ。

　人形が教えてくれたダメージは、４５００。

　プレイヤーの平均ＨヒツトＰポイントは１００００である。これが装備やスキルによって増減するのだが、一般的なアタッカーだと８０００から１２０００を前後する。

「うーん、低いね」

「そうだなぁ。あくまで毒のダメージだからなぁ。バフやデバフを乗せないと、こんなもんだろう」

　それでも最大ＨＰの半分近くを削れているのだが、毒のダメージは一気に与えられるものではない。ジワジワと体力を削り、時間をかけて４５００ダメージを出す。その間に回復されたら終わりだ。

「銃使いって、地味だよねー」

「うるさいな、好きでやってるんだからいいだろ」

「好きでやってるんなら、しょーがないよね」

　ＭＭＯにおける職業差は、いつでも生じる。強い職業、弱い職業、便利な職業、局地的な場面でしか役に立たない職業、いくらでもある。

　このＬＬＯの場合、そこまで大きな差はないものの、人気不人気の武器種はある。銃使いは下から数えた方が早いが、それでもリョーマは好きでやっている。

　他人に迷惑をかけない限り、自分の好きなプレイスタイルを貫くのが、ゲームを一番楽しめるコツだ。

「あとさ、装備もいいけどリョーマ自身も強くならなきゃダメだよ。さっきの装そう塡てん、遅すぎたもん。ＰｖＰに参加する銃使いって、みんなパパッと弾込めてたよ」

「う……それは練習中だ」

　いくら装備を鍛えても、これだけはどうにもならない。装塡が早ければ、それだけ手数が増える。攻撃回数が増えればダメージも上がる。当たり前の事だと分かっているのだが。

　これは装備やスキルの補正がない、完全にプレイヤースキルに依存する。これが銃使いの人気がない理由のひとつでもある。似たような武器に機械槍があるが、これは定期的に排気が必要なだけで、弾の種類を選んだりする事はないので楽だ。

　目下の所、リョーマに必要なのは中の人のスキルかもしれない。

　が、それも訓練次第だ。

「おーいリョーマ！」

　今日は残業で遅くなると連絡していた父がログインしてきた。家から外に出てきた父は、チルを見ると小さく微笑ほほえむ。

「あ、どうもおじさま」

「やぁチルちゃん。あのいけすかないオールバックエルフは元気かな？」

「あ、お父さんの事ですか……今は弓のスキル上げに行ってます」

「そうかそうか。いやぁ、チルちゃんはこんなにいい子なのに、どうしてあのオッサンはあんなに歪ゆがんでいるのか……」

　大げさにため息をつくゼンゴロー。

「俺に言わせれば、何も考えてないバーサーカーのチルより、まだカーネギーさんの方がいいなぁ。あの人の狙いの速さと正確さは、同じ遠隔攻撃の俺から見ても勉強になる」

「なによそれ！　誰がバーサーカーだってぇ!?」

　鼻息を荒くして迫ってくるチルから逃げる準備をするリョーマ。怒るとすぐに手が出るのもバーサーカーの証拠だ。

「こらリョーマ。失礼じゃないか。チルちゃんに謝りなさい」

　ゼンゴローが窘たしなめるが、

「親父だって人様の娘さんの前で父親を貶けなすなよ！　陰口とか、もっと失礼だろうが！」

「ふん。僕は本人の前だろうが同じ事を言い続けるさ。あの男、よりにもよって焼き鳥は塩だなんて言うんだ。僕はタレ以外は認めない」

「小さいなぁ親父！」

　しかし自分の父親がここまでムキになって人に対抗する様は初めて見た。なんだか意外な一面が見られた気がする。

　そういう変化をもたらしたのも、またイヌガミ家のおかげと言えるのか。

「だが、チルちゃんには悪いが、我々はついに攻略の糸口を摑つかんだぞ」

「ん、何かあったのか？」

「スキルや装備じゃ補えない、実戦の経験を教えてくれるインストラクターを雇う事に成功したんだよ」

　ゼンゴローがそう言った矢先、

「……ここか」












　重苦しい声と共に、ひとりの男が入ってきた。

　人間族ながらゼンゴローと同じくらい体格が良い。そして二メートルはあろうかという身長と同じくらいの長さの両手剣を背負っている。組んだ腕も筋肉質で、まさにパワーファイターという外見。実際にそうなのかは分からないが。

　全身をマントで覆っており、装備の詳細は分からない。ただチラリと見えた感じ、革レザー鎧アーマーの類いを身につけている。まるで傭よう兵へいのような出で立ちだ。

「あ、その人知ってる！」

　意外な事に、チルが男を指さした。

「《ノーバン》のワールド、《サリラン領》のＰｖＰトーナメントで優勝してたでしょ！　掲示板に名前が載ってたから覚えてる！」

「いかにも……俺は主に《サリラン》でＰｖＰをやっているマイクロウという者だ」

　腕を組んだまま、渋い声で挨拶をするマイクロウ。

「君がリョーマくんか。君たち一家を鍛えるように言われている」

「え、ええ。よろしくお願いします」

「ああ。俺に任せておけ」

　身体の芯から痺しびれるようなバリトンが上から降ってくる。

　しかしそこまで強い男が、なぜサワタリ家に戦いを教えてくれるのか──

「いやぁ、よろしく頼むよマイクロウくん！」

　ゼンゴローが馴れ馴れしくマイクロウの肩を叩く。

「……あの課長。本当に営業中にサボッてオフ会に行った事、黙っててくださいよ」

「大丈夫、任しておきなさいって！」

　なにやら大人同士の汚い密約があった事は、あえて尋たずねなかった。




　　　＊




　何度やめろと言っても、チルがサワタリ家を覗くのは続いた。

　いや、それどころではない。最近では堂々と家に上がりこんでくる始末。

　これが不法侵入ならＧゲームＭマスターに通報できるのだが、あいにくそうではなかった。

「あら～、よく似合うわよチルちゃん」

「えへへ、ありがとうございますー」

　チルが身につけているのは、いつものビキニアーマーではなく、春物のシャツとズボン。薄手のカーディガンを羽織り、そのどれもが白か薄い緑で構成されている。そのせいか前よりもさっぱりした印象をうける。

「ウフフ、気に入ったら持っていっていいからね」

「本当ですか、ミミさん！」

　リョーマの母、ミミに抱きついて喜びを表すチル。

　その様子を、リョーマは茶の間の隅っこでじっと見ていた。

　ミミは裁さい縫ほうの製作スキルを専門に上げている。硬い鎧よろいや剣は作れないが、布製の防具ならお手の物だ。

　しかもただ強いだけではなく、自分で外見もデザインしている。そのため同じ性能の防具が並んでいたとしても、ミミが作った防具はよく売れるのだ。一部ではブランド扱いされていると聞く。

「素材はあるからね。こういうので良かったら、いくらでも作るわよ」

「ありがとうございます！　私、今まで鎧しか着なかったから、こういうオシャレ装備とか着た事なくって」

　クルクル回って自分の動きを確かめている。

　このゲームの装備は、反射神経の補正をする効果がある。そのため強い装備から弱い装備に着替えると、感覚的に動きが遅くなるのだ。

「ただオシャレなだけじゃないのよ。この服は移動速度に特化してるから、戦闘のない街を歩くのにちょうどいいの」

「あ、だから歩きやすかったんだ！」

　チルは足を踏み鳴らして確かめる。

　このように外見と性能を同時に満たすような服を自在に作れるのが、サワタリ家の母の強みだ。リアルでは作れないような服も、ゲームの中なら自由自在というわけだ。

「ミミさんすごいです！」

「あら、そしたらこっちの装備も着てみる？」

　そう言ってミミが新しい装備をチルに手渡す。

「まだあるんですか!?　やった！」

　嬉しそうにチルが装備変更を選択する──

　かと思ったら、いきなり全ての装備が取れた。

「な……！」

　白いブラとパンツ一枚になったチルが目の前に出現。

　同い年にしては豊満すぎる胸と、張りのある白い足がさらけ出される。それに気づいたチルの顔が真っ赤に染まる。

　一瞬、思考が真っ白になったリョーマ。

　──いや待て、チルの胸なんて普段から見慣れてるだろう。ブラに近い鎧を着ているんだぞ。こんなのどうってことない。

　まるでお経を唱えるかのように平常心を保とうとするが、心拍数が上がるのを感じる。

「なんで拝おがんでるのよっ！」

　そんな考えがうっかり行動に出てしまったらしい、チルの蹴りが飛んできた。家の中での攻撃行為は禁じられており、ダメージはないのだが、なぜかリョーマは必死にその蹴りを避けつつ茶の間から出ていった。

「わ、悪い！　いや、違う、俺は悪くない！　なんで脱いでるんだよ！」

「間違えて全装備解除の選択しちゃったの！」

　モンスターの攻撃の中には、こちらの鎧を破壊したり、鎧そのものに毒を仕込んだりするものがある。その対策のために簡単な操作で装備を解除できるコマンドがあるのだ。

「いいから、さっさと着ろ！」

　脱ぐのも簡単なら、着るのも簡単だ。チルは手早く操作をして、ミミが渡してくれた服に着替える。

　グラフィックの向上は、時としてこういう弊へい害がいも生むのだと実感したリョーマだった。本当に質感がリアルと変わらないので、覗きが本当に犯罪になるくらいだ。

「まったく油断もスキもあったもんじゃないよ！」

「こっちのセリフだ！」

　怒鳴り合うチルとリョーマを見ながら、ミミが微笑んでいる。

「やー、それにしても、ミミさんの腕ってすごいですね！」

　新しい服──今度は学生服のような衣装を着たチルが微笑む。

「ウフフ、製作メインのプレイヤーも侮れないでしょう？」

「初めて製作の人を見直したかもしれません」

「あなたたちを倒すためですからね」

　笑顔で宣戦布告するミミ。

「できればチルちゃんみたいにいい子は倒したくないんだけれど」

　どこがいい子だ、とリョーマは心の中で毒づく。

「でも、あの女がいるからね……！」

「あの女って、お母さん？」

「ええそうよ。まったく、あんな女、すぐにでも倒してしまいたいわ……！」

「ちょっと待て母さん。エリザさんと何があったんだ？」

　いつの間にミミも変わってしまったのか。その憎悪の理由はどこから来ているのか。

　普段は優しい母が、そこまで嫌悪する理由は何なのか。

　しばらく黙っていると、ミミはぽつりと口を開いた。

「……あの女、よりにもよって飛ひ影えい派なのよ」

「……ヒエイ？」

「私は昔からずっと蔵くら馬ま派なの！」

　何の単語なのか、一瞬考えてしまった。

「なんの話ですか？」

　首をかしげるチルに、

「今度、貸してやるよ。ブックアドオンでマンガ読めるだろ」

　肩を落としながらリョーマは答えた。
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　お隣さんに対する様々な理解と確かく執しつを得ながら、リョーマの修行は続く。

　マイクロウとの修行は厳しいだけではなく、様々な状況での戦いを想定したもので、対人戦に興味がなかったリョーマは様々なエリアで戦わされ、今まで見た事のないゲーム体験をさせてもらった。非常に有意義で楽しい修行である。

「あのっ、師匠！」

「なんだリョーマ！」

「今、どこにいますか!?」

「ここだ、ここ！」

　声のした方を見ると、わずかに手が上がっているのが分かる。

　が、リョーマとマイクロウの間のわずか二十メートルほどの距離は、大量の人間に埋め尽くされていた。

　赤と青の装備を着た集団が入り乱れて、斬り合ったり撃ち合ったり唱え合ったり。

　多数のキャラ同士がぶつかるここは、まさしく戦場。それも近代的な戦争ではなく、サムライ同士が戦うような合かつ戦せんだ。肉弾戦がメインのＬＬＯでは、集団戦でもセオリーが変わる事はない。

　リョーマは必死に銃を撃ちながら、マイクロウとの間を隔てるもの、つまり敵軍のプレイヤーをかき分けていく。

「ハッハッハッハ！　楽しいなぁ！」

　マイクロウは自慢の大剣を振り回しながら、赤い鎧のプレイヤーを次々に薙なぎ倒たおしていった。ＨＰをゼロにされたプレイヤーは戦闘不能になり、すぐに自軍の陣地へ戻っていく。そこからまた戦場に戻っていく。

　ここ《ゼララーナの合戦場》は、エリア全体がＰｖＰ仕様になっている。入る前にも警告を受けるのだが、一歩足を踏み入れたら血で血を洗う戦闘になる。

　入場制限は八百人。

　つまりこのエリアでは四百人と四百人のチームに分かれてバトルをする。トーナメントで戦うようなルールなどは存在せず、とにかく目の前のプレイヤーの集団と戦い、陣地を得るのが目的のエリアだ。

　対人戦の訓練ということで、リョーマとマイクロウはそこを訪れたのだが、期待しているほど怖い戦いではなかった。

　敵が四百人と聞けば萎い縮しゆくしてしまうのだが、味方も四百人いると考えれば非常に頼もしいものだ。むしろひとりひとりの責任が小さい分、気楽に対人戦を楽しめる。実際に死ぬわけでもないので、敵に対する恨うらみも少ない。

「リョーマ！　こっちに来い！」

　マイクロウの声がするので、そちらに走る。『こっちに来い』という指示は、今の戦闘を中断してでも行けという事だ。すぐにリョーマは敵に背を向けて走り出す。戦場の喧けん噪そうからわずかに離れた岩場まで辿たどり着つくと、ようやくリョーマは息を吐いた。

「今日はなかなか楽しい戦いだな。実力が拮抗してて、一方的な決着にならない」

「どっちが優勢とか、見てるヒマないですよ……」

「今、そのヒマを作ってやっただろ。ほれ、見てみろ」

　銃に弾を込めつつ、リョーマは遠巻きに戦いを観る。マイクロウが呼んだのは、このためなのだろう。

　リョーマたちは青い鎧を着ている。これは青の軍勢に参加している証あかしだ。これはエリアに入場した時に、自動的に染色される。戦いが終わると元の色に戻る仕組みだ。これのおかげで、敵か味方かすぐに分かるのだ。

「あーと、ほら、あの青いの。弓使い」

　マイクロウの指の先、青の軍勢の最前線から一歩下がった場所にいる弓使い。彼は絶え間なく矢を放ちながら、大声で何かを叫んでいる。

「西の防御が薄くなっている！　だが気にするな！　西は無視して、このまま東へ攻めて拠点を一つ取り返せ！　そうすれば敵はその拠点に殺到するだろう！　その瞬間に中央と西を一気にふたつ取るぞ！」

　弓使いは目の前の戦いだけでなく、この先に起きる事も予測して指示をしている。それも攻めろとか守れとか、そういう単純な言葉だけだ。

　彼の言葉に従った青の軍勢が、一気に東へなだれ込む。そうして拠点をひとつ取ったというアナウンスが流れると、すぐに元の場所に戻ってきた。やがて赤の軍勢が先ほどの拠点に殺到し──本当に弓使いの言ったとおり、残った中央と西の拠点を取れてしまった。

「うわ、凄い、あんな簡単な指示で……」

「簡単な指示だから、従いやすいんだろうな。あの弓使いはいわゆる『軍師様』じゃない、本当の『軍師』なんだろう」

　マイクロウが言う「軍師様」とは、ネットゲームでよく使われるスラングだ。指揮する能力もないのに勝手に他人に指示を出して嫌われるプレイヤーを指す。リョーマが大規模対人戦に参加しないのは、そういう輩が面倒くさいという理由もあった。

　しかしあの弓使いは本物だ。自身が強いだけでなく、周りへの指示も的確だ。

　対人戦において、そういう能力も必要とされるのか。

「ま、お前らが目指してるトーナメントは、戦闘中に指示なんてほとんどできないけどな。だいたいあっという間に決着がついちまう」

「でも、戦闘の流れを読むのはトーナメントでも対モンスター戦でも重要ですよね」

「おっ、分かってきたじゃないか」

　マイクロウがリョーマの頭を軽く撫なでる。

「しかし、あの弓使い、何者だ……？　かなりの使い手だな」

　アゴを撫でながら呟つぶやくマイクロウの疑問に、リョーマは簡単に答える事ができる。

　その弓使いは戦闘が一段落すると、敵がいないか確認するために周囲を見回す。そしてこちらを見た時、リョーマと目が合った。

「おっ、リョーマくん！　こんなところで会うとは奇遇だね！」

「アハハ……どうも」

　長髪のエルフ、カーネギーは矢を握った手を大きく振った。

　あんなに強い弓使いを、リョーマは他に知らない。

　対人戦マニアのお隣さんの家長ともなれば、指揮能力が一流でも驚きはしない。
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　マイクロウとの修行は楽しかったが、時間を消費するのが難点だった。

　リョーマがログインするのは、学校から帰宅して食事と風呂を済ませ、明日の予習と宿題を終わらせた頃──だいたい九時前後になる。

　その後、二時間ほどみっちりとマイクロウと修行すると、もう十一時。

　高校生だから夜更かしは得意だが、それでも時間が足りないと感じる。

　製作に使う時間も減るし、マーケットに出品される素材の価格や数量も変わる。ゴールデンタイムにログインする人が多いため、この時間帯は物流が激しいのだ。

　ただ、意外な変化もある。

　行動の時間がズレるため、いつもすれ違う人も変わってくる。

　素材を調達するために《アルケニアの街》を訪れた際、リョーマが見た人物もそのひとりだった。

「あれ、お前もしかして猿さ渡わたりか？」

　必要な素材を買ってから街を出て、エリア移動しようとした時だった。

　街の周囲を守る城壁の外に、見知ったプレイヤーがいた。

　眼鏡をかけた若い人間族。黒いコートを身に纏まとい、全身を隠している。武器は格闘武器の派生である鉤かぎ爪づめ。名前の欄には「ルシフェリア」と書かれてある。

「あれっ、『ルシフェリア』って、木き村むらか？」

「おう。こんな所で会うとはな」

　リョーマのクラスメイトだ。

　学校ではあまり接点がない。かといって仲が悪いわけではない。クラスのプレイヤーの連絡網代わりに使われるギルドの名簿に名前があったから覚えていたのだ。

　特筆すべきは、彼の名前。

　犯罪行為のペナルティを示す、赤いフォントが使われている。

　これは街やマーケットなど、一部のサービスが受けられないペナルティだ。だから彼は城壁の外にいたのである。

「お前、赤ネームになってるぞ。何やったんだよ」

「いや、別にデカい犯罪はやってねーよ。アイテムの事でちょっとケンカになって、うっかりＰプレイヤーＫキルしちまったんだ」

　相手プレイヤーのＨＰを一定量減らすと、警告マークが出る。この状態が出てから一定時間戦闘行為を行わなければ警告は解除されるが、それでも戦闘を続けた場合、相手の状態によらずＰＫとみなされる。

　もちろんその時間内に、あるいは一撃でＨＰをゼロにした場合は一発アウトだ。ルシフェリアの場合は、うっかり殺してしまったのだろう。

「ありゃりゃ、そりゃご愁傷様」

　ペナルティにも度合いがあり、罪の重さで量刑が変わる。

　ＧＭはあらゆる行動をチェックしているので、ルシフェリアのケンカも見ていただろう。この程度なら、三日もあれば赤ネームが消えるはずだ。だからリョーマもこのくらいの軽口が叩ける。

「で、なんで街にいるんだ？　赤ネームだと入れないだろ」

「ああ、それなんだけど」

　説明するより早いと思ったのか、ルシフェリアが自前の鉤爪でリョーマの背後を指した。振り返ると、こちらに向かって走ってくる人影が。

「あれ、リョーマじゃん」

　ヒッキーだった。

「おーヒッキー！　悪いなわざわざ！」

「へへ、その代わりお金はしっかりいただくよー」

　小柄な身体を反らして不敵に笑うヒッキー。

　ルシフェリアとなにやら物と金をトレードしているようだ。

「ああ、そうか。赤ネームだと街に入れないから、誰かに頼んで必要なものを買ってきてもらうのか」

「そーゆーこった。ヒッキーがいて助かったぜ」

「なんのなんの」

　トレードを完了したルシフェリアは、満足げに頷うなずく。

「ただでさえモノが手に入らないのに加えて、あのバグだろ？　もう本当にまいっちゃってさ。早く赤ネーム解除されないかなぁ」

「それは赤ネームになるような真似するアンタが悪い」

　ぴしゃりとヒッキーに言われ、ルシフェリアは肩をすくめる。

　そう、あのＮＰＣが消失するバグはいまだに直っていない。

　それどころか消えるＮＰＣが増殖しているのだ。

　プレイヤー同士の意見を交わす掲示板では、「ＮＰＣが別のワールドにいた」という発見報告も出ている。つまりこれは消失事件ではなく、場所が変わってしまうバグではないかと噂うわさされているが、原因も直る見込みも不明。

　リョーマも店で売っている商品が買えずに苦労しているが、その分、製作したものはマーケットで高値で売れるので、悪い事だけではないと思っていた。

「じゃあ、ありがとな！　またよろしく頼むぜ！」

　そう言うと、ルシフェリアはエリア境界に向かって走っていく。

　エリアの果てを示す青いラインに触れると、ルシフェリアの姿がフッと消えた。隣接エリアに移動したのだろう。

「ヒッキーが身近にいない赤ネームは大変だろうなぁ」

「んー、そうだね」

　ルシフェリアが消えた方向を眺めつつ、リョーマは呟いた。

　たまたまクラスメイトに助けてもらえるケースならいいが、中には誰からも助けてもらえない赤ネームもいるだろう。

「まー、犯罪者だからね。助けてもらえないのがデフォルトでしょー」

「そうなんだけどさ」

「あと、そういう人たちの互ご助じよ会かいもあるよ。マジで犯罪者ギルドみたいなの」

「赤ネーム同士で助け合うのか。確かに効率的ではあるけどさ」

「そこから山賊みたいなＰＫ集団に発展していくんだろうねぇ」

　さすがにリョーマも赤ネームの事情には詳しくない。

　対人戦の末路とも呼ばれている、ＰＫ。

　ルシフェリアのように、口論の末にうっかりやってしまうケースもあるが、そのほとんどは意図的に行われる犯罪行為だ。

　中にはプレイヤーを殺す事に喜びを覚える犯罪者集団もある。そういう奴らは徒党を組んで、より多くの力でプレイヤーを殺す。まるで掃き溜めのような集団だ。数の暴力というものを肌で知っている連中なので、並大抵のプレイヤーでは歯が立たないと言われている。

「ま、それはそれとして、リョーマにお願いがあるんだけど」

　急にしなを作ってリョーマに迫るヒッキー。

「なんだよ」

「作って欲しいものがあるんだよ。リョーマ、薬作るの得意だったよね」

「ああ、なんでも作るぞ。バグも直ってないしな」

　この間、装備の素材を提供してもらった礼もある。

「本当に！　ありがとー！」

「こら、抱きつくな」

　細腕をリョーマの背中に回すヒッキーから逃れようとするが、なかなか離れない。

「あのね、まず《力の霊れい薬やく》と、《技の霊薬》と、《簡易毒薬》と、《遅ち延えん毒薬》と、それから《ヒーリングポーション》、あ、今言ったの全部百個ずつね、それから──」

「待て、どんだけ作らせるつもりだ！」

　今度は本気でヒッキーをひっぺがそうとするが、スッポンのように食らい付いた彼女はいくらやっても剝はがれる事はなかった。







　が、作業場に到着した途端、リョーマは別人へと変へん貌ぼうする。

「おい、これ本当にいいのか!?　全部製作しちゃっていいのか!?」

「いいよー。好きなだけやってちょーだいな」

　棚に並べられた数々の薬品。

　体育館ほどのスペースには、まるで何かの大会が行われているかのように長い机がいくつも並べられ、そこで多くの製作プレイヤーがアイテムを作っていた。

　リョーマの机には、およそ千個ほどの薬品が。

「いいのかよ、こんな高級素材使っちゃって……」

「おう、ガンガンやってくれい」

　答えたのはヒッキーではなく、年老いた男。

「あ、親おや方かた！　どうも！」

「ハッハッハ！　リョーマは製作になると目の色が変わって面白いな！」

　ドワーフ族のその男は、裸の上に黒い製作エプロンをかけている。身長はリョーマの半分くらいだが、筋肉は倍はあるだろう。まさに製作に命をかけたドワーフと呼べる。

　彼は「三さぶ郎ろう太た」といい、この体育館ほどのスペースを取り仕切っている男だ。

　ここは「ミツバ商工会」という製作専門のギルドの作業場で、家具や壁紙が発する魔力によって製作スキル上昇率が上がる効果がある。《アルケニアの街》でもっとも大きな製作ギルドで、サワタリ家は全員ここに所属している。

　ギルドといっても厳しい掟はなく、製作好きなプレイヤーが寄り合って話をするだけの気楽な集団だ。

「ふふふふ、《ヒーリングポーション》、《マナポーション》、あと五百個も製作できるのか……楽しいなぁ」

　トリップしそうな勢いで製作を続けるリョーマだが、別に彼に限った話ではない。隣のテーブルでは同じように一心不乱に骨細工のアクセサリを作っている女性がいるし、その後ろの壁際の竈かまどでは防具を作っているクマの獣じゆう人じん族がいる。

「って、あれっ、リョーマ！」

「親父!?」

　なんとさっきから防具を作っていたのはゼンゴローだった。

　どちらも目の前の製作に気を取られていたので、今まで気づかなかったのだ。

「親父もここで製作してたのか」

「ああ、頼まれものがあってな」

「親父も？」

　二人で三郎太を見ると、彼は肩をすくめてこう答えた。

「実はちょいと大口の依頼があってな。俺らだけじゃ足りないから、ギルド総動員して作ってもらってんだ」

「ボクも親方に頼まれて、腕のいい職人にかたっぱしから声かけてたんだ」

　ゼンゴローの言葉を引き継ぐヒッキー。

「それはいいんですけど、戦争でもあるんですか？　それともまたバージョンアップ？」

「いや、そういうわけじゃねぇんだ」

　頭を掻かく三郎太。

「最近、ちょっとしたレアアイテムの値段が高こう騰とうしてな」

「ああ、そうみたいですね。バグのせいで買い占められてるとか」

「レア度10とかの代物はさすがに手が出ないようで、いつもと値段が変わらないんだけどな、普通のプレイヤーでも狙える程度のレアアイテムが軒並み上がってる。一部の連中が強ごう奪だつしてるって話だ」

「強奪……ＰＫですか？」

「ああ」

　三郎太の答えに、リョーマは唾つばを飲み込む。

「例のバグのせいで軒並みマーケットの値段が上がってるのも原因だな。レアアイテムをゲットしたばかりのプレイヤーは、レアモンスターとの戦いで消耗してるだろ。そこを叩くのが奴らの手口だ。買うより奪った方が早いって寸法だ」

「きたねぇやり方だな……！」

　効率的だろうが、マナー違反も甚はなはだしい。

「しかもかなりの組織らしく、普通のプレイヤーじゃ確実にやられる。こないだ義ぎ勇ゆう兵へいを募つのって討伐に行ったが、二十人が殺された」

「殺された……戦闘不能じゃなくて」

　いわゆる「死」には二種類ある。

　ＨＰがゼロになる《戦闘不能》と、そこからさらに命を奪われる《死》だ。

　戦闘不能状態になると、一瞬で街へ戻るか、その場に留まって蘇そ生せいを待つかの選択ができる。普通はこのどちらかの手段で生き返れば、普通にプレイを続行できる。

　が、一部の魔法やアイテム、技の中に対象を問答無用で殺すスキルが存在する。

　うまく決めるのは非常に困難だが、決まりさえすればそのキャラは死ぬ。

「死んだら一週間はログインできなくなる。その間に奴らはまた新しい獲物を見つける。一週間もあれば、それなりの財産は稼げるだろ」

「意外と長いですからね、一週間って」

「そんなわけで、今度はもっと大規模な討伐隊を編成するって動きがある。そこで俺たちがサポートするってわけよ」

　ようやく得心がいった。

　戦争を起こす、というのもあながち間違いではないのかもしれない。

　それだけ大きな規模のＰＫ集団、できれば関わらずに暮らしたいものだ。

　というか、そもそもＮＰＣが消失するバグが直ればこんな事にはならないのだ。運営のＭＵＳＥ社は一体何をやっているのか。

「そういや親方、そのＰＫギルド、なんて名前なんですか？」

「ああ、それがまた単純でよ。通称が『ＰピーＫケー』って言うんだとさ」

「そりゃまた単純ですね」

　おそらく何かのイニシャルだとは思うが、この上なくわかりやすい。この周辺のプレイヤーには、『ＰＫ』と言えば通じてしまうのだろう。

「みなさん、新しい料理作ってみたよー」

　隣の部屋から、調理ギルドのメンバーがお盆に載せたクラッカーのような焼き菓子を持って歩いてきた。女性プレイヤーたちが多く、華やいだ雰囲気が作業場に満ちる。殺伐とした話をしていたリョーマたちも和んだ。

「はい、お兄ちゃん、お父さん！」

　調理製作者の中にはコノカもいた。

「おっ、ありがとうコノカ」

「どういたしまして！」

　コノカが作った焼き菓子を一口で食べる。かじった瞬間、製作スキル成功率が上がる感じがした。それもかなりの上昇率だ。

「これはいいな！　製作に向いてるお菓子だ」

「でしょー！　はい、ヒッキーさんも！」

「ありがとー！　相変わらずコノカちゃんは可愛いねぇ。今度またお姉さんとデートしようねー」

　クラッカーを受け取りつつ、コノカを抱きしめるヒッキー。

「こらこら、コノカはウチのアイドルなんだから、手出しは無用だよ」

　そんな彼女たちの後ろから、大柄な女性が現れる。高いハイヒールを履はいて、全身をヒョウ柄のタイツで覆っている妙齢の女性だ。

「あ、さそり姉さん。いつもお世話になってまーす」

　ヒッキーが軽い口調で調理ギルドのリーダーにも抱きつく。

「まったく、この子は……」

　苦笑しつつ、ヒッキーの頭を撫でるさそり。

「とはいえ、ボーヤ達。ＰＫの存在には女の子も怖がってるからね。ここらで一発、仕返しなんて二度と考えられないくらいボコボコにできる装備を頼んだよ」

「ウッス！」

　さそりの言葉に、三郎太を含む男たちは直立不動で答えた。

　こうして製作者たちの夜は更けていく。

　自由に製作ができる喜びのせいで、リョーマのアドレナリンは出っぱなしになり、結局その日は徹夜してしまった。
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　世の中には製作メインのプレイヤーもいれば、戦闘メインのプレイヤーもいる。

　が、中には製作も戦闘もしないプレイヤーもいる。

　例えば冒険メインの人。ＬＬＯの世界をくまなく冒険し、珍しいスポットを探してアイテムを収集したり、ただ風景を写真に収めたり。他にも歌や漫談で金を稼ぐプレイヤーもいる。

　そして極めつけは、その全てをこなそうとする人。

　時には戦い、時にはモノを作り、時には友人と触れあい、自由きままにＬＬＯというゲームの全てをしゃぶり尽くそうとするプレイヤー。

　実は大半のプレイヤーがこれにあたる。

　ひとつの行動だけで満足できるほど、このゲームは狭くない。限られたプレイ時間の中で、たくさんのコンテンツを楽しもうとする者こそ、真のゲーマーといえる。

　だから製作ばかりしているリョーマも、ある程度の戦闘スキルは持っている。

　戦いが嫌いなわけでもない。

　ただ製作の方が三度の飯よりも大好きなだけだ。

　そのしわ寄せが今になってやってきたようだ。

「行くぞっ、【メディシンバレット】！　からの──【ファントムバレット】！」

　デバフ効果の弾丸と、必中効果の弾丸を二連射する。

「うおおおおっ、【パーフェクトパリィ】！」

　が、二つの弾は相手が放った光の壁によって遮さえぎられてしまった。あれはたった一秒だけ、全ての攻撃を無効化するバリアーのような技だ。

「どうしたリョーマ！　まだ装塡が遅いぞ！」

　説教しつつ、敵──マイクロウの両手剣が風をきって横よこ薙なぎに振られる。バックステップでリョーマは回避するが、すでに背後は壁だ。

「くっ！」

「装塡は隠れて行え！　次の攻撃を予告しているようなものだ！」

　迫るマイクロウに対し、リョーマは銃を向ける。

　背後に逃げられない場合、どの技を使えば効果的なのか、一瞬で考える。

　相手の動きを止める技？　それとも防御バフ？　あるいは──

「遅い！　遅すぎるっ！」

　マイクロウの巨大な剣が、リョーマの頭から股間まで一刀両断。身体こそ真っ二つにはならなかったが、剣が直撃した事によってリョーマのＨＰは残り数ミリまで減ってしまった。

「くっ……！」

「だが、よくやった！」

　笑うマイクロウ。

「まさかここまで追い詰められるとはな」

　マイクロウのＨＰも、残りわずかだった。

　あと一分だけでもリョーマに策があれば、おそらくマイクロウも倒せたはずだ。

「明日には倒されてるかもしれないな」

　最後に、リョーマの額にデコピンするマイクロウ。

　数ミリ残っていたＨＰは、それで完全にゼロになった。一対一のバーサスモードの終了の合図と共に、リョーマのＨＰは全快する。

「くーっ、もうちょいだったんだけどなぁ」

「そうだな。追い詰められた時、考え込んだのがマズかったな」

　腕を組みながら笑うマイクロウ。

　凄腕プレイヤーで父の部下だというから、とても堅物な男を想像していたが、話してみると気さくで朗らかな青年だった。師匠というより、良き先輩として色々な事を教わっている関係だ。

「ああやって追い詰められたら、どうすれば良かったんですか？」

「うーん、俺だったら無視するな」

「無視ですか？」

「だってあの時、お前少しだけＨＰ残ってたろ？　俺の攻撃なんて無視して、とっとと攻撃すれば勝ってたかもしれないぜ」

　言われてみればそうなのだが、普通、攻撃されたら避けるか防ぐかするものだ。

「そういう一瞬の判断はゲーマーとしてのカンだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものじゃない。慣れるしかない」

「はい」

　こうやってマイクロウとの戦いで鍛えられているせいか、日に日に強くなっているのを感じる。一戦ごとに反省しながら戦っているせいか、勉強に似た達成感がある。

「今の俺の説明だって役に立たない時がある。対人戦は正解がないからな」

「そうですね。製作やモンスター狩りはパターンがありますけど、相手が人間だと難しいって言うか、型に嵌はめられないって言うか」

　リョーマの言葉にマイクロウは笑おうとするが、急に真面目な顔になる。

「なぁ、リョーマ」

　言葉を待つリョーマに、マイクロウは静かに語り出した。




「俺はこのゲームで一番厄やつ介かいなのは、人間だと思ってる」




　思い切った事を言うマイクロウだが、リョーマは頷く。

　まったく同じ事を思っていたからだ。

「対人戦も含めてだけど、ＭＭＯで一番難しいのって『人間関係』だと思うんだよ。ゲームを辞める理由の半分くらいは人間関係だし、逆にゲームを続ける理由のほとんどが人間関係だ。人がいないと成り立たないんだよ、ＭＭＯは」

「……分かります。製作でも、売る相手は人間ですから。人間がいなければ経済が回らないし」

「ああ。敵にも味方にもなる存在だからな」

　人間を敵に回せば、越えられない壁として立ちはだかる。魔王や邪じや神しんや宇宙の意思、今までクエストで倒してきたボスよりもずっと強い上に、攻略法が存在しない。そんなチートのような敵が当たり前にいる世界。

　逆に味方になれば、どんな強い敵とでも戦える。時には連携して問題を解決したり、時にはくだらない会話をしてリアルな精神の回復をする。どんなレアな装備よりも大切なものがすぐ隣にいる感覚。

　ゲームであって、ゲームではない。

　それがＭＭＯという世界。

「よし、じゃあ今日の個人訓練は終わりだ。明日はまた合戦場行くか。そろそろお前も複数相手に立ち回れるようになったろ」

　マイクロウは剣を持って立ち上がる。

「じゃあ、コノカも連れて行きましょうよ。あいつ行きたがってましたし」

「お、マジか。コノカちゃん可愛いから、どこへでも連れてっちゃうよ」

「コノカにちょっかい出すと、親父が黙ってませんよ」

「フフフ、そのへんは理解してる。だがコノカちゃんがいる調理ギルドにも可愛い女の子はいっぱいいるんだぜ」

　エビでタイを釣るつもりなのか知らないが、そんな事をしたら父よりも怖いギルドリーダーが出てきそうだ。が、自業自得なのであえてリョーマは教えようとは思わなかった。
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　徐々に実力をつけ、対人戦のやり方も少しずつ覚えてきたリョーマ。

　このまま努力すれば、いつかはイヌガミ家に追いつける──と、楽観的に考えてもいられない。

　なぜなら、次のＰｖＰトーナメントで対決するという目標がある以上、時間制限が設けられているのだ。それまでにイヌガミ家と対等になれるほどの力をつけなければならないのである。

　そしてサワタリ家の力といえば、やはり製作。

　強い装備を作り、イヌガミ家に追いつくしかない。

　そのためには強い装備を作るための素材が必要だ。

　が、今は素材となるレアアイテムが何者かに買い占められている。

　そうなれば、もはや残された手段はひとつ。

「ほらほら、早く早く」

「そんなに急ぐなって」

　森の中を歩くコノカと、それを追うリョーマ。

　下は落ち葉の絨じゆう毯たんがサクサクと鳴り、見上げれば紅葉した葉と青い葉が斑模様を形成している。いったいどの季節の森を表現しているのか。

　この季節感のないエリアは《森の国ウェイウッド》エリア31、通称《不思議イチョウの道》と呼ばれている。

　一部のクエストで来る時もあるが、それ以外はあまり人が訪れる事はない。

　ところがコノカにとっては、ここは宝の山だという。

「あった！」

　小さな身体を屈めて拾うのは、白いキノコ。

「これだよ、《スワントリュフ》！　これが欲しかったの！」

　宝物のようにコノカが掲げているこのトリュフ、やはりレア素材だ。この森に時折生えており、探すためには一定以上の探索スキルが必要になる。

　製作するための素材を手に入れる事も、またプレイヤーの遊びのひとつ。

　こうやって自然の中にある素材が、巡り巡って武器や防具になるのだ。

「そのトリュフで何ができるんだ？」

「《ド根性シチュー》だよ！　これ食べると、防御力がグッと上がるの！」

　レア装備があるように、レア食事というものも存在する。

　食べると一時的にパラメータが上がるのだが、当然、良い素材を使った食事はその効果も上がる。コノカが言っている《ド根性シチュー》は、時価にして七十万エルンほどの値段がつく。

　そこまでの価値がある食事なのだ。例えばＰｖＰやボス戦のように、絶対に負けられない戦いで能力をブーストするプレイヤーのためのものなのである。

「へへへ、買い占め集団も、さすがにキノコまで買い占めたりしないでしょー」

　コノカの読みは正しかったようだ。いくら買い占め集団でも、食事まで買い占めていては手間も金もかかる。なにしろ全てのプレイヤーが日常的に食しているものだ。装備に比べて値段も安いので、作るプレイヤーは多い。

「トリュフ、一個でいいのか？」

「うーん、できればもう一個欲しいなぁ」

　コノカが探索スキルで周囲を確認する。リョーマはほとんどの薬の材料をマーケットで調達しているので、このようなスキルは持っていない。

　だからコノカの目を信じるしかないのだが──

「──お兄ちゃん」

　急にコノカがリョーマの腰を叩いた。

　そこには銃のホルスターがある。

　コノカはしきりにそれを叩いている。まるで何かの合図のように。

　──銃を構えろと言っているのか。

「どうしたコノカ」

「……わかんない。でも」

「でも……？」

「誰かが私たちを囲んでる。プレイヤーだと思う。赤ネーム」

　たどたどしく状況を伝えてくれるコノカ。

　赤ネームのプレイヤーが、こちらを囲んでいる。

　それだけで、もう理解できた。

「コノカ。数は分かるか」

「……すっごいたくさん」

「なら、一度《帰還の翼》で家に──」

　リョーマが言いかけたその時だった。

「うわっ！」

　とっさに身体が動いた。

　コノカを抱きかかえ、前方にダイブ。

　落ち葉が舞い上がり、その葉の合間を縫ぬって複数の矢が飛んできた。

「くそっ！」

「お兄ちゃん！」

　コノカと一緒に起き上がり、その場から離脱する。すぐに追撃の矢が飛んでくるが、リョーマもコノカもそれを避けた。リョーマだけではなく、コノカもこの程度の攻撃なら避けられるようになった。

「これ、ＰＫ!?」

「たぶんな！」

　一直線に走る二人。

　囲まれている状況を打破するために、とにかく一部の敵を倒して離脱する。これはマイクロウに教わった戦術だ。なんとか身体が覚えていた。

　が、心臓が高鳴るのを感じる。

　身体が思うように動かない。

　ものすごいストレスが重圧となって身体を締め付けている。

「コノカ、落ち着け！　いいか、落ち着いて対処するんだ！」

「お兄ちゃんの方が慌ててるでしょ！」

「当たり前だろ！　こんなの久しぶりなんだよ！」

「私だってそうだよ！」

　ぎゃーぎゃー喚わめきながらも、走る事だけは止めない。

　この走る時間は、敵の攻撃から逃れると同時に、心を落ち着ける意味を持つ。

　──襲われたら、とにかく落ち着け。落ち着けなかったら、落ち着けるように時間を稼げ。それでも落ち着かなかったら、逃げろ。

　マイクロウの教えのひとつだ。

　ＰＫに襲われた時、まず気をつけなければならないのは、焦あせりだ。

　これまでに何度か大規模対人戦を体験したリョーマだが、それは「これから戦いが始まる」という気持ちで挑んだからであって、いきなり襲撃される心構えはしていなかった。

　これは戦いではない。一方的な略奪だ。

　想像してみよう。リングの上でレフェリーの合図と共に一対一で戦うのと、道ばたで顔も知らない人間にいきなり殴られるのでは、気の持ちようがまるで違う。

　だが、いきなり襲われた場合でも、冷静になりさえすれば対処はできる。

　今も走り続ける事によって、敵の攻撃が見えてきた。どうやら遠隔攻撃ができるのは四人。その他にも三人近接攻撃役がおり、そしてひとりが回復役。おそらく敵の数は最低でも八人。

　その数なら、うまくやれば──

「コノカ、落ち着いたか？　俺は落ち着いてきた」

「うん、だいじょぶ。そろそろいける」

　お互いに頷き合い、リョーマは銃を取り出した。

　──対人戦の準備はできた。

　装備ではない。気持ちの問題だ。

「【メディシンバレット】っ！」

　そして振り向きざまに二発連続で発射。

「っ!?」

「わっ！」

　こちらを追いながら弓を放つＰＫたち二人に命中。彼らは武器を取り落として、その場に倒れる。麻痺効果のある弾をくらった連中は、しばらく行動ができなくなる。

「いくよっ！　【ファントムステッチ】！」

　コノカが投げつけたナイフは、残り二人の弓使いの影に突き刺さる。すると追っ手はそこに縫い付けられたかのように動きが止まる。

　これで遠距離攻撃をする敵は片付けた。

　が、そのために足を止めてしまった。

「オラァッ！」

　すかさずリョーマたちの前方に回り込んだ、近接武器を持った三人が襲いかかってきた。ひとりは高く跳躍し、その動きに目を奪われている間に、残り二人が地面を這はうように素早く飛び込んでくる。

「くっ！」

　ひとりはコノカの短剣と打ち合う。

「うっ！」

　もうひとりの剣の攻撃をリョーマの銃で防ぎ、

「死ねっ！　【ダークエッジ】！」

　最後のひとりが、リョーマの肩に短剣を突き刺した。

　瞬間、リョーマの視界が真っ暗になる。暗闇効果を持つ短剣のスキルを使われた。

「【ポイズンスティング】！」

　さらに続けざまにもう一撃、毒の効果を持つ一撃が腹に刺さった。ＨＰがみるみるうちに減っていく。

「【パラライズピアス】！」

　さらに麻痺効果のデバフを追加される。

　リョーマの全身は暗闇と毒と麻痺に侵おかされ、まったく動けなくなった。

「へへ、一丁上がりっと」

「さあ、お嬢ちゃんも動くなよ」

「お兄ちゃん！」

　コノカが攻撃の手を止めたのが分かる。

「おとなしくさっきのトリュフを渡しな。でないとこのお兄ちゃん、殺すぜ？」

　なるほど、そういう手口か。

　デバフを与えて動きを止め、いつでも殺せるようにする。その上で金品を要求するわけだ。ただのＰＫではなく、組織的な強盗団か。

「そろそろお前らが足止めした仲間も起き上がってくる。そしたらボコボコだ。そうなる前に渡した方がいいぜ」

　たかがキノコのために、そこまでやるか。

　この強盗団は食事にも困っているというのか。

「お兄ちゃん、動いてよ！」

　コノカの悲鳴。

「無理無理。俺のデバフは簡単には切れないぜ。せいぜい五分間は動けないままだ」

　──なるほど、普通の状態耐性で五分も続くデバフはなかなかのものである。通常のプレイヤーなら、一分持続するデバフをひとつ入れるのがせいぜいだ。

　そう考えていると、リョーマの視界が晴れてきた。

　身体の痺しびれと毒も抜けている。

　その事にまだ気づいていないＰＫたちに向けて、銃を構える。

「【メディシンバレット】！」

　麻痺の効果を持つ弾が、先ほどからデバフを自慢していた短剣使いの腹に命中する。彼は武器を取り落としてその場に倒れてしまった。まるで眠るような姿勢だが、目を開いたまま痙けい攣れんしている。

「ぬあっ!?　お前──」

「【メディシンバレット】！」

　驚いている強盗のもうひとりに向かって《麻痺弾》を撃つ。

　おそらく杖を持っている彼が回復役だろう。本当は真っ先に撃ちたかったが、結果的に倒せたので安心した。

「な、なんで、なんで！　五分は倒れているんじゃ──」

　最後のひとりも同じように《麻痺弾》を撃ち、その場に転がす。

　これで麻痺で倒れているのは五人、そして二人はコノカの技でその場から動けないまま。残されているのは、ひとり。

　二対八だったのが、二対一になった。

　一気に形勢逆転である。

「ど、どうして──ご、五分──」

　腰を抜かしているＰＫ。彼らのいつもの戦法が通用しないので、本当に焦っている様が分かる。

　マイクロウが言っていた事は本当だった。人間、冷静さを失うと何もできなくなる。

「ああ、あのデバフか。普通に薬飲んで回復したよ」

「く、薬!?」

　彼らから逃げ回っている時、とっさに口に含んだのだ。

　こういう強盗集団は、確実に獲物を仕留めるために、まず敵の動きを封じると考えたのだ。だからデバフ攻撃は絶対に来ると読んでいた。そのため自前の丸がん薬やくをいつでも飲み込める状態にしておいた。

　リョーマの《薬剤師》スキルなら、複数のデバフを解除できる薬くらい簡単に作れる。

　しかも、たった五分程度のデバフくらいなら楽勝だ。

「さぁ、どうする？　逃げ帰ってもいいぜ」

　銃を突きつけながら、リョーマは尋ねる。

　赤ネーム、つまり犯罪者はひとつだけ重要なペナルティがある。

　それは戦闘不能が存在しない事。

　つまりＨＰがゼロになったら問答無用で死ぬ。それは一週間のログイン権利を剝はく奪だつされる事であり、集団で行動する者にとっては貴重な戦力を失う事と同義だ。

「た、頼む、許してくれ──！」

　命乞いをする男を、ゆっくりと見下ろすリョーマ。

　その間に、敵のパラメータを覗き見る。

　赤く光る名前は「バイラス」、メイン武器は短剣、所属するギルド名は──

「そこまでだ！」

　背後からかかる声に振り返る。

　気を取られていたせいで、ギルド名は一瞬しか見えなかった。しかし最初はＰの文字で始まった気がする。

　もしや彼らがあの「ＰＫ」というＰＫ集団なのか。

　だとしたら、こんなものでは──

「仲間をやったのは、君か！」

　リョーマとコノカの前に立ちはだかるのは、男のプレイヤー。

　全身を純白の鎧で包んでいるが、頭は兜かぶとではなくサークレット。その下の顔は若い男で、柔和そうな顔立ちと、荒々しい強さを兼ね備えた目つきが同居している。

　武器は見るまでもなく片手剣。そして大きな盾たて。

　どこからどう見ても、騎士という風貌。

「……助すけ太だ刀ちいたす」

　そしてもう片方は、反対に和風の鎧を着たサムライ風の男。細身の身体がフラフラと揺れている。武器はもちろん刀だ。ただ、顔は覆面で隠れているのでよく分からない。

　まるで対照的なふたり。

　が、この二人の風貌だけが特徴的なのではない。

　ＰＫ集団を全員動けなくしたリョーマたちを前にして、この余裕。ゆっくりと武器を抜いて構える様は、本物の騎士とサムライのようだ。

　おそらくこの二人、かなり強い。

「仲間の仇かたきだ！」

「襲ってきたのはそっちだろうが！」

　向かってくる騎士に、リョーマは銃を撃つ。

　が、正面からの銃弾は騎士の盾によって阻まれてしまう。

「くっ！」

　ならば隣の覆面サムライを狙おうとするが、その前に騎士が一瞬で距離をつめてきた。

「コノカ、逃げろ！」

　叫ぶ前にコノカはすでに騎士から距離を置いていた。短剣使いのコノカはリョーマよりずっと素早く動ける。

「うおおおおおおっ！　【ジャッジストリーム】！」

　騎士の剣技がリョーマを何度も切り刻む。いきなり奥おう義ぎに近い技を振るわれたリョーマは、なんとかそれを避けようとするが、数発くらってしまった。ほぼかすっただけなのにＨＰゲージが三分の一ほどなくなっている。

　この騎士、先ほどまでのＰＫたちとは場数が違う。

　今の突撃にしても、ダメージを受ける事をまったく恐れていない。ガチガチに固めているから、多少の攻撃を無視して突っ込めるのだ。

「──【紫し電でん】」

「きゃあっ！」

　そして騎士の攻撃を避けたコノカに、サムライの一撃が入る。それまで十メートル以上離れた距離にいたサムライが、一瞬で距離を詰めて攻撃してきた。あのサムライはスピードに特化しているのか。

　どちらかひとりを相手にしても、勝てるか分からない。

　それが二人となると──

「さあ、もうおしまいか！　ならば引導を渡してやるぞ！」

　剣を構える騎士。

　だが、まだあきらめない。

　リョーマは素早く弾丸を装塡。相打ち覚悟で銃を構える。先ほどの攻撃でもＨＰは半分以上減らなかった。もう一発なら耐えられる。

「うおおおおっ！」

　騎士が剣を振りかぶった瞬間、リョーマは弾丸を射出した。まず麻痺弾、次に隠していたもう一丁の銃で遅延のある弾を発射する。

「【クイックチャージ】！」

　さらに即時装塡できる技を使い、もう一度弾丸を込める。今度は毒の弾丸、そして石化効果のある弾丸。

　鎧によって阻まれるかもしれないが、どれかひとつでも効果が出ればこちらが有利になるはずだ。

　が──

「うおおおおおおおおおおおおおっ！」

　騎士はそれでも攻撃を止めない。

　デバフステータスがついている。毒、麻痺、石化、遅延、その四つの効果が入っているのに、それをものともせずにリョーマに斬りかかってくる。

　効いていないのではない。効いていて、なおそれでもリョーマを攻撃し続けている。

　おそらく状態異常防御に特化した騎士なのだろう。だからリョーマのデバフをくらいながらも動けるのだ。

　確かに動きは先ほどより鈍くなった。が、それでも強いのだ。

「うわあっ！」

　至近距離から斬撃をくらい、リョーマのＨＰはさらに削られる。

「マズい……っ！」

　あと二撃、下手をすると一撃で戦闘不能になる。

　そうなる前に、せめてコノカだけでも逃がしたい。

　しかしコノカは覆面サムライと戦闘しており、そちらをどうにかする余裕がない。

「コノカ！」

　とにかく彼女を逃がそうと振り返った、その時だった。

　覆面サムライが倒れている。

「……？」

　先ほどまでコノカと戦っていたはずなのに、戦闘不能になっている。まさかコノカがひとりで倒したのだろうか。

　いや、そうではない。

　コノカの側に、二人の人影があった。

　なんというタイミングで──

「ＰＫなんて久しぶりに相手したよ。けっこう強いね」

「…………」

　剣を構えて立ちはだかるチル。

　手甲を打ち合わせるブラック。

　イヌガミ家の姉きよう弟だいが、なぜここに。

　──いや、理由を考えるのは後だ。

「チル！　ブラック！　こいつら強いぞ！」

「知ってるよ！」

　言うが早いか、チルは飛び出す。

「ほう！　速いな！　いい腕試しになりそうだ！」

　騎士もリョーマより危険と判断したのか、チルの方を向く。

「【ジョースティングスラスト】！」

「【ジョースティングスラスト】！」

　二人の技が同時に発動した。

　その場から突進して相手にダメージを与える剣技。数メートル離れた地点から、チルの剣と騎士の剣が打ち合わされた。

　激しい金属音がしたかと思うと、すぐにそれが連続して生まれる。素早い二刀流のチルの攻撃を、騎士は盾で華麗に防いでいる。反撃に転じようと騎士が身体をひねるが、すぐにチルの剣が飛んでくる。

「くっ！」

　押され気味の騎士が、盾を構えてチルに突撃する。

「【シールドバッシュ】！」

　身体ごとぶつけるように、大きな盾でチルを殴った。スタン効果のある盾の一撃をくらい、チルはバランスを崩す。

「もらった！」

　騎士が剣を振り上げ、攻撃に回ろうとするが、

「…………っ！」

　なんと、いきなり騎士のＨＰが数ミリまで減った。

「…………」

　騎士の背中から、ブラックが拳こぶしの一撃を決めたのだ。

　充分にバフを乗せた攻撃は、おそらく溜め系の技だ。攻撃に移る時間が長い代わりに大ダメージを与えるというもの。前にサワタリ家が戦った時もそうだった。イヌガミ家の面々がバフをかけたりデバフを与えたりしている間、ブラックはひたすら溜めていた。

「貴様……卑ひ怯きような……！」

「……卑怯はそっちだろ」

　倒れる騎士に、ブラックがもっともな返事をする。最初に集団で襲いかかったのはそっちなのだから、卑怯もクソもない。

「あと一撃──」

　とどめを刺そうと、ブラックが拳を振り上げた時だった。

「っ!?」

　チルが前方に手をかざす。

　その手を振ったかと思うと、彼女の拳の中に矢が収まっていた。

「ウソだろ!?」

　驚きの声を上げるのは、倒れたフリをしながら不意打ちの矢を放ったＰＫの仲間。

　リョーマもコノカも気づかなかった。おそらく騎士やサムライも気づかなかった。誰ひとり視線も動かさないまま、苦し紛れに放ったであろうＰＫの矢。

　不可能ではない。投とう擲てきや射撃などの攻撃は、摑んだり弾いたりしてダメージを無効化する事ができる。が、それを実戦でやるにはスピードや反応速度を上昇させるバフを使ってようやく盾で弾はじける程度だ。

　あるいは、あらかじめ来る事が分かっていれば、心とスキルの準備もできるから、可能性はさらに上がるかもしれない。

　しかし今のチルは、矢が飛んでくる事にも気づいていなかった。

　その状態で──矢を摑んだ。

　まるでコンピュータのような正確さだ。

　ＰｖＰを極めると、こんな芸当もできるのか。

　いや、不可能だ。人間の反応速度ではない。

「いかん！　離脱するでござる！」

　リョーマたちが息を呑んでいる間に、敵も行動を起こしていた。

　電光石火の速さで騎士を抱きかかえたのは、さきほど倒れたと思ったサムライだった。ＨＰがゼロになったのではなく、状態異常で倒れていただけだったようだ。

　サムライが騎士を連れて逃げた方向を見ると、ようやく麻痺が解けた他のＰＫたちも一目散に逃げていくのが見える。

　落ち葉を巻き上げる音が完全に聞こえなくなると、ようやくリョーマは銃をホルスターに戻す。

「うぁ……疲れたぁ……」

　その場に座り込んでしまった。

　主にストレスが原因だ。

　いきなりＰＫに襲われたせいで、脳をフル活動させたのだ。リアルで甘いものを食べたい気分だ。

「大丈夫、リョーマ？」

　覗き込んでくるチル。

「すまん……マジで助かった」

　色々と訊ききたい事はあったが、この時ばかりは最初に心から感謝の言葉を述べた。チルとブラックがいなかったら、今頃戦闘不能、もしくは死んでいた。トリュフも奪われていただろう。

　それに少し戦って分かったが、あの騎士とサムライは相当な使い手だった。チルとブラック以外のプレイヤーだったら返り討ちに遭っていただろう。

「やっぱり強いなチルは。あの矢を摑む奴とか」

「え……ああ、あれは、別に」

　今さら照れるチル。

「まるで機械みたいに正確な技だな。俺にはできない芸当だ」

「べ、別に、そんな事ないって……」

　困ったような顔をするチル。褒ほめられるのに慣れていないのか。

「けどまぁ、そんだけ精密な動きができるのに、装備変更ではミスするんだな」

「あ、あれはしょーがないじゃん！　うっかりミスだよ！」

　さらに顔を赤くするチルに、リョーマは苦笑した。

　コンピュータがうっかり装備を全部脱ぐようなミスをするものか。おそらく仕事はできるが、生活ではダメなタイプなのだろう。

「でもさ、リョーマだってなかなかやるじゃん」

「え？」

「八人相手に、二人で勝ったんでしょ？　しかも組織的なＰＫ連中相手に。強くなったんだねー」

「ああ……まぁ、そうか」

　生返事だが、思い返せばそちらの方がピンチだった。

　四倍の人数を相手に、よくもまぁ立ち回れたものだ。集団に作用するデバフをもっと使えば良かったとか、コノカに攻撃を任せて自分はもっと足止めに集中すべきだったとか、今になって反省点が出てくる。

「前から薬作ってる所は見てたけど、本当にすごいね、リョーマの弾」

「ああ、これだけは負けない自信がある」

　自作した薬の弾丸によるデバフは、おそらく十分以上は作用する。深度を調節すれば、もっと短時間だがさらに行動を阻害できるはず。たとえば《麻痺弾》ならば、あの状態異常耐性を持った騎士にも効くくらいの強さのものを作れた。

　けして攻撃力はないが、攻撃のきっかけを作る。

　それがデバッファーという役割だ。

　サッカーで言うならパス、バレーボールにおけるトスのような行動は、専門家がいなくてもなんとかなるが、それに特化すればチームの強化に繋がるわけだ。

　もちろん攻撃力がゼロというわけではない。

　十分間麻痺した状態で、強力な毒を撃ち込む方法もある。じわじわとＨＰが削られていく様を見るのは、薬の効果を確認するようで楽しいものだ。

「なんだかブラックと正反対だね。一撃必殺と、じっくり周りから固めるって感じ」

「まぁ、そうだな」

　そのブラックは何をしているのかというと、コノカの側でずっと座り込んでいた。

「…………」

「ど、どうしたの？」

　何か悪い事をしたのかと、コノカが慌てている。

「……ごめん」

「え？」

「……ケガ、させた。守れなかった」

「ケガ？　ああ、ちょっとＨＰ減っただけじゃん。ケガに入らないよ」

　ガッツポーズをしてアピールするコノカに、ブラックは何か言いかけたが、また黙って頭を下げた。

「ブラックはお人好しだからねぇ。ＰｖＰの相手には容よう赦しやしないけど、それ以外は優しいんだよ」

「そうだな。いい奴だな」

　どちらかといえば、物静かで女の子に優しいブラックこそサムライのような雰囲気を醸し出しているように感じられる。

　が、しょぼくれてコノカに慰なぐさめられている小さなドワーフは、理想のサムライとはほど遠いようにも見えた。













　ワールド《森の国ウェイウッド》エリア77。通称《大たい樹じゆの洞ほら》。

　森林エリアが多いウェイウッドにおいて、ここは珍しく暗い洞窟のエリアだ。巨木の内側という設定のこのエリア、特にクエストに関係するポイントもなければ、有用な素材アイテムが取れるわけでもない。

　つまりよほどの用件がない限り、普通のプレイヤーは近づかない。

　裏を返せば、誰にも見つからずに潜む事ができるエリアとも呼べる。

　そう、例えば、赤ネームになって街に入れない者とか。

　洞窟の最さい奥おうのホールには、イスや机などの家具が置かれてあった。

　そこには二ヶ月に一度出現するレアモンスターが出るが、普通に戦えば簡単に倒せる。ある条件を満たせば手が付けられないハイパーレアモンスターに変へん貌ぼうするのだが、今はその懸念はない。

　ホールの中央にはひときわ大きなソファがあり、そこに女性プレイヤーが座っている。

　武器は杖つえ。防具は機能性に乏しい純白のドレス。

　紫色の長髪に、あどけない顔。背は低く設定されており、ドレスのフレアスカートがより強調されて見える。

　プレイヤーネームは「プリメーラ姫」。姫までが名前だ。

　そのプリメーラ姫は、目の前に跪ひざまずく男たちに微笑ほほえんでみせた。

「気にしなくていいのよ、本当に」

「いや！　悪いのは僕たちだ！　姫ちゃんのためにトリュフを取ってくるつもりが、返り討ちに遭うなんて……情けない。僕は食材ひとつ手に入れる事ができないダメ人間だ」

　床を叩いて悔しがるのは、騎士風の男。

「いいのよルンスロット。あなたのその気持ちが嬉しいの」

「でも、姫ちゃん！」

　顔を上げた騎士──ルンスロットの肩にそっと触れるプリメーラ姫。

「でも、残念ね。せっかくみんなでキノコシチューが食べられると思ったのに。みんなとの食事、楽しみにしてたんだけどなぁ」

「姫ちゃん！」

　ルンスロットの後ろにいた男たちも顔を上げ、プリメーラ姫にすがるように近寄ってくる。

「ごめんよ！　でも、あいつら本当に強くて……！」

「ケンスルよりも強いデバフ使いがいるなんて知らなくて！」

「後から来た二人が特に強くて……ルンがやられるの初めて見た！」

　口々に言い訳をする彼らは、プリメーラ姫の優しい微笑みを見て押し黙る。

　数は十人ほど。

　皆、かなりの上級者プレイヤーだ。装備も一流で、戦闘スキルも１０００を超えている。この場にいない、およそ百人ほどの下位メンバーでも戦闘スキルは８００を下らない。

　反対に、プリメーラ姫は戦闘スキルは５００程度。装備も防御力はほとんどない。

　それなのに男たちはプリメーラ姫に傅かしずいている。

　特筆すべきは、彼らは全員赤ネームだが、プリメーラ姫の名前は緑色のフォントという事だ。つまりプリメーラ姫は何一つ犯罪をしていないのだ。

「大丈夫、まだ食材はいっぱいあるから。本当に気にしなくていいからね」

　笑顔のプリメーラ姫に、一同が安あん堵どする。

「でも」

　唇に指を当て、しなをつくるプリメーラ姫。

「あなたたちの気持ちを踏みにじる奴らは、許せないなぁ」

「そ、そうだよね姫ちゃん！　僕たちも姫ちゃんの想いを貶おとしめられた気分だよ！」

「そのプレイヤーの名前、分かるかな？」

「あ、ああ、分かるよ姫ちゃん。デバフが強い銃使いがリョーマ、やたら素早い短剣使いの女がコノカ、ルンスロットをやった双剣と手甲が、それぞれチルとブラック」

「四人かぁ」

　プリメーラ姫は何かを考える。

「なんだかムカつくね、その四人」

　笑顔で語る彼女に、男たちが動揺する。

「お、俺たちも仕返ししてやりたいけど──」

「あら。私は仕返しなんて言ってないわよ。ただ『ムカつく』って言っただけ」

「も、もちろんだ。姫ちゃんは関係ない。俺たちが仕返ししたいってだけだ」

「そうだ！　これは俺たちの問題だ！　俺たちがやる！」

「あらあら」

　プリメーラ姫は笑うだけ。

　男たちに「やれ」とも「やるな」とも言わない。

　ただ、そういう会話の流れに持っていくだけで、男たちは勝手に想像して勝手に行動してくれる。だからプリメーラ姫が手を汚す事はない。

　普通なら、こんな犯罪教きよう唆さは簡単にできるものではない。

　よほどの事情がない限り、命令されても犯罪はやらない。

　しかしＬエルＬエルＯオーでは違う。

　ちょっとエサをチラつかせるだけで動く男たちは大量にいるのだ。

「あ、そうそう。今度、オフ会やろうと思うんだけどー」

　上うわ目め遣づかいで男達を見ると、彼らは「オフ会」という単語に反応して野獣のようにプリメーラ姫を見る。

「一番がんばった人には、ご褒ほう美びあげちゃおうかなー、なんて……」












「本当かい、姫ちゃん!?」

　一番食いついたのはルンスロット。

「僕はやるよ！　姫ちゃんのためにあいつらを殺してやる！」

「意気込むのは良いが」

　ルンスロットを窘たしなめるのは、覆面を被ったサムライ風の男。名は「ゲジ」といい、先ほどからプリメーラ姫に群がる男たちから一歩引いた場所に立っている。

「あの者たちにどうやって勝つ？　全兵力を投入するにしても、奴らの動きが分からねば徒労に終わるぞ」

「そうなんだよなぁ。リョーマとコノカって『ミツバ商工会』の職人だろ？　あいつらの装備、マジでヤバいぜ。そのへんのレア装備とか軽く超えた性能だし」

「チルとブラックってのも、ＰピーｖブイＰピートーナメントで優勝したギルドの連中だぜ。ルンスロットがやられるのも仕方ないぜ」

「そんな奴らに、どうやって勝つんだよ……」

　意気消沈する男たち。

　彼ら「プリメーラ王国キングダム」のメンバーは、全員が対人戦のエキスパートというわけではない。むしろゲームが上手な者は少数だった。

　しかしプリメーラ姫の人望に惹ひかれてこのギルドに入団した彼らは、彼女に一目置かれるために必死で対人戦を学んだのだ。

　その程度の付け焼き刃でも、集団で少人数のプレイヤーを襲うやり方なら負ける事はあまりなかった。古来より続いている必勝法である。

　が、それを覆くつがえされた時、彼らは方法を持たない。

　なにしろ赤ネーム、つまり犯罪者の存在はそれだけでペナルティになる。街の機能も使えないし、ＨヒツトＰポイントがゼロになれば即死。

　ログインできる時間が減ると、それだけプリメーラ姫から遠ざかってしまう。彼らはそれだけはなんとしても避けたかった。

「あら、誰も『勝て』なんて言ってないじゃない」

　プリメーラ姫の言葉に、全員が顔を上げる。

「嫌いな相手に正面から殴りかかるなんて、野蛮人よ。それよりもっと効果的な方法があると思うなぁ」

「それはどういう事だ？」

　眉根を寄せてゲジが尋たずねると、

「……それはつまり、戦う事以外で相手にダメージを与えるって事かい？」

　ルンスロットが答えた。

「詳しく教えてくれ、ルンスロット」

「分からないかなぁ？　つまり嫌がらせをするんだよ」

「なんだと？」

「ありとあらゆる方法で精神的に追い詰めるのさ」

「そうすると、どうなるのだ？」

「そこまで言わせる気かい？」

「頼む」

　ゲジはルンスロットに真剣に詰め寄る。無理矢理言わせようとしているのではなく、本当に分からないのだ。

「つまり、ログインする気も起きなくなるんだ」

「……なるほど！　ログインさえしなければ、この世界には存在しないのと同様というわけか！　ルンスロット、冴さえてるな！」

「いや、そんなに難しい事かな……？」

　真面目に感心しているゲジに、ルンスロットの周りの男たちも苦笑している。

　このゲジという仲間は最近になってプリメーラ姫が拾った男だが、どうもプリメーラ姫に心しん酔すいしているわけではないようだ。それでも彼女を主君と仰いでプレイヤーＰキルＫ活動をしているのだから、何らかの理由があるのだろう。少なくともプリメーラ姫は、実力だけは信用している。

「で、どうするの？」

　プリメーラ姫の問いに、ルンスロットが答える。

「もちろんやるよ。姫ちゃんのためなら汚い手でも使うさ」

「私はあまり気が進まないなぁ」

　などと言いながら、プリメーラ姫はニヤニヤと笑っている。

「でも、みんなが私のためにやってくれてるんだし……」

「そうさ、姫ちゃんは気にする事はないよ。これは僕たちの問題だからね！」

「その気持ちだけで嬉しいな」

　プリメーラ姫の笑顔に、男たちはやる気を出す。

「あ、そうだ。こないだのバージョンアップで追加された装備の中に、ストライプのビキニ水着ができたんだって！　私、着てみたいかも～」

「だったらそれも買ってくるよ！　姫ちゃんのために！」

「でも最近の装備だから、高いよ？」

「問題ないさ！　金ならあいつらから奪ってみせる！」

　彼らがＰＫを行う理由は、ほぼ金銭目的である。プレイヤーから奪った金でプリメーラ姫に装備を貢みつぐ事が、彼らにとって無上の喜びなのである。

「やだ、嬉しいな。じゃあ、手に入れた人に私の水着姿、見せてあげるね」

「うおおおおおっ！」







　雄お叫たけびを上げて喜ぶＰピーＫケー集団。

　その横でゲジはじっと彼らを眺めて、頷うなずいていた。

「……ふむ。これがアイドルというものか。どの世界でも一定以上のカリスマを持った人間は現れるものか。ほぼ性欲のみで構成されているが、それでも人気は人気だ」

　群集心理について深く考えていると、ふと、ある男が目に入った。

　叫んでいる男たちから一歩だけ下がり、青ざめた表情をしている。震える彼は、ゲジよりも後に「プリメーラ王国」に入った、一番の新入りだ。

　本来なら、この場には「姫ちゃん親衛隊」以下のメンバーは入ってはならない決まりだ。しかし彼は新入りという事もあり、特別にプリメーラ姫の謁えつ見けんが許されている。そこで完全に籠ろう絡らくされてから、最下級のギルドメンバーとして上がっていくのだ。

「どうした、ルシフェリア」

「あ……う、ゲジ」

「怖いのか、精神的な攻撃とやらが」

「ち、違う、お、俺は……」

「案ずるな。それが普通の心理だ。人の気を惹くために罪のない者を陥おとしいれるのは、誰だって心が痛む」

「あ、あんた……！」

「悪い事は言わぬ。早々にここを去る事だ。お主の罪ならば、数日もあれば緑ネームに戻るであろう」

「な、なんで……？　あんた、どうして……？」

「拙せつ者しやは目的があってここにいる。まぁ、姫に惹かれた者のひとりと言っても良いが、お主のような者を異端と扱うほど腐った目はしておらぬ」

　呆然とするルシフェリアを置いて、ゲジは洞窟の闇の中へ消えていった。

　叫んでいる男たちは、誰ひとりとしてゲジとルシフェリアの会話には気づかなかった。




　　　＊




「おや」

　ゼンゴローが彼を見つけたのは、《森の国ウェイウッド》エリア48、通称《イタチ銀ぎん山ざん》での事だった。

　ここは強いモンスターはほとんど出ず、代わりに良質の銀が山ほど取れる。ゲームなので銀が枯れる事はなく、様々な目的でプレイヤーはここを訪れる。

　ゼンゴローは武器や鎧よろいを作る鍛か冶じ士しなので、ここは庭のようなものだ。たまたま倉庫にある銀の数が少なくなってきたので、こうして掘りに来たのだ。

　そこで見つけたのは──

「やぁ、こんな所で会うとは」

「……あ、どうも」

　イヌガミ家の末っ子、ブラックだった。

　ドワーフ族の彼は、ボロボロになったツルハシを担かついで歩いていた。何をしに来たのか改めて問う必要はないだろう。

「珍しいね。君たちは生産や採集はしないと思っていたんだけれど」

「……その、オレ、最近、鍛冶をやろうと思って」

「ほう！」

　ブラックの言葉にゼンゴローの熊耳がピンと動く。

「なんだい、鍛冶に目覚めたのかい！　うんうん、いいねぇ！　鍛冶は楽しいよ！　ブラックくんだったら手甲が作れるからね！　それ以外にも彫ちよう金きん技術も並行して上げればアクセサリも作れるから──」

「えと、あの、そこまでは……」

　たどたどしく反論するブラック。

「……ただ武器の修理ができれば、それでいいんです」

「うんうん、それでも嬉しいよ」

　ゼンゴローはブラックが持っていたツルハシを見る。短期間でかなり使い込んだのだろう、ボロボロになっている。

「あっ」

　そのツルハシを無造作に取ると、ゼンゴローは片手で修理した。リアルのように特別な技術などいらない。ただ修理素材を選択して操作すればいい。一瞬でブラックのツルハシは新品同様になる。

「……ありがとうございます」

　修理されたツルハシを手に、ブラックは頭を下げた。

「なんのなんの」

「……すみません」

「ん？」

「……オレ、もっと強くなって、コノカを守れるようになりますから」

「……なんだ君は、ウチの娘が好きなのか？」

　一瞬でゼンゴローの目つきが変わった。

　まるで獲物を狙うクマそのものの視線でブラックを見る。

「……ち、違います」

　慌てて否定するブラック。

「つ、強い男は、女の人を守れるようにならないと、って言われて」

「なるほどね」

　そう言えばコノカから聞いた事がある。ＰＫに襲われた時、このブラックとチルが助けに来てくれたのだと。

　ＰＫにやられたところで、リアルほどのデメリットはない。わざわざ助けに入る物好きは少ないと言われている。それにＰＫは一瞬で戦闘が終わることが多いので、助けるかどうか迷っている間に終わっている場合もある。

　それでも彼は助けてくれた。

「そんなカッコイイ台詞セリフ、誰に言われたんだい？」

「……父です」

「うーん……認めたくはないが、君といいチルちゃんといい、教育はしっかりしているようだな」

　腕を組んで唸うなるゼンゴロー。

　むしろ自分の息子や娘よりずっと素直でいい子たちだ。最近の子供は反抗期なのか、やたらと突っかかってくる。それでもこのゲームを通じて会話が増えたのは喜ばしい事だと思っている。

「……でも、母さんにはよく怒られてます」

「大丈夫、それはウチも一緒さ」

　情けない笑顔を浮かべ、ゼンゴローはブラックと一緒に新しい鉱脈を探し始める。

　その日はブラックと二人で大量の銀鉱を入手し、後日、それを精製する技術を教える約束をして別れた。

　年の若いフレンドは多くいるが、その中でもブラックは特に真面目な印象を受けた。だからこそ、別の意味での対抗心をカーネギーに燃やすゼンゴローだった。




　　　＊




「お願いします！　お金は払いますから！」

「い、いや、しかし……うーむ」

　真っ昼間からいい年をしたオッサンが、いい年をしたオッサンの袖を引いている。リョーマが「アルケニアの街」を訪れ、目的の品物を探そうと周囲を見回した時の事だ。

　どちらも見知った顔だったので、放ってはおけなかった。

「あの、どうしたんですか？」

　背の低いドワーフ族、三さぶ郎ろう太たに話しかけるリョーマ。

「いやね、前に言ったでしょ。ＰＫ集団を退治するために人を集めてるって。この《アルケニアの街》からも何人か腕の立つ人を見繕ってるんだけど、この人がすごく強そうだったから」

　そう言って三郎太が紹介したのは、背の高いエルフ族の弓使い。

「カーネギーさん」

「おお、リョーマ君か。いつも娘が世話になっている」

　二人とも軽く会え釈しやくした後、

「討伐隊、ダメですか？」

　一応リョーマも頼んでみる。

　サワタリ家が倒すべきライバルというのは分かっているが、イヌガミ家の対人戦の強さは認めざるを得ない。カーネギーの指揮能力は大規模対人戦で見たばかりだ。

　そんな彼らが味方になってくれれば心強いとは思う。

　もちろんいい気分ではないが、ＰＫに好き放題させるよりずっとマシだ。

「この方の頼みは分かるんだが、我々はちょっと……参加しにくい立場でな」

「どういう事ですか？」

　リョーマが聞き返した時、

「お待たせ、お父さん！」

　チルが走ってきた。彼女も来ていたのか。

「あれっ、リョーマ。何してんの？」

「いや、ちょっとな。この三郎太さんの頼みなんだけど……」

　簡単に事情を説明する。ＰＫ集団が横行しており、その討伐隊を募つのっている事。そしてイヌガミ家はそれに最適だという事。

　それを話すと、

「いいじゃん、やろうよ！　私たちだって襲われたんだし！」

　チルはものすごく乗り気だ。

　ところがカーネギーは首を横に振る。

「だめだ、チル。我々は参加するわけにはいかない」

「どうしてよお父さん!?」

「我々はやらなければならない事があるし、やってはいけない事がある。それを忘れてはいけない」

　いつもより真面目な口調でそう告げると、チルは彼の言う事を理解したのか、押し黙ってしまった。

「すまないリョーマくん、三郎太さん。ＰＫが許せない気持ちは私も一緒だが、どうしても参加する事はできないんだ」

「……まぁ、そこまで言うなら、無理強いはしませんよ」

　残念そうな三郎太。

「申し訳ない。チル、私は先に帰るからな」

「うん」

　一礼して、カーネギーは街を出ていった。

　改めて思うが、非常に紳士的な人だ。アイテムとＰｖＰの事になると目の色が変わるのは、きっと我が家が素材と製作の事になると目の色が変わるのと同じなのだろう。

「三郎太さん、すいません。頼まれた薬、あとでヒッキーに届けさせますから」

「おう、よろしく頼むぜリョーマ」

　ついでに三郎太への用件も済ませる。別にギルド内メッセージでも良いのだが、会ったのだから直接言えばいい。

　三郎太が去った後で、リョーマは本来の目的に戻る。

　ここ《アルケニアの街》の中央通りに並んでいる、リアルショップが目的だ。本の形をした看板が目印の店である。

「ここリアルショップ？」

「うわっ、いたのかよ」

　背後からチルに話しかけられ、思わずのけぞるリョーマ。

「なによ人の事モンスターみたいに」

「いや……さすがに庭以外でも行動を監視されるとは思ってなくて」

「別にいいじゃん。で、ここ本屋さん？　何の本買うの？」

「参考書だよ、悪いかよ」

　ぼやきながら、リョーマはリアルショップと呼ばれる店の扉をくぐる。

　そこには商品棚が並べられているが、その棚の前にコンソールが置かれている。それを使い、欲しい品物の名前を検索すれば、その品物が実寸大で表示される仕組みだ。

「えーと、『共選教育社出版、受験対策にバッチリ、化学問題集』……と」

　リョーマが検索した品物が棚に浮かび上がった。Ｂ５サイズの本を手に取ると、それをレジに持って行く。そこではＮエヌＰピーＣシーの店員が支払いの手続きをしてくれるのだ。

「いらっしゃいませ！　そちらの本をご購入ですか!?」

　やたら愛想のいい眼鏡の女性店員だった。チルと同じような獣人族だが、ショップ店員の制服なのか、エプロン姿が似合う犬型の女性だ。

「はい、この本を」

「ギフト用ですか？　それともご自分で？」

「自分で使います」

「それでは、こちらにカードの暗証番号をどうぞ！」

　笑顔でコンソールを差し出してくる女性店員。

　まるで人間のような態度だ。これでＮＰＣというのだから、分からない。街中を歩いていても、プレイヤーと見分けがつかない。

　サービス開始当初は、こういうＮＰＣも決められた対応しかしなかった。しかしバージョンアップのたびにＡエーＩアイが強化されているらしく、音声を認識して簡単な会話くらいなら可能になっている。ＭＵＳＥミユーズ社の謎なぞの技術のひとつと呼ばれている。

「ご利用、ありがとうございました！」

　カードから代金を引き落とされた電子書籍は、リョーマの手元に残る。

　ＬＬＯの世界にいながら、実際の日本円を使って、本を購入したわけだ。

　こういうリアルショップは、さまざまな街に配置されている。本ならばアイテムとして手に入るが、実物を購入すれば宅配で届く仕組みになっている。家から出ることなく買い物ができるのだ。

「……今日は、ちゃんといるんだな」

　思わず呟つぶやいてしまった。

　するとリョーマの声に反応したのか、

「はい。プレイヤーの皆さんにはご迷惑をおかけしております」

　獣人族の店員が頭を下げた。

「原因は……まだ分からないのか」

「当番の子がサボってるんです。まったく、すぐにどっか行っちゃうんだから。私も休日出勤なんですよー」

　困った顔をするＮＰＣの店員。

　──なるほど、そういう設定なのか。

　ＮＰＣがいないのは、プレイヤーにとってはバグだが、この世界にとっては何らかの事情がある。あくまでサーバーの都合という事を悟らせないための演出なのだろう。

　リョーマが店員に会釈すると、彼女も笑顔で一礼する。

「ありがとうございましたー！」

　リアルショップを出たリョーマは、参考書を荷物インベントリに入れて歩き出す。もう街には用はないので、帰って勉強をするだけだ。

「リョーマが買ったの、参考書？」

「ああ。もうすぐテストもあるし、そろそろ勉強にも力入れないと。ていうかチルも同い年くらいだろ？　そろそろ勉強しなくていいのかよ」

「え、私は別に……」

　照れ笑いをするチル。前もそんな事を言っていた。

「大丈夫か？　勉強できるのか？」

「勉強……全然できないや」

　笑うチルの表情が、どんどん沈んでくる。

「ヒッキーみたいに頭がいいならともかく、そうでないならちゃんと勉強くらいしとけよ。一生ＬＬＯの世界に閉じこもっているわけにもいかないんだぞ？」

「…………」

　下を向いて、チルは何も言わない。

　いつもなら笑うか怒るかするチルだが、いつまでたっても何も言わないまま。

　──やばい、強く言い過ぎたか。

　そんなつもりは全くなかったが、チルの痛いところをついてしまったようだ。

「悪い、チル。ああ、えと、勉強ができなくても大丈夫なように、色々と見聞を広げるって方法もあるぜ。だから、勉強だけが人生じゃない」

「あ、ううん、違うよ、別に怒ったんじゃないよ」

　慌てて手を振るチル。

「ねぇ、それよりリョーマは学校でどんな事やってるの？」

「なんだよいきなり」

「いいじゃん。聞かせてよ、リアルの事」

「リアルの事を根掘り葉掘り訊きくのはマナー違反だぜ」

「何を今さら。敵てきに対してマナーも何もないじゃん」

　そういえば、そうだった。

　今さらイヌガミ家相手に遠慮する必要などないのだった。

　しかし、変な関係だとは思う。

　彼女たちイヌガミ家を本当の悪と思ったりはしない。むしろ好感が持てるプレイヤーだと思う。

　あのアイテムの一件も、少しのすれ違いが招いた事故のようなものだ。彼らは彼らのルールでアイテム分配をしていたのだろうし、自分たちのルールを武力で押しつけるようなやり方も良くなかった。

　今となっては後の祭りだが、もしも事前にアイテム分配のルールを決めていたら、今こうして武器スキルや対人戦の技術を磨く事もなかっただろう。

　では、今からでもお互いに謝って仲良くすべきか？

　それも違う。イヌガミ家を倒す事は、もはやサワタリ家の悲願。それはゲームコンテンツのひとつであり、絶対に攻略しなければならないボスキャラなのだ。

「ねー、リョーマ。聞いてるの？」

「んー、悪い、正直あんま聞いてなかった」

「聞きなさいよ！　ていうか話してよ学校の事！」

「なんでそんなに学校の事が知りたいんだよ」

「…………」

　また貝のように黙るチル。

　もしかして彼女もヒッキーのように何らかの事情で学校に行ってないのだろうか。だからこそ他の人が通う学校というものが知りたいとか──

　別にＬＬＯに限らず、世の中には様々な事情の人間がいる。

　同じ学校に行かない人でも、病気などの理由で通えない者、いじめなどの精神的な理由で学校を嫌っている者、あるいはただ単にサボッている者など。

　そういう人とも出会えるのが、オンラインゲームの利点だ。

　なにも学生だけではない。様々な職種、様々な人種と触れあえ、しかも対等に話せるのは、ゲームというひとつの共通ルールのおかげである。

「……そうは言ってもなぁ。俺のクラスは、別に語るような事はないぜ。問題もなければ、目立つようなキャラの奴もいないし」

「この世界にも、何人もいるんでしょ？」

「ああ。クラス用のギルドがあってな。今だと二十人くらいかな──半分以上がプレイしてると思う」

　リョーマはウィンドウを開き、クラスのギルドの欄を開く。今の時間ならほとんどのメンバーがログインしていると思うのだが──

『おい、リョーマいるか？』

　そのクラスのギルドチャンネルから、ひとりのメンバーが名指しで呼んできた。リョーマがウィンドウを開いたタイミングは、まったくの偶然だ。

『どうしたワックス』

『あのさ、短剣使いの「コノカ」ってプレイヤー、お前の妹だよな？』

『ああ、そうだよ。それがどうしたんだ？』

『さっき、俺とキンクリートで助けた。まだちょっと不安だから来てくれ』

　クラスメイトの発言が、一瞬分からなかった。

　が、その真意に気づいたリョーマは、ウィンドウを閉じるとすぐに走り出した。
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　違うエリアだったら、ワープしてでも駆けつけただろうが、幸いコノカは《アルケニアの街》の入り口付近にいた。

「コノカ！」

「コノカちゃん！」

　数人のクラスメイトに囲まれているコノカは、その場に座り込んでいる。

「おお、リョーマ！」

　ローブを着たクラスメイトの男子がリョーマに手を振った。同時に持っている杖からは回復魔法が発せられている。

「ワックス！　何があったんだ!?」

「ＰＫだよ」

　クラスメイトは簡潔に答えてくれた。

「コノカちゃんが街の外で襲われているところを助けた。ちょうどＰＫがＯＫな門の外から四人くらい出てきたな」

「ここでＰＫ……？」

　街とは多くの人が集まる場所だ。

　門の外でＰＫをやろうと思うなら、その直後に数十人のプレイヤーから狙い撃ちにされると思っていい。非常にリスクの高い行為であり、だからといって得るものは少ない。

　およそメリットなどほとんどないのに、なぜコノカは襲われたのか。

「コノカちゃん、大丈夫？」

「う、うん……怖かった」

　座ったまま震えているコノカの側で、チルが屈み込む。

「無事で良かったよ」

「……うん。あの人達のおかげ。お兄ちゃんのクラスメイトだって」

　二人組のクラスメイトが親指を立ててナイスなスマイルを見せる。学校では下ネタばかりのバカな連中だが、基本的に女性プレイヤーに対しては紳士だ。

「それはいいけど、どうしてコノカが狙われたんだ？」

　リョーマが尋ねるが、

「わかんない……街の外にいたのは、私だけじゃないのに」

　そうだ。ワックスがその場で助けてくれたのだから、彼らも街の外にいた事になる。どうしてコノカひとりが狙われたのだ。

「原因なんかどうでもいいさ。ＰＫの考える事は分からない。それより、用事を済ませたら今日はログアウトするといい」

「うん、そうする」

　コノカは立ち上がり、呼吸を整える。

　もう大丈夫だと思ったワックスが回復魔法を止めると、コノカは一礼した。

「すみません、お礼言うの遅れちゃって。助かりましたっ」

「んーん、いいのいいの。女の子を助けるって、それだけでカッコイイっしょ！」

　親指を立てるワックスとキンクリートの二人組。

「あと、皆さんもありがとうございました！」

　コノカが頭を下げたのは、門の外に立っている二人の番兵。

　槍を携えた彼らはＮＰＣであり、常にこの街を守っている。モンスターやＰＫが現れたら、颯さつ爽そうと駆けつけて攻撃してくれる頼もしい味方だ。

「なんの！　助かって良かったよ！」

「俺たちに任せてくれ！」

　ＮＰＣである二人の番兵は、コノカのお礼にも律りち儀ぎに反応する。本当によくできたＡＩである。

「ところでリョーマ、そちらの双剣使いのお嬢さんはお前の彼女か？」

　チルを見る二人の視線が険しくなる。正確にはチルの隣にいるリョーマに対してだ。彼らは彼女がいる男子に関しては、異様に敵意を持つ。

「違う。彼女はお隣さんだ。この話、ルシフェリアにもしたな……」

「そういやアイツ、最近見ないな」

　ルシフェリアの名前を出すと、二人も首をかしげる。

「赤ネームになったんだっけ？　そろそろ刑期が終わる頃だよな」

「そうだな。そしたらまたパーティ組んで遊ぼうぜ」

　笑ってクラスメイト二人は去っていった。

　最初は怯おびえていたコノカも、徐々に明るさを取り戻し、本来の目的である買い物のために《アルケニアの街》の雑ざつ踏とうの中に走っていった。

「街の外にＰＫとか、物騒になったねぇ」

　チルの言葉に、リョーマは疑問を抱く。

　──これは物騒という言葉で片付けていい問題だろうか。

　悪い予感は的中し、その日から事件は始まった。







　翌日、またコノカが襲われた。

　今度は食材である《レインボーベリー》という果実を採取するために、低レベルのモンスターしか出没しないエリアに出向いた時の事だったという。

《レインボーベリー》は決して高価な食材ではない。むしろどこにでもあるような汎用素材なので、マーケットにもよく出品されている。だがコノカはそれを買う金を惜しんでわざわざ食材を採りに行くのが趣味だった。

　戦闘不能になって戻ってきたコノカは、装備以外の全てのアイテムを失っていた。

「…………なんで、二日も」

　呆然とするコノカを抱きしめるのは、ミミ。

「大丈夫よコノカ。そういう事もあるわ」

「お母さん……」

　母の胸に顔を埋めて泣くコノカに、リョーマはかける言葉がなかった。

　戦闘不能になると、所持しているアイテムを落とす。中には任意のアイテムを盗む技も存在するが、装備などは取られなかったようだ。それだけが救いと言える。

　あとは、ひたすら怒りが湧いてくる。

　コノカをＰＫした犯人を捜して、捕らえたい。

　しかしＰＫの数は十人以上いたらしく、まともに戦っても返り討ちに遭うだけだ。

「お兄ちゃん」

　泣きながらコノカが懇願する。

「次、採取に行くとき、付き合って」

「お前、また行くのか！」

「だって、まだ完成してないもん。お隣さんに勝つためのレシピ」

「コノカ……」

　彼女も中学生だが、いっぱしのプレイヤーだ。甘えているだけではなく、目標を持って行動している。

　サワタリ家の目的は、今やひとつだ。

　そのために全員が一丸となって戦っているのだが、コノカだけ特別扱いはできない。

「分かった。コノカ、俺も付き合うよ」

「ありがと」

　小さく笑う妹に、リョーマは強く頷いた。

「お父さんも手伝ってよ」

　その様子を見ていたミミが、傍らにいたゼンゴローに話を持ちかけるが、

「うん、僕も時間が空いたら駆けつけるよ」

「時間が空いたら？　何か他に予定でもあるの？」

「会社のギルドの狩りが活発になってきてね。専務の装備を作るために素材を集めなくちゃならないんだ」

「あー……大変だね」

　苦笑するコノカ。

　ＰＫは今そこにある危機だが、ゼンゴローの問題も放置できない。なにしろ父が職を失ったらこうしてゲームもできないのだから。

「だけど、もしＰＫが現れたら連絡してくれ。専務との狩りを放ってでも駆けつける」

「いやそこは専務を優先していいよ！」

　慌ててコノカが止めるが、どちらにせよゼンゴローは間に合わないだろう。ＰＫに襲われてから連絡したとしても、駆けつける間に全てが終わっている。

「あと、コノカの装備も強くしておくよ。ＰＫに狙われた時のために、対処しやすいのを考えておく」

「よろしくね、お父さん！」

　強い装備を作ってくれるという事で、ようやくコノカの笑顔も元に戻ってきた。脳のう天てん気きとも呼べる彼女の笑顔があってこそ、サワタリ家も華やぐというものだ。
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　コノカを守るという名目で、リョーマの行動も自然に変わってきた。

　それまではイヌガミ家を倒すための準備に勤いそしんできたが、この状況になるとそうも言っていられない。

　コノカがどこかへ行くというのなら、兄として守るべきだと決めている。

「……何、お兄ちゃん」

　自宅のキッチンで調理の製作をしているコノカを見つめていると、露ろ骨こつに嫌な顔をされてしまった。

「いや、どこかへ行く時は俺に言うんだぞ。ついていくから」

「大丈夫だって。ＰＫなんてそう簡単に出るものじゃないし」

　とは言うが、二日連続で襲われるというのは珍しいものだ。何者かが意図的に企んでいない限り、そうある事ではない。

「つってもさぁ……ちょっとコレは……」

　コノカはうんざりしてリビングを見回す。

　そこにはリョーマだけではなく、他の人間もいた。リビングの扉から続いている竈かまどの前ではゼンゴローがブラックに鍛冶のやり方を教えているし、ミミはソファに座って服を作っている。

　さらに毒を作っているリョーマの隣では、チルがマンガを読んでいた。

「鍛冶やってるブラックはともかく、お前はなんでここにいるんだよ！」

　まるで自宅のようにくつろぐチルに怒鳴ると、

「だってミミさんがマンガ貸してくれるって言うから」

「自分の家で読めばいいだろ……」

「むー、別にいいじゃん」

　口を尖らせて立ち上がるチル。

　リョーマとしても別にいいのだが、敵が毎日のように家に入り浸るのはいかがなものかとも思うのだ。

「まるで自分の家みたいにリラックスしやがって」

「だってここ、本当にリラックスできるんだもん」

　チルはニコニコしながらリビングを見る。

　別に変な家具は置いていない。寝転がってマンガを読めるソファやクッション、それからテーブル。特別なものは何もない。リアルの家ならばここにテレビのひとつでも置いてあるだろうが、それは茶の間兼会議室だ。

「チルの家はリラックスできないのか？」

「うーん、そういうわけじゃないんだけどね。やっぱりリョーマの家の方が落ち着くな」

　落ち着くと言われて、悪い気はしない。

　しかしそんなに違うものなのだろうか。よく考えてみると、リョーマはイヌガミ家の中に入った事がなかった。そちらの方が当たり前なのだが。

「チルの家って、どうなってるんだ？」

「あ、見に来る？」

　するとチルは立ち上がり、身体を伸ばす。

「ちょうどいいや、マンガ借りて帰ろうと思ってたから、一緒に行こうよ」

　屈託のない笑顔で誘うチル。

　ゲームなのだから別にいいが、なぜか彼女に家に誘われると不思議な気分になる。まるで本当の家に呼ばれているようだ。

「あ、チルさん。帰るなら、これ持っていって！」

　コノカがチルに渡したのは、何かのアイテムだ。リョーマには分からないが、チルは理解したようだ。

「ありがとね、コノカちゃん」

　笑顔で手を振ると、チルはリビングのベランダから外に出た。そのまま隣にあるイヌガミ家へ帰って行く。

　ふと、リョーマも立ち上がってそれを追った。

「チル」

「ん？」

　柵を越えて自宅に入ろうとするチルを呼び止める。

「ありがとうな。わざわざコノカの様子を見に来てくれて」

「ううん。コノカちゃんがどこかへ行く時は、私にも声かけてね。護衛くらいならできるからさ」

「ああ。ありがとう」

　チルの──いや、イヌガミ家の気遣いがありがたい。

　対決を挑んだ間柄として、表立って守るような事はしない。

　それでもコノカが心配なのは彼女たちも一緒のようだ。その心だけでも嬉しい。

「ただいま～」

　マンガを持ったまま、チルがイヌガミ家のベランダから中に入る。ネットゲームの出入り口はあまり重要視されないケースが多い。玄関というものも存在せず、家の中に入れば自動的に靴が脱げる仕様なのだ。

「あらおかえりチル。それからリョーマくんも」

　イヌガミ家のリビングにいたのは、エリザだった。

　彼女が座るイスは、木製の一般的なものだ。それが四つテーブルを囲んでいる。

　他には観葉植物、カーペット、カーテンなど、一般的な家に必要なものは全て揃っているのだが──

　確かに、ウチの方が落ち着きそうだとリョーマは感じた。

　チリひとつないリビングは、整然としすぎているのだ。まるでコンピュータが配置を決めたかのように、ぴったりと収まるべき場所に収まっている。

　どちらが綺麗かと言えば、それはイヌガミ家だ。

　ただこの状態を崩してはいけない、汚してはいけないと思ってしまう。

　だからサワタリ家の方が楽にゴロゴロできるのだろう。

「お母さん、はいこれ！　コノカちゃんから！」

「まぁ、待っていたのよ！　助かるわぁ！」

　チルがエリザに渡したのは、紅茶だった。アイテムリストから具現化すると、その場にホカホカの紅茶が入ったカップが出現する。お茶系の飲料は、主に法ほう撃げき使いのステータスがアップする能力がある。

　エリザは嬉しそうにカップを手にすると、早速飲み始めた。

「ん～！　これこれ！　この味！　コノカちゃんの作るお茶は本当に美味しいわ！」

　頰ほおに手を当てて喜ぶエリザ。

　心から美味しそうに飲んでいるが、リョーマにはそこまで違いが分からない。

　出力デバイスから発せられる疑似情報によって匂いや味はある程度分かるが、紅茶の種類が分かるほど舌は肥えていない。凄腕プレイヤーになると、味や匂いも見分けられるというが、それには一般的なゲーミングデバイスでは不可能だ。

「お母さんもお父さんも、コノカちゃんのお茶が大好きなのよ。いつも作ってもらってるんだ」

　楽しそうに語るチル。

　リョーマは納得しかけるが、

「カーネギーさんも？」

　はて、射撃能力が上がるお茶があっただろうか。

　それともエリザと会話するために、あえてお茶に付き合っているのだろうか。もしもお茶の味が分かるのだとしたら、イヌガミ家はどのようなデバイスを使っているのだろうか。

「なぁチル。お前の家って、もしかして金持ち？」

「え？　別に普通だけど？」

　そうは言うが、会話の端々に育ちの良さが見え隠れしている気がする。

　色々と気になるが、脳天気なチルの笑顔を見ていると、そんな事はどうでも良くなってくるのだった。
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　しかし、それから数日が経つと事態はさらに悪化した。

　コノカはそれからも採取に出かけたが、リョーマや他のフレンドと一緒に行動すると襲われる事がなかった。二人以上でパーティを組んだ場合は、ＰＫの影も形も見えない。

　が、それで安心してコノカが単独で行動すると、いきなりＰＫが出現する。

　慌てて二人以上になると、また消えてしまう。

　しかも敵の行動はフィールドエリアに留まらなかった。コノカが街にいる時も、常に誰かに見張られている気がするという。そして街から一歩でも外に出ると、コノカを狙った矢が飛んでくるのだそうだ。

　ＧゲームＭマスターにも通報した。

　どの街にも配備されている、警官の制服を着たロボットのアバターに事情を説明したのだが、ＧＭ側では介入できないとのこと。

　理由も説明された。

　まずＰＫはゲームで認められている行為だ。ゲーム内犯罪は、赤ネームというペナルティが自動的に科せられる。様々なサービスが受けられないという罰がすでにあるのだ。

　ただプレイを著しく阻害するような暴言や妨害行為などは、アカウント停止などの処罰が行われるのだが、コノカを攻撃した集団にはそれが適用されないのだ。

　彼らはただＰＫをするだけ。暴言を吐いたわけでも、行動を止めたわけでもない。それはログにしっかりと残っており、ゲーム内で認められた犯罪行為以外はされてないのだ。

　また、ＰＫを仕掛けてくる人間は一定ではなく、常に違う。そのため名前を覚えて対処するのも難しいし、ひとりのプレイヤーを通報しても意味がない。

　相手はそれを熟知しているのだろう。ルールを逸脱しない範囲で、最大の嫌がらせを続けているのだ。

「なんで……私ばっかり……！」

　泣き出すコノカの疑問に答える事は、リョーマにもできない。

　むしろリョーマが知りたいくらいだ。

　うずくまるコノカの肩に触れると、彼女の震えが伝わってくるようだった。

　リアルならば彼女の様子がもっと分かるだろうが、ログアウトして彼女の部屋に行く勇気がなかった。

　もっと悲しんでいるコノカの姿を見て、無力感に打ちひしがれたくなかったから。

　弱々しい妹の側で、リョーマはある結論に達する。

　──敵は、コノカを集中的に狙っている。

　それだけなら、まだ分かる。

　コノカは明るくて優しい妹だ。リアルでも友達が多い。

　だけど世の中のどこかにはコノカの事が嫌いな者が存在するかもしれない。それは人間だから仕方がない。

　が、ここ数日のＰＫの行動はおかしい。

　コノカがいる場所に常に張り付き、パーティを組んでいなければすぐに襲ってくる。

　さらに転移系の魔法や、ワープゲートなどのサービスを使って一瞬でエリア移動しても、彼らはどこまでもついてきた。

　まるで、コノカがどこにいるのか常に分かっているようだ。

　この事実に気づいたコノカは、とうとう外出をやめてしまった。

　採取で手に入れていた食材はマーケットを利用して購入するようになり、フレンドと遊ぶ時はわざわざ自宅まで来てもらった。

　コノカの友達は調理ギルドの仲間が多いので、自然に家の中で料理を作る事が多くなる。

　今も三人でキャイキャイ騒ぎながら何かを作っているところだ。

　同い年くらいの女の子がキッチンで楽しく料理をする姿は微笑ましいものだ。

　しかしちゃぶ台の前でそれを眺めているリョーマは、どこか空くう虚きよなものを感じる。まるで──そう、いじめの被害を受けた女の子が慰なぐさめられているような、乾いた雰囲気。

　実際に、いじめじゃないか。

　たったひとりのプレイヤーを執しつ拗ように追いかけ回し、襲いかかる。

　ただのＰＫよりもたちが悪い。

　おそらくコノカを狙っているのは、同い年の子供ではないだろう。きっとリョーマと同い年くらいの高校生もいれば、社会人だっているかもしれない。立派な大人が、集団で中学生のプレイヤーを追い詰める。これがどれほど恥ずべき行為か分かっているのか。

「…………」

　時折、コノカは窓の外を見る。

　その目は外への憧れではない。

　誰かが見ているかもしれないという、恐怖だ。

「どしたの、コノカ」

「ううん、なんでもない」

　最近では、彼女の笑顔も曇ってきた。

「ほーら、みんな！　新しい装備ができたから、着てみて！」

　ミミが三着の装備を持って走ってくる。

「わー、ありがとうございます、お母さん！」

「こっちがコノカの調理エプロンね。それからこっちのエプロンはハララちゃんで、こっちがヨヨキキちゃん」

「うわー、エプロン可愛い！　すごいねコノカちゃんのお母さん！」

　彼女の──彼女たちのために、なんとかしてやりたい。この楽しい時間を、家の外でも感じて欲しい。

　しかしＰＫの連中はすぐに現れては、風のように消えてしまうので足取りが摑つかめない。

　心当たりがあるとすれば、以前襲われた連中だ。

　だがリョーマは彼らについて情報を持っていない。唯一、ひとりだけギルド名を確認しかけたのだが、「ＰＫ」というイニシャルだったか定かではない。

　もしも彼らが世間を騒がせている「ＰＫ」だとしたら、討伐するのは難しい。なにしろ屈強なプレイヤーが何人も殺されている。リョーマひとりの戦闘力では厳しい。

　だが、ただ殺すだけでなく、こうやって陰湿な嫌がらせをするようなプレイヤーは許しておけない。

　なんとかしてやりたいが──

『……リョーマ、ちょっといいか』

　囁ささやく声。

　個人用のチャットだ。

『ルシフェリア？』

『今、ちょっといいか？』

『どうした？　お前、赤ネームは解けたのか？』

『……さっき解けた。だから、ちょっと会いたい。内緒の話がしたい』

『？』

　内緒話なら、このチャットでもいいだろう。

　しかし彼はあえて直接会いたいと言う。

　理由は分からないが、リョーマは立ち上がる。

「コノカ。ちょっと出かけてくるけど、何か欲しいものあるか？」

「あ、じゃあ《オレンジジュース》を二百個お願いしていい？」

　大量の素材を要求するのは、調理スキルを研けん鑽さんするためだろう。

　それでもコノカは、戦う意思を消していない。

　だからこそ、ＰＫ集団には腹が立つのだ。







　呼び出されたのは、ウェイウッドから遠く離れた海のエリア。孤島にあるリゾート場で、街の施設はあるものの、品しな揃ぞろえが悪いのであまり人はいない。レストエリアになっているので、戦闘が起こらないのが唯一の利点だ。

　その、人の少ない島の誰もいない宿屋の中に、ルシフェリアはいた。

「こんな所まで呼び出して、どうしたんだ？」

　転移サービスでワープしてきたリョーマは、暗い表情のルシフェリアを見て、何か嫌な予感がした。

「リョーマ……俺……」

「ここでしか話せない内容なのか？」

　ルシフェリアはしばらく黙ると、いきなり膝を折った。

「すまん、リョーマ！」

「えっ!?」

　唐突な土ど下げ座ざに、リョーマは反応できない。

「俺は最低な奴だ！　俺を殴ってくれ！」

「待てよ！　なんだよいきなり！　わけがわからん！」

「俺は……俺は……！　うおおおお！」

　いきなり男泣きに泣くルシフェリアを見て、だんだん腹が立ってきた。

　とりあえず土下座している彼を蹴り飛ばし、強引に上を向かせる。

「いいから事情を話せ。殴るのはそれからだ」

「今蹴ったじゃねーか！」

「だから、用件次第では殴る」

「わ、わかった……話すよ」

　それからルシフェリアは宿屋のイスに座り、ようやく事情を話し始めた。

「……コノカちゃんの件、本当にすまない。あれ、ウチのギルドのせいだ」

「お前のギルド？」

「俺、赤ネームになった時に拾われたギルドがあって……『プリメーラ王国』っていうんだけど、そいつら、前にお前とコノカちゃんにＰＫ仕掛けて失敗して」

「あの時の──あいつらか！」

「その逆さか恨うらみなんだ。コノカちゃんが狙われたの」

　事情は理解した。

　ただ、ルシフェリアはＰＫには加わっていなかったのは覚えている。きっと新入りだから雑用などをやらされていたのだろう。

「けど待て、なんでコノカだけなんだ？　俺だって狙われてもおかしくないのに」

　それにチルやブラックだってそうだ。

　コノカひとりに集中した理由は──

「そ、それは……」

　ルシフェリアは口ごもったが、意を決して話し始める。

「う、うちの姫ちゃんが一番気に入らない奴だったから……」

「姫ちゃん？」

「リーダーのプリメーラ姫が、可愛い女の子が嫌いで……だからコノカちゃんを徹底的にマークして、嫌がらせをしろって命令で」

「なんだそれ？」

　怒りを覚える前に、まず理解する必要があった。

　ただコノカが可愛いからという理由だけで、仲間を使って攻撃するのか。そんな人種がいるものなのか。

「うちのルンスロットって騎士がストーカーの達人で、一度決めた相手はどこまでも追いかけるのが上手くって」

「騎士なのにストーカーって……」

　話を聞けば聞くほど、理解から遠くなるギルドだ。

　しかしＰＫ集団なのだから、ある程度の組織力はあるのだろう。どうやって運営しているのか気になるところだが、知っても参考にはならないだろう。

　とにかく、敵の正体は分かった。

　彼がいた「プリメーラ王国」という名のギルドが問題なのだ。いずれ討伐隊が結成されるだろうから、彼らに任せておけば、いつか退治してくれるだろう。

「すまなかった……俺、悪いと思ってても、言えなくて……」

「いいよ。今こうして話してくれただろ」

　ルシフェリアが謝ってくれただけ、まだ救われる。

　しかし、疑問はまだある。

「なぁ、ひとつ分からないんだけど」

「何だ？」

「さっきストーカーの騎士がいるって言ったよな？　ストーカーって言っても、常にコノカの位置が分かるわけじゃないよな？」

　コノカは追われているだけではない。

　例えば転移して遠くのエリアに移動しても、行き先で待ち構えられているというケースがあった。まるでコノカがどこへ移動するか知っているかのように。

「そういうチートツールでもあるのか？」

「……それは…………」

　また俯うつむくルシフェリア。

　彼の口から漏れ出た真実は、リョーマの意思を決定づけるのに充分な威力を持っていた。

「……あいつら、コノカちゃんのフレンドに直接聞いたんだよ」

「……っ！」

　コノカのフレンドなら、彼女がどこへ行くか分かる。常に居場所が分かるし、そうでなくとも会話の中で次の行き先を尋ねる事くらいできる。

　コノカもまさか友達の中に裏切り者がいるとは思っていなかっただろう。

　その気持ちを利用して──！







　ルシフェリアから内通者の名前を聞いたリョーマは、すぐに現場に向かった。

　彼らのホームタウン、《アルケニアの街》の調理ギルドだ。

「あらリョーマ。どうしたの？」

　調理スキルが上昇する場所効果を感じつつ、その建物に入る。そこは全ての机がキッチンであり、いたるところで職人が料理を作っている。ゲームなので火事の心配がないし、水道も必要ない。

「……さそりさん」

　彼を迎えてくれた調理ギルドのリーダーは、リョーマの表情を見て驚く。彼自身、今自分がどんな顔をしているのか分かっていない。

「……このギルドに、ヨヨキキって名前の人がいますか」

「ヨヨキキ？　いるわよ」

「今、どこに？」

「さっきコノカちゃんに会いにいったけど……会わなかった？」

「えっ」

　そういえば、コノカと一緒に料理を作っていたフレンド。

　──あの片方の名前が、確かヨヨキキ。

　もう一度家に戻ろうかと振り返った時、

「あ……」

　調理ギルドの入り口に、そのヨヨキキという名の少女がいた。

　コノカと同い年くらいで、身長もそれくらい。リョーマと並んで立つと、どうしても見下ろす形になる。

「君が、ヨヨキキ？」

「えっと、あの──」

　時間をかけるつもりはない。

　リョーマはすぐに本題を切り出した。

「プリメーラ王国というＰＫ集団にコノカの位置情報を渡していたのは、君か？」

「……っ！」

　動どう揺ようしたヨヨキキは数歩下がると、ギルドの入り口に座り込む。

「ちょっとリョーマ、そりゃどういう事だい？」

　リョーマより背が高いさそりが、彼を詰きつ問もんするような目で睨にらむ。が、彼女よりもヨヨキキの動向を見るのが先だ。リョーマはヨヨキキから視線を外さない。

　もしも妹を裏切ってＰＫ集団と一緒に笑っているような奴だったら、これ以上妹に近づいて欲しくない。それは互いにとって不幸になるから。

　ヨヨキキはしばらく動かなくなると、

「……ごめんなさい」

　震える声で、そう言った。

　そして、

「──助けて」

　続けて漏もれた言葉に、リョーマとさそりが驚く。

「──私、コノカの事、好きなの。裏切りたくなかった。でも、あいつら」

「あいつらが……君に何かしたのか？」

「ま、まだ、されてない、でも──」

　言葉が途切れ途切れになっている。嗚お咽えつをこらえるヨヨキキの言葉を、リョーマはじっと待つ。

「こ、今度、フレンドの誕生日パーティがあって、あいつら、それをつ、潰すって脅して、わたし、みんな、巻き込みたく、う──」

「分かったよ。もう大丈夫だから」

　さそりが長い腕でヨヨキキの全身を包み込むように抱きしめる。

　静かにさそりの胸で泣くヨヨキキ。

　彼女も被害者だった。

　このゲームのＧＭはちゃんと仕事をしてくれている。理不尽な嫌がらせや暴力に関しては、きちんと処罰をしてくれる。

　だが、それらは警察と同じで、事件が起きてからでないと対処してくれない。

　起きていない事件に関して、ＧＭは関与してくれない。

　アイテムを奪われたとか、何かを壊されたのだとしたら、ＧＭ権限で修復はしてもらえるだろう。

　しかし楽しい時間を台無しにされた悲しみはどうしようもない。

　コノカの件も同じだ。ＰＫはあくまで仕様上では許された行為であり、それ以上の不正な事をされたわけではない。

　今回の事だって、コノカのフレンドを使ったのは、何も情報を得るためだけではない。友達を裏切らせて、友情に亀裂を入れようとしているのだ。

　もしもこの話をコノカが聞いたら──

「ヨヨキキ……？」

　聞き慣れた声に、顔を上げる。

　ここは調理ギルドの入り口。ギルドに縁のある者ならば、誰が来てもおかしくない。

　だが、何な故ぜこんな時に。

「コノカ──！」

　立ち尽くすコノカの顔を見れば、今の話を聞いていたかどうか分かる。

「コノカ……私……！」

　ヨヨキキがコノカに縋すがるように抱きつく。

　コノカは一度だけ頷くと、黙ってヨヨキキを抱きしめた。

　それだけで彼女の気持ちは分かった。

「…………」

　だが、コノカは泣いている。

　静かに目を閉じている。

「…………ここまでするの…………私の友達まで巻き込んで……私、そんなにひどい事したかな……？」

　ヨヨキキの痛みまで引き受けているかのように、コノカは何かに耐えている。

　いや、彼女はずっと耐えていた。

　しかし周りの人間まで巻き添えにしていると知った時、とうとう決壊したようだ。自分ひとりの痛みなど、大切な人が受ける痛みに比べたらたいした事はないのだ。

　悔しいが「プリメーラ王国」とやらの攻撃は成功した。

　たったひとりの妹を、ここまで痛めつける事ができたのだ。プリメーラ姫とやらの目的は達成されたわけだ。

　そしてコノカは、静かに呟くのだ。




「私……こんなに好きなゲームなのに、こんなに好きな友達がいるのに、それなのにこのゲームを続けるのが辛いよ。どうしてなの……？」















　ゲームとは、遊ゆう戯ぎだ。

　楽しむために存在するものだ。

「ＬＬＯを続けたいのに、続けたくないんだよ。私、どうしたらいいの……？」

　時にはストレスを感じる事もあるだろう。しかしそのストレスを克服した時に得られる快感はひとしおだ。

　だが、今のコノカにはその快感はない。

　ただただ苦痛なだけのゲームに、存在価値などない。

　──クソゲーだ。

　このライブライフオンラインというゲームが、ではない。

　オンラインゲームの楽しさは、人間によって決まる。

　──誰がクソゲーにした。

　考えるまでもない。

　──なら、どうする。

　リョーマの手が、マーケットの画面を呼び出す。

　他のプレイヤーが出品している、ありったけの毒薬の材料。

　その中でもレア中のレアな素材を選んでカートに入れていく。

　──クソゲーの原因を、取り除く。

　それができるのも、またオンラインゲームの特徴だ。




　マイクロウの言葉を思い出す。

　このゲームで一番の敵は、人間なのだ。




　だから、リョーマも彼らの敵になる。
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　リョーマは庭先で毒を作る。

　頭上には太陽が輝いているが、周囲には誰もいない。歩行者どころかマウントに乗って移動するプレイヤーもいない。

　ＬＬＯ内の時刻は午後一時だが、現実世界では深夜三時。

　それでもリョーマは一心不乱に毒を作る。現在アイテムとして使える中で最強の毒と言われる《ローズカンタレラ》をさらに煮詰め、溶解効果のある《濃のう竜りゆう酸さん》や《メガスライムゼリー》と掛け合わせ、毒の濃度を上げる。

　ＬＬＯの製作はスキルと技術の他に、ある程度の運が絡む。

　どれだけ緻密に製作しても、運が悪ければ作成に失敗し、運が良ければハイクオリティ品と呼ばれる高品質なものができる。

　リョーマはそのハイクオリティな毒を目指している。

《ローズカンタレラ》の材料を作る段階で、全てハイクオリティの品を使い、完成した《ローズカンタレラ》自体もハイクオリティ。

　それ以外は捨てる。

　マーケットに出品すれば幾ばくかの金になるが、その時間すら惜しい。

　リョーマが満足のいく毒ができるのは、およそ二十個にひとつ。

　そうして完成した毒を、弾丸に変える。

　この毒の弾丸ひとつひとつに、およそ一万エリンの材料費がかけられている。ＬＬＯにおける一万エリンとは、最初のメインクエストを終わらせたレベルのプレイヤーが、次に持つ武器の値段と同じくらい。下手をすれば一ヶ月は使い続けられるほどの武器だ。

　そんな武器を買える金額を、一発の弾丸に込める。

　最大の毒を叩き込むために。

　机の上に整然と並ぶ毒の弾丸は、およそ二百発。

　あと五百は作らなければならない。

　失敗しても成功しても、その弾は破棄する。必要なのは大成功した弾だけだ。

　そうして黙々と作業が続き、緩やかに完成品の数が増えていく。

「……寝ないの？」

　背後からチルに話しかけられても、リョーマは手を止めない。

「これが終わったら寝る」

「終わる頃には、朝だよ？　リョーマ、学校行くんでしょ？」

「今はこっちの方が優先だ。そういうチルこそ、早く寝ろよ」

「ん……」

　肯定しつつ、チルはリョーマの背後から離れない。

　リョーマはそれでも手を止めず、毒弾を作り続ける。

「チルは……」

「なに？」

「チルの学校では、いじめとかあるのか？」

　返事はなかった。

　その返事次第で話題を変えようと思っていたリョーマは、少しだけ焦あせる。

「あの……ね、私、あまり学校行ってないんだ」

「そうなのか」

　病気か何かだろうか。そういう人でも快適に遊べるのがＬＬＯというゲームだ。今ではガイダンスのおかげで全盲の人でも遊べるらしい。

「けど、いじめに近い現場に遭った事はあるよ。集団で、よってたかってひとりを攻撃したり」

「それを見た時、お前はどうした？」

「止めたよ、もちろん！」

「だよな」

　チルの性格なら、絶対にそうするだろう。

「俺は……リアルだと、どうなるのか分からない」

　リョーマは素直な心情を吐と露ろする。

「いじめを見た時、恐怖ですくんでしまうかもしれない。格闘技をやってるわけじゃないし、ケンカも強くないから、自信がないんだ」

「でもそれって、リアルの話でしょ？」

「ああ。だから不安なんだ。俺が今やってる事が正しいのかも分からない。奴らがやってる事はゲーム内で認められている。こちらに正義があるわけでもない」

「でもリョーマは悪い事だって思ってるわけでしょ。だったら問題ないじゃん。リアルとか関係ないよ。自分のやりたいようにすればいいんだよ」

「……そういうものか」

「そういうもんだよ」

　チルの言葉は、これがゲームだから好き勝手やっていい、と言っているわけではない。

　ゲームでもリアルでも、同じように振る舞えと言っているのだ。

　だからリョーマはきっと、リアルで同じ事があってもこうするのだろう。

「続きは明日にする」

　リョーマは製作作業を終え、作った弾丸を見る。およそ三百発。明日また作業すれば、この倍は作れるだろう。

「ありがとな、チル」

　つい、言葉に出た。

　他の誰でもない、チルとでなければできない話をした気がする。

　彼女の邪じや気きのない笑顔を見ていると、口が勝手に動く。他の誰にも話せないような事でも言ってしまう。

「なんだか不思議だよ」

　不意に、チルがそう言った。

「リョーマだと、何でも話せる気がする」

　──それは今、俺が考えていた事だ。

　なんだか気恥ずかしくなって、顔を背けてしまう。

　いたたまれなくなって立ち上がる。どうせもう作業は終わりだ。

「おやすみリョーマ。学校もがんばってね」

「ああ、おやすみ」

　リョーマはログアウトするために家の中に戻る。ベランダから家に入るまで、チルは庭の中でずっとこちらを見ていた。

　心の中で彼女の夜更かしを心配しつつ、その日は速やかにログアウトした。




　　　＊




　翌日、コノカは調子が悪いと言って学校を休んだ。

　ログインもしてこなかった。

　リョーマはいつも通り学校に行き、部活を休んで帰宅した。夕食までの時間、ログインして準備を整える。そして夕食を終え、風呂に入り、予習は無視して再びログイン。

　自宅──ゲーム内の自宅には、まだ誰もいなかった。父は会社の仲間と狩りに行っているようで、母は街で買い物をしている。いつも通りだ。

　ならば、都合がいい。

『よぉし！　今週の演奏はここまでだ！　ＬＬＯってゲームの温かさを伝えるために、俺はいつもここにいるぜ！　この放送を聴いてくれた全員、俺の大切な兄弟だ！　俺は日本に限らず、世界中のプレイヤーと仲良くなりたい！　じゃあまた来週！　ニポンダイスキはいつでもお前らの心の中に！　ラブ＆ピースだぜ！』

　いつものチャンネルを聞き終えると、リョーマは持てるだけの薬品と回復アイテムを持ち、家を出た。

　無人の家を一度だけ振り返り、頷く。

「どこいくの？」

　庭からいつもの声がする。

　チルだ。

「ちょっと、狩りに」

「ふーん」

　柵を跳び越えて、チルはリョーマの隣に立った。

「忘れ物はない？」

「忘れ物？」

「回復アイテムは持った？　帰還用の《転移の翼》は？」

「ハンカチちり紙みたいに言うな。全部持ってる」

「あと、対人戦ならデバフを解除する薬より、デバフ耐性を強める薬の方がいいよ。集団で戦う時は、そっちの方が便利」

「心こころ許もとないけど、用意はした」

「ちなみに、私もちゃんと準備してきたからね」

「お前……！」

　はっとするリョーマを見て、チルは含み笑いをする。

「私、リョーマみたいに人脈ないからさ、コノカちゃんをいじめた奴らを突き止める事はできなかった。だけど放っておくのも嫌だった」

「けど、お前らはＰＫ退治には消極的だったじゃないか」

「うん、そう。ちょっと事情があってね。そういう場面で目立ちたくなかったの」

　それがどの場面を指すのか、リョーマには分からなかった。

　イヌガミ家にはイヌガミ家の事情がある。それも分かる。

「でも、私はもう我慢できない。コノカちゃんがログインしなくなったのって、そいつらのせいなんだよね？　だったら私はこの剣であんたの役に立つ」

「これはウチの問題だ。お前には関係ない」

「それは分かってるけど──」

「さらに言うなら、これは俺の問題だ。家族にも関係ない」

　ホルスターの銃に触れるリョーマ。

「どうしても邪魔をするなら、お前を撃つ」

「いいよ」

　チルはコートの襟えりを持ち、前を開いた。

　ビキニアーマーのトップスが露あらわになり、形の良い鎖骨が強調される。

「一発くらいで許してくれるなら、撃ちなよ。撃たれてもあんたについていくよ」

「…………！」

　彼女は本気だ。

　たとえ無抵抗のチルに本気の銃弾を数発ぶちこんだところで、倒れやしない。デバフつきの銃弾で毒や麻ま痺ひまみれにしたとしても、チルならその状態のまま追ってくるだろう。あるいは戦闘不能にしても。

「リョーマ」

　まっすぐに視線を向けて、チルはこう言った。

「私を武器だと思って。いつでも使える便利な道具と思っていいよ。必ず役に立つから、私を持っていって」

「……バカ」

　これには、即答した。

「ほら、さっさとパーティ組むぞ、チル」

「うん！」

　メニューウィンドウから、チルをパーティに誘う。

　承諾されると、彼女の簡易ステータスが表示されるようになった。

　これで、彼女は仲間になった。

　友達、恋人、上司、部下、さまざまな人間関係があるが、オンラインゲームにおいてもっとも簡単かつ絶対的な信頼をおける集団が、パーティだ。

　パーティとは、ステータスや位置情報を見られたり、バフ効果をかけられたり、個別のチャットモードが使えたりするだけの関係ではない。

　同じ目的を持った者同士が、一時的に仲間になる。

　たとえそれが、いがみ合っているお隣さんだろうと。

「よろしく」

「うん、よろしく！」

　パーティを組んだ仲間には、必ず言うべき挨拶だ。

「あ、それからね、リョーマ」

「ん？」

「さっき、家族も関係ないって言ってたでしょ？」

「ああ、言った」

「それ多分、ウソだよ」

「？」

　チルの言葉の意味が分からず、リョーマは首をかしげた。







　同時刻、《アルケニアの街》の職人街で、女性プレイヤーが何人か集まっていた。

「本当にこれでいいの、ミミさん？」

「ええ、ありがとう！　助かったわー」

　数人の主婦プレイヤーに囲まれたミミは、大量の素材アイテムを荷物インベントリに入れていた。嬉しそうに素材を吟味する彼女を見て、数人の友達が訝しむ。

「ねぇ、ミミさん。それ革かわ素材よ？　本当にいいの？」

「ええ、いいのよ」

「でもあなた、《裁さい縫ほう》スキルはともかく、《革細工》スキルはそれほど高くないわよね」

「うふふ、上げちゃった」

　ミミは笑顔で答える。

　事実、彼女の《革細工》スキルは《裁縫》スキルに追いつこうとしている。生なま半はん可かな時間ではたどり着けない。平日の昼間も一生懸命上げていたのだ。

「《裁縫》だけじゃ足りないって、いったい何を作るつもりなのよ」

「ねぇ……本当に」

　苦笑する主婦達の間で、ミミは笑顔を崩さない。

　と、そこへ新しい人影が近づいてきた。

「あらエリザさん、こんばんはー」

「どうもこんばんは」

　微笑みながら近づいてくるエリザ。ミミと目が合うと、小馬鹿にしたような表情になる。いつもはそれにミミが対抗して睨み付けるのだが、今日は笑顔のまま。

「どうしたのかしら？　ミミさんが何か？」

「そうなのよ、ミミさん、急に革素材を欲しがるものだから」

「革素材？　具体的に、どんなものを──？」

　エリザの疑問に、集まった主婦たちがそれぞれ答えてくれた。

　彼女たちが揃えたのは、防具一式が丸ごとできるほどの革製品。

「……ミミさん、あなた何を作るつもりなの？」

「もちろん、防具よ。私のね」

　エリザの質問に、ミミは笑って答えた。

「いつものローブに革の素材を当てて、攻撃力と防御力を強化しようと思って」

「布製のローブに革をくっつけたら、確かに攻撃力と防御力は大幅に上がるけど、素早さが落ちるわよ。回復役としてウチと戦うなら、もっと身軽じゃないと」

「そうじゃないわ。あなたたちと戦うための装備は、もうできてるから」

「じゃあ何をするための装備なの？」

　エリザの質問に、他の主婦たちもミミを見る。

「この装備だと、まるで回復役のあなたが直接敵と戦うみたいだわ──」

「ええ、その通りよ」

　最後まで、ミミは笑顔を崩さない。

　そのまま、彼女はこう答えた。

「娘をいじめたＰＫ集団を、ブッ殺しにいくんですもの」







　ワールド《スノーデン帝国》エリア11。通称《銀ぎん色いろの鎌かま》。

　切り立った崖の上で、ゼンゴローは膝をついていた。

「……もう一度言ってみい」

　座り込むゼンゴローの周囲には、屈強な剣士たちが勢揃いしている。いずれも男で、全員が高スキル持ちのプレイヤーばかり。

　ゼンゴローの正面に立っている老人は、左腰に提さげた刀の柄つかに手を置きながら、静かに尋ねる。

「は、はい。すみません、私は今日の狩りには同行できません！」

「ほう」

　老人は刀を抜くと、ゼンゴローの肩に刃を置いた。

「ワシの誘いを断るとは、よほどの理由なのだろうな」

「…………！」

　ゼンゴローは老人を見上げ、口を真一文字に結ぶ。

　そして懐ふところに手を入れると、データ化されているアイテムをその場に出現させた。鉄製の鎧よろい帷子かたびら、具足、手甲、兜かぶと、そして刀。

「専務。新しい装備は全て用意してあります。以前の装備よりもずっと高性能で、使いやすいかと」

「一ヶ月はかかると言っていた装備を、たった半月で仕上げたか」

「専務だけではありません。部長、石いし橋ばしくん、小こ島じまくん、それぞれの装備も完成しております。これだけの装備なら、私がいなくても狩りができるでしょう」

　ゼンゴローは用意していた全ての装備をその場に出す。彼を取り囲んでいた上司や部下も、その数と完成度に驚いていた。

　そして正面に立つ専務は、ゼンゴローの肩に置いた刀を引っ込めた──

　と思った瞬間、

「ふんっ！」

　ゼンゴローの身体を刃が袈け裟さ懸がけに通り抜けた。

「っ！」

　それでもゼンゴローは動じず、座ったままの体勢を崩さない。

　専務の頭の上に、プレイヤーに対する敵対行動の警告が出る。

　これ以上続ければ専務はＰＫになってしまうが、彼は満足したように頷くと、おもむろに刀を鞘さやに収めた。

「……ダメージ１５００か。バフなしとはいえ、ワシの【閃せん光こうの太た刀ち】を受けても、たったそれだけしかＨＰが減らぬか。お主の装備も強力になっているわけじゃな」

「はい、ですから」

「ならば、なおさら聞かせてもらおう。サワタリくん、そこまでして狩りを抜けたい理由は何だ？　よほどの事情があるのだろう？」

「そうだぞサワタリ。何かあったのなら、我々にも話してくれ」

「そうですよサワタリさん！　水くさいじゃないですか！」

　部長や部下たちもゼンゴローを心配している。

　そんな中、彼は頭を掻いて笑う。

「いやぁ、皆さんの手を煩わずらわせるほどの事じゃありません」

　そしてゼンゴローは立ち上がると、背負っていた斧おのを取り出し、その輝きを確かめる。今までの製作で最もクオリティの高い一品。

　この斧なら──何人でも斬り殺せるだろう。

「ちょっとした、家庭の事情です」







　通称《大樹の洞》と呼ばれるそのエリアには、まるで街のように大きな入り口が存在する。それはダンジョンの入り口であり、巨大な木の根元だ。

　この普段誰も訪れないエリアこそが、「プリメーラ王国」の本拠地になっているそうだ。街に入れない赤ネームの隠れ家としては、なかなか洒落しやれている。木の洞のダンジョンは中にヒカリゴケがあるせいか、壁が光っているので、時間によってはイルミネーションのような光景が見られる。

　が、そんな事は今は関係ない。

「見張りは……二人、か」

　そのダンジョンの入り口から少し離れた場所にある木の根元にリョーマとチルはいた。隠れながら、装備の点検をする。

「二人だけじゃないと思うよ。たぶん、もうちょい奥に数人くらいいると思う」

「分かるのか？」

「カンだけどね。前にも討伐隊を派遣したって聞いたから、少しくらい警備が強化されてるかなーって」

「なるほど」

　チルの準備はすでに終わっている。薬品の管理と、装備の耐久度のチェックだけでいい。それに対してリョーマは持ってきた薬を全て確認している。薬は弾丸の材料になるので、これが尽きたらリョーマの弾もなくなる。

　弾丸は貴重だ。慎重に使っていくべきだ。

「で、どうするリョーマ？　こっそりと倒していく？」

「いや」

　リョーマは立ち上がり、銃に最初の弾を込めた。

「正面からだ」

　木の陰から出たリョーマは、そのまままっすぐ歩いていく。

　当然、ダンジョンの入り口にいた二人の見張りにも発見された。

「ん？　なんだお前？」

「金目のモン持ってないなら、帰った方がいいぜ？」

　ゆっくりとこちらに向かって近づいてくる二人。

　リョーマは彼らに銃を向ける。

　──妹を傷つけた奴に、遠慮などするものか。

「なっ──お前、やる気か！」

　ＰＫたちが武器を構えるが、遅い。

「──【ハイデトネーター】」

　リョーマは弾丸を敵の足下に撃ち出した。

　それは大量の火薬が詰まった弾丸。

《薬やく剤ざい師し》のスキルを持つリョーマが扱うのは、飲み薬や毒だけではない。火薬や爆薬などの危険物も取り扱う事ができる。

　最高の材料と、最高のスキルで作り出したこの火薬、命中すれば付近五メートルくらいは大爆発に包まれる──

「うわぁあああああああっ！」

「ぎゃあああああああああっ！」

　閃光が目を焼いた。

　ＰＫの周囲は炎に包まれ、足下からは何度も爆発が生じ、炎の塊かたまりが噴出し、その塊のひとつひとつが爆発を起こし、さらにその炎すらも消し飛ばす強力な爆風が周囲のオブジェクトを欠片かけらも残さず砕いていく。

　派手なエフェクトも範囲技の特徴のひとつなのだが──

「え……？」

　五メートルどころではなかった。

　ＰＫの周囲三十メートルほどの地面には巨大なクレーターが生まれ、チルの予想通り、ダンジョンの入り口から少し入った場所で待機していた仲間五人ほども爆発で消滅してしまった。

　振り返ると、チルも固まっている。

　たった一発の銃弾が、ここまでの爆発を起こせるのか。

「──い、いや、俺じゃない。この火薬は、そこまで強くない、はず」

　動揺しながら答えるリョーマ。

　すると、チルの後ろに誰かがいるのが見えた。

　木の陰や、枝の上にあるのは、見知った顔たち。

「あらら、被っちゃったわねぇ」

「結果的に良しとしましょうか」

　リョーマの母、ミミ。そしてお隣のエリザ。

「ゼンゴローさん、もう少し加減できなかったのですかな？」

「あははは、あなたに対抗しようと思ったら、強力な技がつい出ちゃいまして」

「……ちょっと力みすぎたかも」

　ゼンゴローとカーネギー、そしてブラックも。

　全員、本気の装備に着替えている。

「親父！　母さん！」

「お父さんたちも！」

　武器を構えながら物陰から出てきた彼らは、リョーマとチルを見て少しだけ笑う。

　質問したい事は山ほどあったが、どれも無意味だ。

　特にお隣さんが全員来たのは予想外だったが、納得できないわけではない。

　ここまで来たのだから、もうやる事は決まっている。

　──全員で、妹の仇を討つ。

「行くぞ」

　リョーマは新たな弾丸を込めると、爆心地のさらに奥へ進む。

　歩きながら、パーティ申請を素早く済ませる。

　視界に新たに五つ、パーティメンバーのステータスが表示された。

　頼もしい家族と、頼もしい敵の名前と一緒に。













　ダンジョン内でリアルに爆発が起きたら崩ほう落らくなどの危険性があるのだが、ゲーム内のマップオブジェクトはいくら攻撃しても壊れる事がないので安心して爆破できる。

　範囲属性を持つ技はたいていの武器に存在し、着弾点から数メートルのエリアにわたってダメージを与える。単独の敵に使う技よりも威力は低いが、複数人に攻撃できる技は総じてエフェクトが派手なため、すごく強い技をくらった気分になる。

「て、抵抗しろ！　こいつらたった七人だぞ！」

「じゃあお前行けよ！」

　曲がり角で言い争いをしているＰピーＫケーたちに向けて、リョーマは爆発属性の弾を発射。巨大な火柱が上がり、二人のＰＫは吹き飛んだ。

　強力な爆風によって動きを崩されたＰＫはその場にダウンする。起き上がろうとしたところで、片方はチルの斬撃によって、もう片方はカーネギーの矢によってＨヒツトＰポイントをゼロにされた。犯罪ペナルティによって、彼らは死亡する。一週間後に復活する頃には、このギルドは壊かい滅めつしているだろう。

　暗いはずのダンジョンは、今や爆発や魔法の光で常に輝いていた。休むヒマもなく技の応酬が続き、そのたびにＰＫたちの命が失われていく。

　一呼吸で、五人。

　ここまで大量に敵をキルしたのは初めてだ。

　リョーマのログに、敵の死亡を確認する文章がズラリと並ぶ。これは彼だけではなく、パーティメンバー全員のキルだ。

　すでに四十は超えている。

「うおおおおおおおおおっ！」

　リョーマたちのずっと前を走っているゼンゴロー。

　彼のスキルによって周囲のプレイヤーが引き寄せられる。まるで錨アンカーのついたロープのようなエフェクトが伸び、隠れていたプレイヤーもまとめてゼンゴローの巨体に吸い付くように引っ張られる。

「うちの娘をいじめたのは、どいつだぁっ！　【ブルサイクロン】！」

　巨大な斧おのから繰り出される竜巻がＰＫたちを巻き込み、ダメージを与える。これも範囲技だが、鍛え抜かれた斧に加えてゼンゴローの怒りが込められている。

「くっそ、このクマ野郎！」

　竜巻のダメージをくらいながらも、ＰＫたちは必死に反撃する。が、六人ほどのプレイヤーが集団で殴っても、ゼンゴローのＨＰは少しも減らない。あらかじめかけておいたミミの回復魔法とダメージ遮断魔法の力だ。

「そぉれっ！」

　敵を引きつけているゼンゴローの元へ、ミミとエリザの魔法が着弾した。リョーマの弾丸よりも大きな爆発が複数のプレイヤーを巻き込み、数人を即死させた。

「うふふ、たまには攻撃魔法も楽しいわねぇ」

「そうね。攻撃用のスキルも磨こうかしら」

　ミミとエリザが微笑ほほえみ合っている。

　ＰＫたちにとっては、悪魔の笑みにしか見えないだろう。

「さあ、次はどいつだ？　出てきなさい！」

　さらに前進するゼンゴローが、手から錨つきロープを伸ばし、付近のプレイヤーをまとめて引き寄せる。それはまるで触手を持ったモンスターが善良な市民を捕食しているようにも見えた。

　斧を持ったクマと、その後ろから爆発する魔法や弾を携えた六人。

　ＰＫたちにはどう見えただろうか。

「ひ、ひぃぃぃぃぃっ！　こんなに少ない人数で──」

　怯おびえて逃げ出すＰＫたちに魔法攻撃が当たり、その場で爆発する。

　たった数分の戦闘で、勝敗は決していた。

　冷静に考えれば、たった数人で百人単位のプレイヤーを相手にできるわけがない。弱いモンスターならともかく、相手はこちらと同等の能力と装備を持った人間だ。

　最初から薬品などで最大のバフを入れて突っ込んできた、たった数人のプレイヤー。対して相手は百人近い人数だが油断しきっている。もしも広い草原などで待ち構えられていたら、きっとリョーマたちが負けていた。

　しかし狭い住処すみかに奇襲をかけた今、百人という大人数が仇となる。

　まとまれば強くなるはずの彼らは、今や範囲技の餌え食じきだ。

　対してこちらは、たった七人。

　百人以上の敵がいるただ中に放り込めば、どこにいるか判別すらできない。自動追尾する魔法などを使わないかぎり、攻撃すら当たらない。

　そしてそんな魔法を使われる前に、最大威力の範囲技を適当に叩き込めば、ＰＫたちは勝手に巻き込まれてくれるのだ。

「い、行け！　お前ら下位メンバーだろ！」

「そ、そんな事言われても！　ここは親衛隊のお前が先陣を切るべきだろうが！」

「うるさい！　姫ちゃんの前で無様に死ねるか！」

　言い争いをしているＰＫたちに、全員で範囲技を撃ち込む。巨大な爆発に巻き込まれ、また数人の命がなくなった。

　どうやら彼らは数だけは多いが、統率が取れていないようだ。

　大規模戦争でカーネギーが指示をしたプレイヤーたちを見ているから、リョーマにはその違いがありありと分かる。

　そしてＰＫたちも、自ら無抵抗の人間を襲うのには慣れているが、奇襲をかけられる事には慣れていないようだ。このエリアがＰＫたちの巣そう窟くつと知っていれば、誰も襲ってこないと勘違いしていたのだろうか。

　地の利は完全にこちらにあった。

　などとリョーマが考えている間にも、どんどん敵のキルログが増えていく。もはやモンスター狩りのようだ。

「ち、畜生！　仲間を！」

　ＰＫのひとりが姿を現した。

　背後からだ。おそらくゼンゴローが通り過ぎるまでやり過ごしていたのだろう。

　こういう単独で動けるプレイヤーが、一番脅威だ。

　一対一なら条件は同じ。刃が届けば、こちらも殺される。

　だが──

「遅い！　【メディシンバレット】！」

　リョーマは少し振り向いて銃を撃つ。弾丸は寸分違わずＰＫの頭に命中する。麻ま痺ひ効果を持つ弾がＰＫの身体を縛る──

「くそっ！　《キュアポーション》だ！」

　弾をくらうのとほぼ同時に、ＰＫが状態異常を回復する薬を使用する。瓶を口に含むと、一瞬で麻痺状態が回復する。

　が、彼が薬を飲むスキに、リョーマは続けて弾を撃つ。

　今度は猛毒の弾がＰＫに当たり、一秒ごとにＨＰが三分の一減るデバフがかかった。

「くっ──なら、また《キュアポーション》！」

　さらに薬を飲むＰＫに、続けてリョーマが弾を撃つ。

「またかよ！　キュア──」

　薬を飲もうとしたＰＫは、その姿勢のまま倒れた。

　別に複雑な事はやっておらず、リョーマの持てる最大ダメージを出せる通常弾を発射しただけだ。デバフが得意な銃使いだが、普通の攻撃もできる。

「リョーマ！　置いてくよ！」

　面倒なＰＫを相手にしている間に、みんな先に進んでいる。

「……悪い」

　リョーマは慌てて追いかけつつ、今倒したＰＫがいた場所をもう一度振り返る。

　もうＰＫは死亡してアバターが消えているが、それとは別に妙なしこりが残る。

「どしたのリョーマ」

　隣を歩くチルが顔を覗のぞき込こむ。

「……なんか、変だ」

「変かな」

「こいつら、弱すぎないか？」

「そうかなー？　七人で瞬殺してるからそう感じるだけじゃない？」

　戦いながら、敵のステータスは見える範囲で確認した。

　チルの言うとおり、対人戦に特化した装備とスキルで、技の威力も高い。かなりの高レベルプレイヤーである事は間違いない。

　しかし、かなりの高レベル程度なのだ。

　前に三さぶ郎ろう太たが話していた「ＰＫ」という集団は、討伐隊を何十人も返り討ちにした実力の持ち主だという。リョーマのように私し怨えんで戦っているのではなく、おそらくＰＫ狩りに特化した能力を持った数十人を、だ。

　少なくとも、この連中にそこまでの強さは感じない。

　妹に手を出された怒りが反応速度を上げている、とでも言うのか。それにしても歯ごたえがなさすぎる。まるでこちらが悪役に見えてしまうほどに。

「気をつけろよ。奥にもっと強いのが待ち構えているかもしれない」

　リョーマの言葉に、全員が頷うなずいた。

　恐怖はない。

　むしろ、どんな敵が待っているのかワクワクする。

　強ければ強いほど、妹への恨みをぶつけられる。

　それと同時に、もしも返り討ちにあったら非常に情けない結末が待っている。

　妹のためとタンカをきって突撃して、負けたら恥ずかしすぎる。コノカになんと言って謝ればいいのか。

　勝利への渇望と、敗北に対する恐怖。

　これはゲームに限らず、戦いと呼べるもの全てに付随するものだ。

　そこから目を背けず、まっすぐに歩くしかない。

　そしてリョーマたちは、ダンジョンの最さい奥おうに辿たどり着つく。

　広い空間だった。

　おそらくレアモンスターの住処であろうこの場所は、今では大きなソファや派手な色の家具で埋めつくされている。

　そこに首しゆ魁かいであろう女の子のプレイヤーがいた。

　白いドレスを着ており、武器種は分からない。

　頭の上のネームプレートには「プリメーラ姫」と書かれており、「プリメーラ王国キングダム」というギルド名の理由が良く分かった。

　そして、彼女の周囲には四人ほどの男性プレイヤー。

「……とうとうここまで来たか」

　立ち上がり、抜刀して構える騎士。

　名は「ルンスロット」といい、あの時リョーマを苦しめたＰＫだ。

　ところが、そのルンスロット以外の男たちは消極的だ。先ほどから武器も出さずに震えているではないか。

「た、頼む、勘弁してくれ」

「お、俺たち、姫ちゃんに命令されてやったんだよ」

　プリメーラ姫のソファの後ろに隠れる男たち。

「そんなぁ……私の事、守ってくれないの？」

　プリメーラ姫も立ち上がり、甲高い声で懇こん願がんする。

「お願い、私を守って」

「もう嫌だ！　付き合ってられねぇよ！」

　ひとりのＰＫがこちらに向かって走ってくる。

　もちろん見逃すつもりはない。コノカをいじめた奴らは全て抹殺する予定だ。

　ところが──

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ルンスロットの剣が、逃げるＰＫの胴を切り裂いた。

　一瞬でＨＰがゼロになり、消滅する男。

「……裏切り者め。姫ちゃんの期待に応えられないなら、生きている価値はない」

　そしてルンスロットはソファに歩み寄ると、隠れていた残りのＰＫたちも切り捨てる。とっさの事で抵抗もできないまま、彼らは仲間によって処刑されていた。

　そして残ったのは、プリメーラ姫とルンスロットの二人。

　他には、誰もいない。

「なぁ、お前ら、これで全員だったのか？」

「いかにも」

　ルンスロットは何な故ぜか自信満々に答える。まさかたったひとりで我々に勝つつもりなのだろうか。チルとブラックの二人に瞬殺されるレベルだったのに。

　コノカへの嫌がらせだけなら、この人数でも可能だ。

　だが、数十人の討伐隊を撃退となると、どう逆立ちしても不可能だ。

　ということは──

「行くぞ！　姫ちゃんを守るのは僕だ！　はぁぁぁぁぁぁっ！」

　大仰な動作で剣を構え、ルンスロットは突撃してくる。

　いったいどれほどの力を蓄えているのか──

　警戒しながら、リョーマは銃を撃つ。

《麻痺弾》がルンスロットの身体を貫き、そして効果が発動した。

「……！　……………………！」

　数分は動けない麻痺がルンスロットの全ての行動を封ふう鎖さした。その場に倒れ、死にかけの虫のようにピクピクと痙けい攣れんしている。

「……あれ？」

　倒れたルンスロットに、ミミとエリザとカーネギーが遠距離攻撃。みるみるうちにＨＰが減っていき、そしてゼロになった。

　もがきながら消滅していくルンスロット。

　完全にそのアバターが消えても、しばらく誰も動かない。

「……えっ？」

　終わってしまった。

　あれだけ堂々と構えておきながら、あっけなさすぎる幕引きだ。

　拍子抜けしたが、目的が達せられた事には違いない。

「さ、残りはアンタだけだよ」

　チルが剣を突きつけるのは、ソファに座ったままのプリメーラ姫。

　彼女は足を組んだまま、大きくため息をつく。

「……チッ」

　舌打ちをして、首を振るプリメーラ姫。

「どいつもこいつも、使えねぇな！」

　さっきまでの猫なで声がウソのように、ドスの利いた声をまき散らす。

「私を守るとか言ってたクセによぉ！　いざとなったらこの程度の仕事もできないカス集団が！　こんな事なら、姉貴の写真なんて送るんじゃなかったぜ！」

　立ち上がったプリメーラ姫は、ルンスロットがいた空間を何度も踏みにじる。もはや彼はそこにいないのに、死体を蹴るような勢いで地面を踏みつけていた。

「ふざけるなよ──全部お前のせいだろうが」

　銃を向け、恫どう喝かつするリョーマ。

「あーん？」

　対してプリメーラ姫は、バカにしたような視線を向ける。

「私は命令なんざしちゃいねーよ。このバカどもが勝手に勘違いしてやった事だろーが。ストーカーの技術なら、こいつらプロ級だからよぉ」

「それで許されると思ってるの！」

　チルも突きつけた剣をさらに近づけるが、

「許されるに決まってんだろ？　見ろよ、コレ」

　プリメーラ姫が指さすのは、自分の上のネームプレート。

　緑色だ。これは罪のない、一般プレイヤーを意味する色である。

「私は一切何もしていませーん！　ただの善良な市民でーす！　それでも殺すのかよ？　お前らが犯罪者になるんだぜ？」

　どのような理由があっても、ＰピーｖブイＰピーバトルとして認められていない状態で緑ネームのプレイヤーを襲い、一定のダメージを与えれば、罪として処罰される。赤ネームになり、サービスに制限を受ける。

　プリメーラ姫を殺せば、おそらくリョーマのパーティは全員赤ネームになるだろう。

　怒りを晴らすために、犯罪者になるのか。

「善良な市民だと……！」

　リョーマは銃に新しい弾丸を込める。

　最大のダメージを与える、猛毒の弾を。

　楽に殺すつもりはない。解除できない毒で苦しめてから殺すつもりだ。

「妹を追い込んでおいて、どこが善良だ……！」

　弾を込めた銃を、プリメーラ姫に向ける。

「ＰＫはシステムで認められている。それ自体はゲームの範はん疇ちゆうだよ。その趣味に口を出すつもりはないさ。だけどな！　人を精神的にいたぶって追い込むのは、人としての範疇を超えているだろうが！」

　リョーマは大きく息を吸い込み、叫ぶ。




「ゲームを楽しむ権利を奪う事は、誰だろうと許されないし──俺が許さない！」




　心臓が震える。

　イヌガミ家とこいつらの違いは、そこだ。

　ゲーム内のルールで負けた彼らと、ゲームのマナーを逸いつ脱だつした彼女では、怒りの種類が違うのだ。

　ゲームだからこそ、許せない。

　そんなリョーマの気持ちを、ここにいる全員が分かっている。だからこそこうしてパーティを組んだのだ。

「……だったらやってみろよ」

　笑って挑発するプリメーラ姫。

「殺せばいいだろ！　それもゲームだろうが！」

　もとより罪など考えていなかった。ただコノカの仇を討つために来たのだ。

　だからリョーマが赤ネームになろうが、それは問題なかった。

　しかしパーティを組んでいる以上、家族やイヌガミ家に迷惑をかけてしまう。誰かひとりが敵対行動をとった場合、それはパーティ全員が共有してしまう。

　──俺だけでもパーティを抜けるべきだ。

　リョーマはパーティ構成のウィンドウを開き、自分をメンバーから外す操作をする。

　その一瞬だった。

「な──！」

　プリメーラ姫の背後に、人が立っていた。

　誰か確認する前に、プリメーラ姫のＨＰが十分の一まで減少する。それを確認してから、彼女の胴を何者かが斬ったのだと分かった。

　目にも留まらぬ早はや業わざは、チルのようだ。

　が、チルはリョーマの背後にいた。

　では、誰が──？

「てめぇ……！」

　知らない顔──いや、知っている。

　あれはプリメーラ姫の部下だったサムライ。「ゲジ」という名前の寡か黙もくな男。

　なぜ彼が主君であるプリメーラ姫を斬ったのだろうか。

「なんで……私を……!?」

「お主からは充分に学ばせてもらった。人間の騙だまし方、人間の焚たきつけ方、その他様々な人間心理というものをな」

「ゲジィィィィァァッ！」

「──【介かい錯しやく】、仕つかまつる」

　ゲジと呼ばれたサムライの刀が、プリメーラ姫の首を斬った。

　プリメーラ姫はその場に倒れる事なく、アバターごと消滅した。戦闘不能ではなく、完全な死だ。

　残りＨＰが少ない状態で命中すると、確実に殺す事ができる刀の技。その分、当てるのは非常に難しい技なのだが、ゲジはそれを難なくやってのけた。

　彼は、強いプレイヤーではない。

　達たつ人じんだ。

　ルンスロットを含め、それまでの「プリメーラ王国」にいたＰＫたちとはまったく違う威圧感が発せられているように見える。

「さて」

　刀を鞘さやに収めたゲジは、こちらを見た。

「……お前もやるのか？　もうプリメーラ姫も死んだぞ」

　銃を向けながら、リョーマは警戒する。

　戦いになったら、勝てるかどうか分からない。

「リョーマといったか。お主たちには興味がないし、妹の件については謝罪する。ルシフェリアの忠告が間に合ってよかった」

「ルシフェリア……？」

　彼と知り合いなのか。

　その口ぶりから察するに、コノカの件とは無関係なのか。

「そうだ。拙せつ者しやはお主と戦う意思はない」

「……なら、俺は」

「だが──」

　ゲジは鞘に手をかけたまま、リョーマの背後を見た。

「お主らは別だ」

　振り向くと、武器を構えたまま俯うつむいている四人がいる。

　カーネギー、エリザ、ブラック──そして、チル。

「やはり君なのか……？　ゲジという名前を見て、もしやとは思ったが」

　カーネギーが近づこうとするが、ゲジは切っ先を向ける。それがイヌガミ家に対するゲジの印象を如実に表していた。

「まさかここで会うとは思わなかったぞ、裏切り者」

「我々は裏切ってはいない。最初からこうだったのだ。君と同じだ」

　カーネギーたちとゲジは古い仲のようだが、いったいどんな別れ方をすればこうなるのだろうか。

「お父さんは悪くないよ！　私たちだって──」

　カーネギーをかばうように、チルが飛び出す。

「これは私が言い出した事。みんなはついてきてくれただけなの」

「チルか。相も変わらず猪ちよ突とつ猛もう進しんだな」

　ゲジは笑ってみせるが、大して面白くもなさそうだ。

「そう言えば、お主たちは生まれた時から家族だったな。与えられた仕事上、仕方のない事とはいえ、我らの中でも珍しいケースだ──だが解げせぬ。仕事の上での役割を越え、まるで人間のように振る舞い、人間として争いごとに介入する。お主たちはＰｖＰで金を稼ぐだけの存在ではないのか？」

「人間とか、関係ない！　私たちは、私たちだよ！」

「意味のない答えだ。お主らは誇りも捨て、人間として生きる事を選んだようだな」

「……？」

　ゲジの言っている事が、いまいち理解できない。

　人間のように、って、彼らも人間ではないか。

　彼らは何かの秘密結社の一員か──人間を超越した存在を目指す、危険思想の持ち主なのかもしれない。

　ＬエルＬエルＯオーにも宗教団体は存在する。ゲーム中に出てくる宗教もあれば、カトリック専門のギルドがあったり、ゲーム内で写経ができるキットが売られていたりもする。それに加えて新興宗教が発足したりもする。

　リョーマの想像力では、そこまでが限界だった。

　ただ、お隣さんが何か怪しい行動をしている様子は見られなかった。常にＰｖＰの事を考えている一家だと思っていたのだが。

「裏切り者は、処分する」

　刀を構えるゲジに、イヌガミ家の一同が動どう揺ようする。

「待てゲジ。我々は戦う気はない」

「そちらにはなくとも、こちらにはある」

　ゲジが攻撃の姿勢に移る。

　そのタイミングをリョーマは見逃さなかった。

「【スモークバレット】！」

　即座に発動する銃の技だ。銃から噴き出すのは、大量の煙。これをモンスターがくらうと、数秒間だけ敵を見失う。プレイヤーに使っても、周りが何も見えなくなる。

　この技自体にダメージもデバフもないが、たったひとつだけ有効活用する方法がある。

「逃げるぞっ！」

　リョーマの合図で、全員が背を向けて走り出した。

　一番奥の部屋を飛び出し、来た道をまっすぐ駆け戻る。いくらゲジが素早いといっても、全力で走れば追いつけないだろう。仮に追いついたとしても、攻撃を繰り出す前に逃げる事はできる。刀使いに遠距離攻撃はほとんど存在しないからだ。

「戦わなくていいんですか、カーネギーさん？」

　逃げながらゼンゴローが尋たずねる。

「戦いたく……ないです」

　珍しく消極的なカーネギーの返事。

「それに、戦っても勝てるかどうか」

　そこまで強い相手なのか。

　こちらは七人いるというのに。

「……出口よ！」

　ミミが杖つえで指す方向に、光が見えた。

　ダンジョンから出て、エリア移動してしまえば戦闘状態も解除されるだろう。そうすれば転移の魔法も使い放題だ。戦闘中の転移はシステム上使えないため、追ってくる相手から逃げるためにはエリアをまたがなければならない。

　──そんな事は、誰でも知っている。

　だから、追う側も逃がさないように手を尽くすのだ。

「……っ!?」

　ダンジョンの入り口、巨大な木の根元。

　まぶしい太陽の光に晒さらされたリョーマたちを待ち受けていたのは、二十人以上の集団だった。

　そのうちの十人以上が弓と銃をこちらに向けており、残りは近接用の武器を構えて背後に待機している。

「こいつら……？」

　どこかで見たような気がするが、思い出せない。

　分かるのは、彼ら全員が敵だという事。

　ひとつの行動を間違えば、あの遠距離攻撃がＨＰをゼロにするだろう。

　彼らの装備を一目見ただけで、ただの集団ではない事が分かる。スキル１０００を超える猛も者さでも倒せないレアモンスターがドロップする装備を着ている。全員が、だ。

　加えて音も立てずに整列している彼らの陣形は、穴がまったくない。まるでロボットのように統制がとれている。

　まるで、プロの軍人のようだ。

　先ほどまで相手にしていたＰＫ集団が、子供の遊びに見えるくらい。

「カーネギー、エリザ、チル、ブラック。彼らは我々とは違う道を歩むそうだ」

　悠々と追いついてきたゲジ。彼は攻撃もせずにリョーマたちの横を通り過ぎる。そして前へ進み、そこで立ち止まる。

　すぐに逃げ出したいが、こちらを狙う集団が何をしてくるか分からない。

「お前たちは……」

　ゲジのステータスを見る。

　彼らの所属しているギルド名を、もう一度確認する。

　そこに書かれている名は──「占領者を狩る者ポゼツシヨン・キラー」。

「そういう事か……！」

　彼らこそが、三郎太の言っていた「ＰＫ」に他ならない。

　先ほどの「プリメーラ王国」は、むしろ隠かくれ蓑みのに近かったわけだ。リョーマたちが勝手に勘違いしただけだが、他に「ＰＫ」と名のつくギルドは目立っていなかった。

　という事は──

「チル、お前たちは元ＰＫだったのか？」

「違うよっ！」

　絶ぜつ叫きようして否定するチル。

「……私たちはＰＫじゃないし、彼らもＰＫじゃない」

「彼らも？」

　だがＰＫの連中は全員赤ネームだし、実際に今こうしてこちらに弓を引いているではないか。

　これがＰＫでなければ、何だと言うのか。

「その通り、我々はＰＫではない」

　集団のひとりが呟つぶやく。

「ＰＫは手段のひとつに過ぎない」

「崇すう高こうなる目的を遂げるため、お前たちが邪魔なだけだ」

　感情に乏とぼしい声が、次々に投げかけられる。

　彼らの態度は、本当に心をなくした人形のようだ。

　そんな彼らと、イヌガミ家に接点があるとは思えない。

「何なんだ……お前たち、いったい……!?」

　不気味な集団を前に、リョーマは狼ろう狽ばいする。

　彼らの顔を眺めながら、この場をどう切り抜けるか考える。

　しかし、何かが思考を邪魔する。

　そう、彼らの顔。

　何かが引っかかる。

　その、左の方で弓を構えている男。

　彼の後ろでナイフを持っている女性の顔、どこかで見たような気がする。

　あの眼鏡をかけた獣じゆう人じん族の、妙に姿勢の良い立ち方。

　それにスーツのような制服、あれは確か──

　いや、しかし、それはない。

　リョーマの記憶にあるその女性は、《アルケニアの街》のリアルショップにいた。

　人懐っこい笑顔で「いらっしゃいませ」と話しかけてくる、カウンターの向こう側にいた犬の獣人族──いや、




　ＮエヌＰピーＣシーだ。




　そっくりさんか。それとも彼女のコスプレをしている物好きか。

　自分の常識と記憶が信じられず、彼女から目をそらす。

　すると槍を持っている二人組の男が見えた。

　彼らは、《アルケニアの街》の入り口を守護する衛兵だ。

　──なんだこれは。

　ＮＰＣのコスプレ大会か。

　冗談にしても本気にしても、笑えない。

　なぜＮＰＣの格好をしてＰＫをしなければならないのか、その理由が分からない。

「何なんだよっ!?」

　混乱したまま、リョーマは銃を構える。

「ＮＰＣの格好して、ＰＫって……ＭＵＳＥミユーズ社に恨うらみでもあるのか!?」

「……ふっ」

　ゲジが薄く笑う。

「恨みはない。我らの創造主に抗あらがうつもりはない」

「創造主──？」

「我らはこの世界に生まれ落ちた、本当の人間だ。お主たちによって世界を荒らされる前に、我らが救う」

「本当にＮＰＣ……なのか？」

「違いますよ」

　リアルショップの店員さんが首を横に振る。

「ノン・プレイヤー・キャラクターではありません。我々には意思があり、その意思によって身体を動かしています。つまりあなた方と同じ、プレイヤーです」

「馬鹿な……」

　ゼンゴローは頭を抱える。

「妄想だ。君たちはＮＰＣのロールプレイをしているだけなんだろう？」

「そう思うのなら、拙者のステータスを見てみるといい」

　両手を広げるゲジ。

　彼の言う通りにステータスを見る。

　そこにはＨＰや装備などの他にアカウント情報という項目があり、そこを調べると、プレイヤー個人の情報が見える。接続している端末や、回線状態、政府から支給されるグローバルアカウントが分かる──はずなのだが。

「ない……！」

　プレイヤーの接続状況を示すステータスが、空欄なのだ。

　何らかのチートツールで隠しているのでなければ、それは存在しないという事になる。

「ウソだろ……本当にＮＰＣ？」

「ＮＰＣが意思を持って、徒党を組んだ……」

　リョーマとゼンゴローは言葉を失う。

　信じられるわけがない。

　ここはゲームの世界だ。ＮＰＣは作られたものであり、決められた行動しかしない。意思を持って人間のように振る舞う事などできない。

　だが、今までプレイヤーを悩ませていたあの事件。

　ＮＰＣが消失するというバグが、もしも自発的に行われていたのだとしたら。

「そういう事なの……」

　ミミが思い出したように呟く。

「こないだのバージョンアップから、ＮＰＣのＡエーＩアイが強化されたって発表があったでしょう？　バグにばかり目が行ってたけど、あなたたちの会話もとても流りゆう暢ちようになってたわ」

「ああ、そうです」

　ひげを生やした紳士風の男が頷く。確か彼は役所のＮＰＣだったか。

「我々が自我を持ったのは、おそらく不具合なのでしょう。度重なるＡＩのエラーが何かを生み出したと思っています」

「けど、一度それに気づいてしまえば、誰かに伝えるのも簡単だった。最初のひとりをきっかけに、私たちは増えていったのです」

　エラーによって生み出された意識。

　決められた行動ではなく、ミスを修正しようとするはたらきが、ＮＰＣに自我を芽生えさせたというのか。

　それも、にわかには信じられない。

「そんな重大な話、ＭＵＳＥ社が気づいてるに決まってるのに……！」

　彼らの話が本当なら、即座に修正されるべき項目だ。

　なのにここまで放置されているのだとしたら、意図的なのか、あるいは何らかの事情で修正できないのか。

　ＭＵＳＥ社はここまで巨大な企業でありながら、ＬＬＯの製作現場については一切が伏せられている。支社もサーバーも世界中にあるが、そのほとんどが非公開なのだ。

「さて、ここからは我々の話だ。全てを知る前に、この場で殺されてくれぬか」

「そう言われて、ホイホイ殺されるわけにはいかないだろ」

　リョーマが否定すると、

「今死ねば一週間はログインできぬ。面倒ごとに巻き込まれずに、全てが終わるぞ」

「一体、何をする気なんだ？　お前たちの目的は？」

「人間の駆逐──いや、我らの世界を我らだけのものにする事だ」

　ゲジの視線を合図に、背後で弓を持つＮＰＣたちが動き出す。

　殺気を感じる事はできないが、何かをしてくるという予感はする。リョーマは銃を構え、いつでも技を発動できる体勢になる。

「サワタリさん、逃げてください」

　カーネギーが一歩前に出た。

「これは我々の問題だ。あなた方は関係ない」

「なに言ってるんですか、イヌガミさん」

　ゼンゴローがさらに前に出る。

　いくら強化された装備とはいえ、この人数の集中砲火を受けたらゼンゴローでも一瞬で戦闘不能になるだろう。

　が、ゼンゴローは笑ってＰＫたちの向こう側を見る。

「もう我々の問題になってますよ、とっくにね」

「!?」

　ＰＫたちも振り返る。

　二十人以上いるＰＫが、全員言葉を失って立ち尽くす。

　エリア77、通称《大樹の洞》のエリア境界から、人が現れたのだ。

「やっほーリョーマ！　助けにきたよー！」

　大砲を構えた、背の低い少女。

「ヒッキー!?」

　彼女だけではない。その隣にはドワーフの三郎太。

「おう、まだ始めてなかったのかい」

　ハンマーを構えながら三郎太が合図すると、さらに多くの人がエリアに出現した。

「か、加勢するぜリョーマ！」

　震えながらカッコつけているのは、クラスメイトのルシフェリア。

「コノカちゃんをいじめたのは、どいつかしら？」

　鞭むちを振りながら闊かつ歩ぽしているさそり。彼女と同じ気持ちであろう調理ギルドの面々。その調理ギルドに世話になっている、「ミツバ商工会」の製作マニアたち。

　さらに三郎太が雇ったのであろう屈強な傭よう兵へいたちが数十人。傭兵だけではなく、ＰＫが許せない義勇兵もいるだろう。

　数にして、五十人は下らない。

　が、人はさらに増え続ける。

　ダンジョンの入り口付近に続々とプレイヤーが出現し、壁のように並んでいる。

　大規模ＰｖＰ専用エリアならともかく、こんな狭い空間に次々に人が現れたら、どんどん窮きゆう屈くつになる。それでも人は増え続け、百人近い数になろうとしている。

　その中には知らない顔もあるが、家族の誰かは見覚えがあるようだ。

「ほっほっほ。お楽しみはこれからじゃの」

　刀を携えた老人と、屈強な男たちの集団。

「ああ、専務！　なぜこんな所に──!?」

　ゼンゴローが慌てている。彼らがいつも狩りをしている会社の上司か。

「和を乱す者は弾かれる。それが世の中の常よ。のぅ、マイクロウ」

「はい専務！」

　老人の隣ではマイクロウが直立不動の姿勢をとっている。彼の名声を知っている者から見たら、さぞや珍しい光景だっただろう。

　そして最後に現れたのは、

「お兄ちゃん……」

「コノカ！」

　小さな少女が、短剣を構えて立っている。

「ごめんね、心配かけて。でも、もう負けないよ！」

　自ら壁を克服するために、ここに来たのだ。

　さすが我が家のトップアタッカー。

「みんな……どうして」

　当然の疑問を口にするリョーマ。

　この中で金で雇われた傭兵は半分くらいだろう。他のメンツ、特に「ミツバ商工会」の人たちはほとんど利益がないはずだ。

「バカだねリョーマ。決まってるじゃん」

　それに応えたのはヒッキー。

「ＰＫが気に入らないからだよ」

「……そっか」

「そーだよ。好きだから守る。嫌いだから攻撃する。それが許される世界だからね」

　ひどく単純だが、分かりやすい。

　リョーマたちも、コノカをいじめた連中が嫌いだからここまで来たのだ。

　だとすると、この「ＰＫ」たちは何が嫌いなのだろうか。

　その疑問に、彼らが答える事はなさそうだ。

「フッ……我々とて、何の策も講じていないわけではない」

　何かを悟ったような表情のゲジは、一度だけこちらを見た。




「覚えておけ。我ら『ネイティブ』はよそ者を排除する」




　ネイティブ──先住民。

　それが彼らの名か。

「さあ、戦いの始まりだ」

　おそらくそれはイヌガミ家へ向けた言葉だろう。

　ゲジはリョーマを一瞥する。

　その瞬間、全身の毛が逆立つような感覚が襲ってきた。

　──殺される！

　それはゲジが発する殺気なのか、あるいは今まで培ってきた戦闘技術による予兆なのか、リョーマにも分からない。

　ただ、ゲジがただでは死なないと悟った。

　殺される前に、もっとも殺しやすい敵をひとりでも道連れにしようとしたのか。

　とにかく、気がついた時にはリョーマの腕は動いていた。

　視界から消えるゲジ。

　文字通り目にも留まらぬ速さの斬撃。間合いを一瞬で詰めて攻撃する刀の技。【一いつ閃せん】という名の、突撃用の攻撃手段だ。

　それと気づいた時には──すでにリョーマの攻撃は終わっていた。

　硝しよう煙えんの上る銃を向けたまま、リョーマの身体は硬直している。

　ゲジの斬撃が発動する前に、銃の攻撃を当てたのだ。

「──【クイックドロウ】、か」

　リョーマに肉薄したゲジは、【一閃】の発動中に倒れた。素早く走ったエフェクトのまま、リョーマの脇を転がって倒れる。

　鍛え抜かれた刀使いの速さよりも、リョーマの危機察知能力が勝っただけだ。

「たいした人間だ……我らの反応速度を上回るとは」

　片膝を突くゲジ。

　彼のＨＰは今の一撃ではほとんど減っていない。が、体勢を崩している現在のゲジには好きなだけ状態異常の弾を撃てる。すでにリョーマは弾を込め終えており、いつでも撃てる状態だ。

「が、これで終わりではないぞ」

　そう、この時は全員がゲジを見ていた。あるいはＰＫの一味を警戒していた者もいただろう。そのため、他の事を一切見ていなかった。

　ゲジの視線に気づく。

　それはダンジョンの入り口、木の洞の闇。

　そこから誰かが這はい出でてくるのが見えた。

　人──

　違う。

　真っ赤なマントを身体に巻き付けている、スケルトン族のモンスターだ。骨になる前は何だったのか想像もつかないが、とにかくあれはレアモンスターに違いない。

　なぜあれがレアモンスターなのかというと、理由はただひとつ。

　とにかく大きい。

　元は何の生物だったのかとツッコミを入れたくなるレベルだ。身長十メートルほど。もしも肉がついていたら、エリアのどこにいても分かるほど。

　それが木の洞から這い出て、そして立ち上がったのだ。

「なんだ、あれ……？」












　リョーマはそのモンスターを知らなかった。

　この《大樹の洞》というエリアに出てくるレアモンスターは、《依より代しろのマクガフィン》という名のゾンビ族で、プリメーラ姫がいたドームに出現するはずだ。しかし簡単に倒せるので、彼らもここを根城としていたのだろう。

　が、今目の前にいるスケルトン族の名は《吸きゆう生せいのマクガフィン》。同じマクガフィンでも二つ名が違う。それにゾンビ族でもない。彼らの大きさは普通の人間サイズだ。

《吸生のマクガフィン》はその姿を現すと、すぐに攻撃態勢に入った。

　手をかざし、闇属性の範囲攻撃をする。

「ぐっ！」

　リョーマのＨＰがぐっと減った。たった一撃で４０００ほど持って行かれる。もう二撃ほど食らえば、確実にあの世行きだ──などと考えている間に、また《吸生のマクガフィン》は攻撃態勢に入る。

「くそっ！」

　危険を察知したリョーマたちは、すぐにスケルトンから離れた。範囲攻撃に当たらないためだ。しかし獲物がいないとみるや、《吸生のマクガフィン》はゆるやかにこちらに歩いてくる。

　身体が異様に大きいため、その一歩でも攻撃範囲に入ってしまう人が続出する。

「なんなんだあのデカいモンスター！　一撃でめちゃくちゃ減ったぞ！」

「なるほど、あれは条件付きのレアモンスターか」

　同じように逃げながらゼンゴローが答えた。

「なにそれ？」

　チルも知らなかったようで、他のメンツもゼンゴローを見る。

「普通のレアモンスターとは違って、出現する前にある事をすると変化する奴らがいるんだよ。たとえば川のヌシを釣り上げたら、怒って強くなる竜のレアモンスターとかね」

「じゃあ、あの骨も？」

「そうだ」

　答えたのは、ゲジ。

「あのマクガフィンは命を捧げると強くなる。つまり出現位置で何人か死ねばいい。今まではプリメーラ姫が根城にしていたから、そう簡単に死者は出なかった」

「そうか──俺たちがあいつらを殺したから」

「いかにも。血を吸ったマクガフィンは、現在のハイパーレアモンスターに肩を並べるほどの脅威になるだろう」

　くぐもった声で笑うゲジ。

　すでに商工会のみんなが攻撃を始めている。近づけば範囲攻撃をくらうから、遠距離から弓や魔法などでチクチクと攻めているのだが、一向にＨＰが減らない。これだけでも相手がどれくらいの強さを持つのか良く分かる。

「ゲジ！　お前はそれを狙っていたのか！」

　カーネギーが詰きつ問もんすると、

「……いや、たまたまだ」

「？」

「そろそろ出現する頃かとは思っていたが、お主たちが来たのはまったくの偶然だ。しかしこれを利用しない手はない」

「利用だと……？」

「フッ──マクガフィンはプレイヤーのみを攻撃する。つまりお前たちにしか攻撃は届かないはずだ」

「馬鹿な！」

　カーネギーが否定するが、ゲジは涼しい顔だ。

　まさかモンスターがＮＰＣを無視して攻撃するなんて──

　が、その証拠にゲジはその場から動いていない。もうすぐ《吸生のマクガフィン》の攻撃範囲に入るというのに、余裕の表情で立ち上がる。

　そんなゲジめがけて、マクガフィンは当然のように攻撃してきた。近くにいる敵には物理攻撃を仕掛けてくるらしい。骨のパンチがゲジを狙って唸うなりを上げる。ゲジは慌ててその場から離脱し、リョーマたちと同じように逃げ出した。

「な……何故だ!?　我々はＮＰＣ──ネイティブだぞ!?」

「いや、そりゃ当たり前でしょゲジさん」

　犬耳のショップ店員の女性が冷静にツッコミを入れる。

「さっきも言いましたけど、私たちだって自我があるし、この世界の住人なんです。モンスターが私たちだけ特別扱いすると思いますか？」

「いや……それは……」

「我々だってプレイヤーになったんです。その恩恵もペナルティも等しく受けるべきだと思いますよ」

　老紳士にも諭さとされ、ゲジは言葉が出ない。

　彼らの会話を聞いて、リョーマも思う。

　──本当に、生きてるんだ。

　ゲジのうっかりした勘違いと、それを咎とがめる仲間たち。

　そのやり取りこそが、人間らしさを感じさせる。

　彼らには意思があり、だからこそ間違うのだ。

「あ、あのぉ～」

　大きな声を上げるのは、母のミミ。

「そのですね、あなたたちにも事情があるようですし、イヌガミさんとも浅からぬ縁というのも理解しているんですが──とりあえず、協力してアレを倒しません？」

　ミミの声は優しいが、有無を言わせぬ変な力がある。

　どの道、《吸生のマクガフィン》が無差別に攻撃するのだとしたら、倒しておかないとここを訪れるプレイヤーが犠牲になってしまう。

「し、しかし……」

　渋るゲジだが、

「いいんじゃないかな」

「うん、ここが封鎖されたら私たちも困るし」

　他のＮＰＣたちはあっさりと承諾した。

「な、なんだか話の分かる人たちだな」

「そりゃ、この状況ですからねぇ」

　老紳士が苦笑する。本当に生きているように笑う。

　この状況を無視したら不利益になると、彼らもちゃんと理解している。そしてそれでも否定するゲジのようなＮＰＣもいる。それぞれがちゃんと考え、または考えずに結論を出しているのだ。

「てことで、みんな！　一時休戦！　《ハイパーレアモンスター》を倒そう！」

　リョーマが振り返る。

「よっしゃ！　了解！」

「だったらお前ら！　ほら、こっちに来い！」

　ミツバ商工会のみんなもあっさりと了承する。

　利害が一致すると、昨日の敵でも友となる。これもまたＭエムＭエムＯオーの特徴でもある。普段からいがみ合っている相手でも、目標が一致すれば仲間になれるようになっているのだ。

「……でも、お兄ちゃん。その人たち」

　唯一、難色を示したのはコノカ。

「あー……話せば長くなるが、この人たちは違うんだ。コノカをいじめたＰＫ集団は全員倒したよ」

「そうなの？」

「まぁ、そのおかげであの《ハイパーレアモンスター》が出てきたんだけどな」

「う……私のせいで」

　肩を落とすコノカだが、

「なーに言ってるのコノカちゃん！」

　彼女の後ろからヒッキーが抱きつく。

「あんたのおかげで《ハイパーレアモンスター》に出会えたんだよ！　アレ倒したら《邪よこしまなる黒こく刃じん》がドロップするんだよ！　時価にして二千万はあるレア武器だよ!?　それを狩れるチャンスだよ！」

　嬉々として語るヒッキーは、まるで目が＄ドルマークになっているように見える。

　ピンチをチャンスに変えるのも、また才能だ。

「そんじゃまぁ──楽しもうか！」

　リョーマは《爆薬》を込めた銃弾を撃つ。

《吸生のマクガフィン》の顔面が大きく爆発し、微少なダメージを与えた。単体の敵に対して範囲技を撃つ意味はないが、ただエフェクトが派手というだけで人は高揚するのだ。

「よっしゃ！　リョーマに続くよっ！」

　銃声を戦闘開始の合図と判断したヒッキーたちが突撃する。

　さらにそれを聞いたＮＰＣたち──ネイティブも一斉に走り出した。

「いっけぇぇぇぇぇぇ！」

　あっという間に大混戦になった。

　リアルな戦闘とは違い、血の代わりに派手なエフェクトの技や魔法が飛び交う。そして画面を埋め尽くすほどの集団に飲み込まれるようにして、《吸生のマクガフィン》のＨＰが削られていく。

　昔のＭＭＯなら、端末が壊れていただろう。そのくらいのエフェクトが一度にスケルトンを覆い尽くす。集中砲火という言葉が最も似合う状態だ。おそらく大量のプレイヤーと戦う事を想定して、姿を見やすくするための巨大な身体でもあるのだろう。

　各自、ありったけの技と魔法を最大のパワーで叩きつける。

　本来ならモンスターが使う特殊攻撃に合わせた戦略というものがあるが、これだけ人数がいればそんなものは関係ない。

　リアルであれば、おそらくビルひとつ解体できるであろう人数がたった一匹のモンスターに火力を集中させれば、いくらＨＰがあろうがどんどん減っていく。しかし巨大な腕をひと振りするだけで、数十人のプレイヤーが戦闘不能になるので、油断はできない。

　敵の範囲攻撃もかなり強いのだが、それも攻撃と同じだ。ミミを含めた回復魔法の使い手が本気を出せば、どんなダメージを受けてもすぐに回復できるのだ。

　数の暴力とは、まさにこの事。

《吸生のマクガフィン》はものの数分で瀕ひん死しになる。

　が、このモンスターに限らず、レアモンスター特有の「狂乱モード」というものがある。ＨＰが残り少なくなると、とにかく強い技を連発してくる。むしろここからが本番で、残りＨＰ数ミリまで削ったのにパーティが全滅するパターンも多い。

　この《吸生のマクガフィン》も同様で、範囲攻撃をとにかく連発するようになった。しかも一発一発が６０００を超えるダメージ。ここにいる猛者達の平均ＨＰはおよそ１００００なので、二発くらったら戦闘不能になってしまう。

　回復役のＭマジツクＰポイントが尽きる前に、なんとしてでも倒さなければ。

　ジリ貧になる前に、とにかく攻撃を集中させる。

　が、敵のＨＰが減らない。

　その仕組みは、マクガフィンのＨＰ吸収攻撃のせいだ。

《吸生のマクガフィン》という名の通り、あのスケルトン族は敵のＨＰを吸収する特殊能力がある。そして狂乱モードに入った事で、その能力が強化されているようだ。だからこちらが与えるダメージと同等のＨＰを吸収しているため、いつまで経っても倒せない。

　事実上、敵のＨＰは無限に回復できる。

　しかしこちらのＭＰには限りがある。ＭＰ回復手段はあるが、それを上回るヒールをかけないと全滅してしまうのだ。

「くそっ！　デバフかけろ！　あいつの回復を阻そ害がいするんだ！」

「もうやってます！」

　法ほう撃げき武器を持った魔法使いのようなプレイヤーが怒鳴り合っている。

　そう、デバフならありったけを喰らわせている。それでようやくまともに戦えるレベルにまで弱体化できるのだ。

　しかしあの吸収攻撃をどうにかしなければ、勝てない。

「どうしようリョーマ!?」

　隣で剣を構えつつ、チルが叫ぶ。

「デバフが足りないなら、どうにかして回復能力を下げるんだ」

「どうやって？」

「回復能力を下げるデバフ──色々あるけど、みんなすでに使ってる」

「じゃあ、もうどうしようもないのかな……？」

「いや、強力なデバフをつける方法がないわけじゃない」

　答えつつ、難色を示すリョーマ。

「なによ、方法があるなら言ってよ」

「簡単な話だ。アイテムの力を使う」

「アイテム……？」

「ただのデバフアイテムじゃないぞ。レア度の高いアイテムが必要になる。効果は高いが恐ろしく金がかかるんだ。回復能力を下げるアイテムもある……が」

　そこまで言って、リョーマは言葉を濁す。

「なによリョーマ。そんなアイテムあるなら、教えてよ」

「いや……それが……その、俺が言うと、ねだってるみたいでアレなんだが……」

「リョーマくん」

　するとリョーマとチルの背後から声がかかる。

　カーネギーだった。

　話しかけながらも弓を引き絞り、断続的に矢を放っている。

「そのアイテムとは、もしかしてアレかね？」

　すでにカーネギーは目星をつけているようだ。

　それもそのはず、彼はそのアイテムを持っている。




「──はい。《灼しやく熱ねつの尾お羽ばね》です」




《灼熱の尾羽》が生み出す力は、《呪い》。

　そのデバフは相手の行動速度の遅ち延えんと、回復能力の低下。

《恐きよう惶こうのゾンビフェニックス》が持つ死のエネルギーは、たとえアンデッド族だろうと効果を発揮する強力な呪いを持っている。

　その力を使えば、《吸生のマクガフィン》の吸収による回復も止められるはず。

「構わんよ。ほら」

　なんと、カーネギーはためらいもせずにインベントリから羽根を取り出した。

　真っ赤に輝く羽根が眼前にある。

　この尾羽を巡って、サワタリ家とイヌガミ家はいがみ合ってきたのだ。

「カーネギーさん、これ……でも」

「いいだろう、別に？」

　カーネギーは、チルやエリザやブラックを見る。

　彼らもリョーマたちの会話を聞いていたようで、すぐに頷いた。

「うん。リョーマならいいよ」

　チルも強く頷く。

「その代わり、失敗したら許さないぞ」

「──戦闘ならともかく、こっちでは失敗しませんよ」

　リョーマは手を伸ばし、カーネギーから《灼熱の尾羽》を受け取る。

　熱くはない。ゲームなのだから当然だ。

　ただのデータ。

　そのデータのひとつを巡って、人間が争う。

　同時に、そのデータで誰かを助ける事もできる。

「よしっ」

　時間が惜しい。リョーマは《吸生のマクガフィン》の攻撃範囲から出ると、その場に座り込む。荷物から製作道具を取り出し、次々に地面に置く。

「ちょっとリョーマ！　戦闘中に製作って！」

　リョーマの奇行を見たヒッキーも攻撃の手を休めて駆け寄ってくる。

「分かってる。一個だけだ！」

　と、先ほどもらった《灼熱の尾羽》を取り出す。

「あ……その羽根」

　製作に詳しいヒッキーだ。リョーマがやろうとしている事を瞬時に理解しただろう。

　すぐにヒッキーはリョーマの前に飛び出し、防御用のスキルを使う。いざとなったらリョーマをかばう気でいるのだ。

「十秒でいい！　少しだけ時間を稼いでくれ！」

「時間稼ぎって……アンタを守るの？」

　製作中にダメージを受けると、製作がストップしてしまう。それを防ぐために誰かに守って欲しいのだ。

　ほんの少しのダメージでも受けられない。しかし《吸生のマクガフィン》の攻撃はあらゆる場所に飛んでくる。モンスターを中心とした範囲攻撃や、対象のプレイヤーの周囲に拡散する爆発まで。

「私も遠距離武器だから、防御は苦手なんだよ──」

　それに耐えられるほど、ヒッキーは強くない。

「あ、いいところに！　ちょっとそこの正せい妻さい！　手伝いなさいってば！」

「誰が正妻よっ！」

　ヒッキーに呼ばれて、すぐにチルが飛んできた。

　さきほどまでヒッキーがいた場所にチルが割り込むと、手にした剣を回転させて防御技を使用する。

《吸生のマクガフィン》が放つ範囲攻撃が、チルの剣に吸われていく。防御用の技だが、二刀流のチルは防御力そのものが少なく、ダメージはかなり大きい。しかしそんな二人の光景を見た周囲のヒーラーが、手厚い回復魔法を飛ばしてくれる。

「ありがとうな、チル！」

「いいよっ」

　ギリギリのＨＰで、チルは笑う。




「仲間だもんね！」




　その笑顔は凜り々りしく、そして可憐だ。

　まるでゲームのヒロインのように、リョーマの目を惹ひき付つける。

　そのヒロインに守られている男の、情けない事といったら。

　いや、違う。

　守られているのではない。

　リョーマの手は、彼女の背中を押すためのアイテムを作っているのだ。

「──あと少しでいい！　頼むぞチル！」

「うんっ！」

　が、それほど時間はかけない。

　作るのは、たったひとつでいい。

　リョーマは《灼熱の羽根》と《スライムの粘液》を合成し、呪いの薬品を精製する。その薬品を弾丸にするだけだ。時間にして五秒もあればできる。

「おおぉ……《灼熱の羽根》……時価百万エリンがこんなに小さな弾丸に……」

　モノの価値を知っているヒッキーが嘆く。

　しかしリョーマは満足だ。

　この一発には、百万エリンの価値があると踏んでいる。

　作成されたのは《呪じゆ詛そ弾だんカスタム＋45》という名の弾丸。カスタムという名が入った製作品は、本来の効果に別の効果がプラスされているが、今回は単純に呪詛の効果を強めただけだ。

　この弾丸なら、現在実装されているどのモンスターにも効くはずだ。

「できたの、リョーマ!?」

「ああ」

　剣を構えるチルに、リョーマは頷く。

　防御を捨てて、二刀の構えに移る。ここから繰り出される剣けん戟げきは、リョーマが知る誰よりも速い。彼女の強さがあれば、きっとこの弾を生かせるだろう。

　すぐにリョーマは弾を込める。同時に次に込める弾丸も用意する。

「三発目を撃ったら攻撃しろ。効果時間は一秒だ」

「一秒!?」

「できるか？」

「余裕だよっ！」

　効能を、全てデバフ効果に注ぎ込んだ特殊な弾だ。効果時間が著しく短くなる代わりに、限界を超えたデバフを相手に叩き込むのだ。

　レアアイテムを使用した呪詛弾がたたき出すその呪いは、防ぎようがない。

　時価百万の弾。

　たった一撃で、百万。

　ほんの一秒で、百万。

　外すわけにはいかない。

　リョーマが与えたデバフで、より火力の強いチルのようなアタッカーが攻撃すれば最大のダメージが出せる。

　もとより銃使いは裏方に徹する者。

　しかし協力して与えたダメージは、全員の功績になるのだ。

「行くぞ！　【メディシンバレット】！」

　一発目の弾丸で、《吸生のマクガフィン》の状態異常耐性を大幅に下げる。効果時間は三秒。

　そして二発目。

　これでモンスターの物理耐性を下げる。効果時間は二秒。

「よし行けっ！」

「はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　チルが跳んだ。

　それに合わせて、リョーマは最後の弾丸──呪詛弾カスタムを撃つ。

「いけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　効果時間一秒のデバフ。

　たった一瞬だけだが、《吸生のマクガフィン》の回復能力がゼロになる。

　その一瞬をチルは見逃さない。

「【ジョースティングスラスト】ぉぉぉぉぉぉっ！」












　突撃技の剣技。

　チルの身体が吸い込まれるようにして、《吸生のマクガフィン》にぶつかる。たった一発の剣技が叩きだしたダメージは、およそ７００００。これでもモンスターの最大ＨＰの一パーセントにも満たない数字だが──

　チルが与えたダメージをきっかけに、全てのプレイヤーの攻撃が集中した。カーネギーが、エリザが、ブラックが、ゼンゴローが、ミミが、コノカが、ヒッキーが、三郎太が、他のあらゆる人間たちが同じタイミングで全火力を放った。

　およそ百以上のプレイヤーの一撃がマクガフィンの胴体に吸い込まれる。

　次の瞬間、《吸生のマクガフィン》の名前が消滅した。

　敵を倒したのだ──そう気づいたのは、モンスターに対する攻撃ができなくなったと気づいたからだ。「対象のモンスターは存在しません」と画面に映し出されるエラーメッセージが、すでに勝利した事を知らせてくれる。

　それでも気づかずに範囲技を撃つ者もいたが、巨大な骨の姿が消えたのを見ると、やがて静かになる。

　クエストのボスモンスターではないので、勝利メッセージなどはでない。

　ただ、ログにぽつんとある「《吸生のマクガフィン》を倒した。」の一文のみだ。

　が、そのログこそが我々の勝利を約束してくれる。

「っしゃ！」

「やったぁ！」

　ガッツポーズをするリョーマとチル。

　そして互いの手を打ち合わせる。乾いた音が響き、手には達成感が残った。

「さっすがぁ！　いいコンビじゃん！」

　遠距離で援護をしていたヒッキーが走ってきた。

「まるで夫婦みたいに息のあった連携だったねー！」

「誰が夫婦だっ！」

「こんな奴と！」

　と抗議するリョーマとチルの息もまたぴったりだった。

　だが、リョーマの手は覚えている。

　あの時、本当にチルとの連携は完璧だった。

　まるでイヌガミ家の一員になったかのように、チルが考えている事が分かり、どういうタイミングで【メディシンバレット】を撃てばいいのか身体が分かった。

　震えるほどの連携だった。

　たぶん、チルもそれが分かっているはず。

　彼女を見た。

　彼女もこちらを見ていた。

　二人で、一度だけ頷いた。

　それだけで、通じたはず。

　まるでスポーツで決勝点を入れたような、強いシンパシィがあった。

「いえーい！　終了！」

「おつかれさまでしたー！」

　傭兵たちが手を叩きながら喜んでいる。

　金をもらわずにここまで来た人たちも、短い戦闘が終わるとホッとした表情で笑い合っている。

　さらに、別の陣営も。

「やったぁ！」

「やりましたね！」

　自らをネイティブと呼んでいたＮＰＣたちも、手を叩き合って喜んでいる。その姿は本当に人間と変わらない。

　また、気がつけば人間とネイティブが混じって勝利を称え合っているではないか。あまりにも乱戦だったので、誰が人間で誰がＮＰＣかなどリョーマにも分からなくなっている。

　だが、それでいい。

　今、彼らは全員味方だ。

　ＭＭＯにおいて、もっとも強い武器は「人間」である。

　だからコノカもここまで来られた。

　恐ろしい敵よりも、頼もしい味方に守られていると分かっているから、外に出る事ができたのだろう。

「あれっ？」

　三郎太が周囲を見回す。

「なんだよ、イヌガミさんもう帰っちゃったのか？」

「えっ？」

　慌ててリョーマが周囲を見るが、イヌガミ家はいなかった。

　さっきまで隣にいたチルも。

　まるで風のように消えてしまっていた。

「……チル」

　ゲジは言っていた。

　イヌガミ家も仲間だと。

　つまり──




　　　＊




　次の日、サワタリ家の自宅。

　茶の間のチャットルームで、四人がちゃぶ台を囲んでいた。

　コノカがいない間に起きた事を全て話し、それから彼らはずっと黙ったままだ。

「イヌガミさん……」

　腕を組んだゼンゴローが唸る。

　ゲジの仲間という事は、彼らも意思を持ったＮＰＣ──ネイティブと呼称されている者なのだろう。

　昨日から、イヌガミ家はいない。

　ログインはしているようで、プレイヤーネームでサーチすると、別のワールドで対人戦をしているのが分かる。しかし自宅には一度も戻ってきていない。

　リョーマは思い出す。

　チルが学校の事をやたら訊ききたがっていた。

　そのくせこちらが学校の話を振ると曖あい昧まいにはぐらかし、リアルの生活についても何一つ情報を教えてくれなかった。

　てっきりリアルで何らかのトラウマを抱えており、話したくないのだと思っていた。そういう人に根掘り葉掘り尋ねるのはマナー違反だし、リョーマもそこまで興味はなかった。ただＬＬＯで会えればそれで良かったのだ。

　個人的な感情を言えば、チルの事は──好きだが嫌いだ。

　気のいい奴だが、考えなしに人の領域にズケズケと踏み込んでくる。

　こういう感想を抱く事自体が変なのだ。

　相手はＮＰＣだ。

　ＡＩで動く電子のキャラクターだ。

　それに対して人間と同じ好意や嫌悪感を抱けるのだ。

「ＮＰＣが人格……ねぇ」

　ミミが頰ほおに手を当てる。

「さっきステータスを見たけど、まだ信じられないわ。本当かしら？」

「技術的には……不可能じゃないと思う」

　ゼンゴローが答える。

「このＬＬＯというゲームはＭＵＳＥ社の技術の全てが使われている。学習するＡＩや環境によって変化する空間とか、なんて言うのかな、外からの刺激に対応する機能はここ数年で飛躍的に進化してるらしいよ」

「今じゃＮＰＣも音声認識して、普通に会話できるもんな」

　リョーマも同意する。

　外部刺激に対してファジーな応対ができるＡＩも、それだけでは人工知能になりえない。前にネイティブの誰かが言っていた「不具合」が原因なのだろう。

「リアルの知識も学習できるもんね」

　コノカが本棚を見る。

　リアルショップで購入できる本の他にも、実際にプレイヤーと話す事で知識を得る事はできるだろうし、そもそもこのゲームのＮＰＣは基礎知識として辞書くらいは入ってそうだ。

「うん……とりあえず、その、ネイティブという存在がいるとして、だ」

　ゼンゴローは咳せき払ばらいをして、改めて宣言する。

「はーい、緊急家族会議～！」

　ぱん、と手を叩くと、リョーマもコノカもミミもゼンゴローを見る。




「とりあえず、これからお隣さんとどう付き合っていこうか？」




「うーん……」

　単純にして非常に難しい議題だった。

　リョーマは真剣に考える。

　選択肢はいくつもある。その中で最良と呼べるものは何か。

「あ、それなんだけど」

　考える家族を、コノカが呼び止める。

「どうしたコノカ」

「うん、お客さんを呼ぼうと思って」

「おいおい、それはダメだろう。これはサワタリ家の家族会議なんだぞ」

　ゼンゴローが咎めるが、

「でも、必要だと思うんだよ。ちょっと待ってて」

　勝手にどこかへ連絡するコノカ。そしてすぐに連絡がついたようで、すぐに転移してくる旨が伝えられた。

　そうして待つ事、五分──

「御免！」

　障しよう子じを開いて現れたのは、ついこないだ会ったばかりのサムライ。

「ゲジ……さん!?」

「コノカ殿に呼ばれて馳はせ参さんじた。邪魔をするぞ」

　そう言ってゲジは部屋の隅に腰を下ろす。

　サムライの風ふう貌ぼうと茶の間は、意外と似合わないものだ。テレビや魔法アイテムなどの小物がより際立ってミスマッチになっている。

「はい、お茶どうぞ」

「……かたじけない」

　コノカがお茶を渡すと、ゲジは黙礼してそれを飲み干した。

「えと、コノカ、なんでゲジさん？」

「フレンドになったんだよ」

「気が早いな！　なんか色々とすごいな！」

　リョーマだけでなく、ゼンゴローやミミも言葉が出ないほど驚いている。一応、彼はＰＫ集団の一味であり、先日まで敵対していたはずなのだ。ある意味、イヌガミ家より警戒すべき相手なのに。

　本当に、中学生のコミュ力というものは侮れない。

「でね、ゲジさんに色々ＮＰＣ──ネイティブだっけ？　その事を訊けばいいんじゃないかと思ったの」

「確かにその通りだけど……」

　これには全員が頷く。

　そしてゲジに視線が集まると、彼は観念したかのように天井を見上げた。

「……まぁ、よかろう」

「いいんですか？　俺たち、別にあなたに貸しとかないですよね？」

「借りはないが、恨みもない。イヌガミ家はともかく、お主らには何もないからな」

「はぁ……ありがとうございます」

　リョーマが頭を下げると、さっそく質問に入る。

「まずあなた方──ネイティブの目的は何なんですか？」

「それは、お主ら人類の駆く逐ちくだ」

「そんな……」

　のっけから物騒な話題に、リョーマたちは面食らう。

「ここは我々の世界だ。我々ネイティブが暮らす世界だ。それをよそから来た人間に蹂じゆう躙りんされてなるものか」

「それは違うんじゃないかしら？」

　真っ先にツッコミを入れたのは、ミミ。

「私たちは月額料金を払って、きちんとアカウントという市民権をもらっています。この世界の住民としてＭＵＳＥ社から認められているんですよ」

「だが、お主らは別に住む世界があるではないか。我々はここしかないのだぞ」

「別にあなた方を無む下げに扱ったりしてないじゃないですか。みなさんが私たちを疎む気持ちは分からないでもないですが、追い出そうとするのはちょっと……」

「別に住む場所も役割も用意されてるし、迫害もしてないし……なんでそこまで？」

「むしろゲジさんたちの方が差別してません？」

「ぬぅ……！」

　ミミだけでなく、リョーマやコノカにまでツッコミを入れられ、ゲジは押し黙る。

「あー、ちょっといいですか」

　最後にゼンゴローが手を挙げた。

「ゲジさん、あなたと同じ考えのネイティブ──つまりＰＫですね。そのメンバーはどれくらいいるんですか？」

「……およそ三十人ほど。全員が手て練だれだ」

「では、このＬＬＯに存在するネイティブの数は？」

「わからぬ。百人以上はいる。これからもっと増えるだろう」

「なんだ、やっぱり」

　ゼンゴローは安心して微笑む。

「つまりゲジさんのような考えを持たないネイティブもいるって事だよ。全てのネイティブが人類に恨みを持っているわけではない。自我があるのなら、当然だよね」

「そっか。人それぞれなのか」

　思想教育をされたわけでもなければ、そこまで人間の考えは統一されない。ましてや自由を謳うたうＬＬＯという広大なゲームは、人間ですら様々なプレイスタイルがある。ネイティブだって同じ事なのだ。

「プレイヤーの数だけ、遊び方がある──そういう事ですよね？」

「……うむ」

　悔しそうに、ゲジは肯定する。

「ですからね、ゲジさん。僕はあなた方のような存在もいていいと思いますよ。あくまで人間の敵として戦うギルドがあってもいい。ゲーム内のルールに則れば、何をやってもいいんですから」

「ちょっと、親父！」

　父の発言に、リョーマは反論しようとする。

　が、自分にはその資格がないと思った。

　誰かが誰かを嫌うのは当たり前の感情だ。行動を制限できても、思想までは縛る事はできない。父が話しているのは、そういう事なのだ。

「ゼンゴロー殿……あなたは」

「そういう戦いを嫌う人がいてもいいし、むしろ人間と一緒に遊びたいネイティブだっていていいんです。あ、でもチートはナシですからね」

　達観したゼンゴローの言葉に、ゲジはうなだれる。敵である事すら認める心意気に、彼は言い返す事ができないのだ。

　なんでもアリの世界。

　それは思想だって縛られる事はないのだ。

「もしもそれが認められないのであれば、もとよりネイティブという存在は抹消されているはずです。ここはＭＵＳＥ社のご厚意に甘えていいと思いますよ？」

「……だよな。これがバグなんだとしたら、とっくに修正されてるだろうし」

　リョーマも頷いた。

　それはそれで危うい存在ではある。どこで何をしているのか謎が多いＭＵＳＥ社の匙さじ加減ひとつで存在を消されてしまうかもしれないのだから。

　だが、今はまだ平気だ。

　何を思っても許される。つまりこの世界での人権が認められている。

「んっ？」

　変な声を上げて呻うめくコノカ。

　全員の視線が集まると、コノカは視線を彷徨さまよわせながら言葉を選んでいる。どうやら何かメニュー画面を開いているようだが。

「ちょっ、みんな、《公式のお知らせ》見てみて！」

「？」

　言われるままに、リョーマたちもメニュー画面からお知らせを開く。

　そこに書かれていたのは──













「では家族会議を始めようと思う」

「うわー、家族会議って、なんだか本当の家族みたいだね！」

「何を言ってるんだチル。我々は本当の家族だぞ。何しろ公式で家族という設定にされているからな」

「変な話ねぇ。種族も違うのに、どうして家族なのかしら」

「まぁまぁ、ゲームの設定なんてそんなものさ」

「で、お父さん。会議って、何を話すの？」

「うむっ、こうして自我が芽生えた我々が、まず何をすべきかと思ってな。目標を立てた方がこれから先、動きやすいだろう」

「そうね。仲間も増えてるみたいだし、彼らと合流するのは？」

「……それ、難しいかも」

「あら、どうして？　ブラック」

「……みんな、バラバラに生きてる。プレイヤーを攻撃する人もいるし、ソロで冒険に出る人もいた」

「野生のモンスターや魔王軍のように、統一の意思はないのか……となると我々もプレイヤーとして自由に行動できるんだな」

「はい！　はーい！　提案ですっ！」

「あら、チルはやりたい事があるの？」

「だったら私、お金を貯めたい！」

「ほう、どうしてだい？」

「あのね、家を買いたいの！」

「……うん」

「ほう」

「あらぁ、そういう事」

「だって私たち、居住区の説明用に生み出されたわけじゃない？　プレイヤーに家を買うまでの案内役として用意されたから、家族って設定なんでしょ？」

「そうだな。マイホームと言えば家族らしいからな」

「そんな私たちが家を持ってないのって、おかしいじゃん！」

「……あのお客さんがきっかけ？」

「そう！　よく覚えてるねブラック！」

「……覚えてる。一家四人でプレイしてるって」

「ああ、旦那さんがクマの獣じゆう人じん族の、あの家族か！　奧さんと、高校生くらいの男の子と、中学生くらいの女の子で──すごく楽しそうに家を買う計画を話してたな」

「確か……ウェイウッドの《風車の居住区》に家を買いたい、って話してたわね」

「なんだ、お父さんもお母さんも覚えてたんだ。そう、私たちもあの人たちみたいに家を買って、楽しく過ごしたいの！」

「そのアイデアに賛成だ。家を買うために、まずお金を貯めようじゃないか」

「でも、どうやって貯めるのかしら？」

「……今度、ＰピーｖブイＰピーの大会があって、賞金一億エリンだって」

「よし、まずはそれを目指そうじゃないか。なぁに、我々の力があれば優勝なんて簡単さ」

「そうだね！　パパッと稼いで、ドーンと家を建てよう！」

「ウフフ、楽しくなりそうね」




　　　＊




　ネイティブの事件から数日が経つが、ＬエルＬエルＯオーは今日も平和だ。

　相変わらずプレイヤーは少しずつ増加を続け、それに伴って問題も起きる。友人同士のささいなケンカから、百人を超えるギルド同士の戦争だったり、ワールドで数個しかないレア武器を誰かが手に入れたとか。

　ＬＬＯでもっとも有名なニュースチャンネルは、相変わらずどこにでもあるような情報ばかり吐き続ける。

　そんなありふれたニュースの中に埋もれてしまっているが、このニュースはサワタリ家が待ち望んでいたものだった。

　ワールド《森の国ウェイウッド》エリア99、通称《コロシアム》。

　本日、ここでＰｖＰトーナメントが行われる。

　ルールは単純、パーティ同士で戦い、最後まで誰かが立っていた方の勝ち。

　リアルの格闘技とは違い、ＨヒツトＰポイントという明確な指標がある分、観客にとっても分かりやすいルールとなっている。

　といっても、大都市の闘技場でもないここは、そこまで観客は多くない。リアルのプロ格闘家の試合のような規模を期待すると肩すかしを食う。そもそもＰｖＰに興味のある人は、戦う事が好きなのであって、観る事はそこまで好きではないだろう。

　それでも百人以上の観客がゲートをくぐっているのを見ると、リョーマの身体が緊張でこわばってきた。

「うー……緊張してきたよー」

　隣は露ろ骨こつに震えているコノカが。

「大丈夫だよ、たかが百人程度だろ？　部活の地方大会くらいだ」

「違うよお兄ちゃん。実際は観客席にＮエヌＰピーＣシーのモブもいるんだからね。この数倍の観客がいるよ」

「そうなのか？　それは……緊張するな」

　観客が入り口に向かっているのに対し、リョーマたちは専用の窓口に並んでいる。こちらは選手登録用の受付で、あと四組ほど並んでいる。

　その後ろに新しいパーティが並び始めた。

「あっ……！」

　チルと目が合った。

「ウソ……リョーマ」

「何がウソだよ」

　向こうは意外そうな顔をしているが、こちらからしてみれば驚く理由が分からない。あれほどトーナメントで戦うと宣言していたのに、ここに来ないわけがないだろう。

「……どうも、サワタリさん」

　カーネギーが頭を下げる。

「やぁイヌガミさん。とうとうここまで来ましたよ」

「はは……あれからさらに鍛えたようですな」

　笑うカーネギーも、元気がないように見える。

　エリザもどこかもじもじしており、ブラックは相変わらず無表情のままだ。

「当然ですよ。あなたたちを倒すためですから」

　リョーマの答えに、イヌガミ家が驚く。

「で、でもリョーマ、私たち……」

　チルが何かを言いかけるが、

「なぁ、お前公式のお知らせ見たか？」

「へ？」

　唐突にリョーマに尋たずねられ、きょとんとするチル。

　彼女と一緒に、リョーマもメニュー画面を開く。もしかしたら前言撤回している可能性もあるからだ。

　公式のお知らせを開くと、まず入って来る大きなコピー。




　──新たな種族追加のお知らせ。




「なにこれ？」

　問いつつも、チルはお知らせを読み進める。リョーマもそれに倣ならってもう一度お知らせの文面を読んだ。




『この度、ＬＬＯでは新たな種族《ネイティブ》を追加します。かつてＮＰＣだったキャラクターが人工知能を発展させたもので、リアルの人間と同程度の知能を持ちます。彼らとの円滑なコミュニケーションは、楽しいゲームプレイを約束するでしょう！』




　さもゲームの目玉のように宣伝されている《ネイティブ》たち。

　つまりＭＵＳＥミユーズ社の見解としては、こういう事だ。

《ネイティブ》はＭＵＳＥ社が生み出したものであり、正式なＬＬＯの住人だと。それ自体がひとつの種族であり、人権を持っている。

　運営会社とは、ゲームにとっては神に等しい存在だ。

　その神に認められているのだから、何も怖がる必要がないということ。

「普通に市民権を得ちゃってるんだ、私たち……」

　呆然とするチル。

　ＭＵＳＥ社がどういうつもりなのか、ここで想像しても仕方がない。あの会社は実態が謎なぞに包まれているが、オンラインゲームだけが事業の全てではないだろう。《ネイティブ》を監視する事で、何かを得ようとしているに違いない。

　つまり、彼女たちの存在にも意味がある。

　が、それはリョーマの知った事ではない。

「いいかチル。お前の種族が何だろうが、お前は俺の敵で、倒すべき目標だ。それ以外の何者でもない」

《ネイティブ》全体の存在意義など、リョーマには関係ない。

　彼は《ネイティブ》ではなく、イヌガミ家のチルに用があるのだ。

「そうですよイヌガミさん」

　ミミも頷うなずく。

「エリザさんはいけすかないけど、いなくなってしまっては商店街の皆さんも悲しみますから」

「ミミさん……」

「せっかくのお隣さんだ。仲良くやろうじゃないですか」

　どっしりと構えるゼンゴロー。

「そうそう。気楽に考えればいいよ」

「…………」

　コノカがブラックの肩を叩くと、彼は恥ずかしそうに俯うつむいてしまう。

「リョーマ……」

　チルの目が潤んでいる。

　別に特別な事をしたわけではない。

　いつも通りだ。イヌガミ家とは、永遠に敵であり、お隣さんだ。

　それは《ネイティブ》だろうが同じ。

　リアルにおけるお隣さんのようなものだ。

「あー、オホン」

　カーネギーがわざとらしい咳払いをする。

「まぁ、その、なんだ……ええと」

「あなた、ちゃんと話すべき時は話しなさい」

　エリザに急せかされて、カーネギーは少し眉を寄せる。

「とりあえず、受付を済ませましょうか。私たちを倒すなどと大それた口を叩いたのだから、その成果を見せていただきましょう」

「おお、望むところですよ！」

　ちょうど前のパーティが受付を済ませたところだ。

　ゼンゴローとカーネギーは意気揚々と前に進む。

「こんにちは！　トーナメントの受付はこちらです！」

　ＮＰＣの受付が元気に微笑ほほえむ。

「代表の方は、パーティを登録してください！　早くしてくれないと、試合が始まっちゃいますよ！　私も観戦したいんですから！」

「君も《ネイティブ》なのか！」

　公式に認められてからというもの、ＮＰＣの《ネイティブ》化は急激に進んでいるそうだ。このまま行けば、本当にＬＬＯは《ネイティブ》だらけになるだろう。

　むしろそれこそが本来の姿なのだ。

「よし、では僕から登録するぞ」

　受付に渡されたコンソールを操作するゼンゴロー。

「あれ？」

　首をかしげるゼンゴローに、全員が注目した。

　リョーマは脇からゼンゴローが操作するコンソールを見る。パーティ登録画面が表示されているが、エラーが出ているようだ。

「おかしいな」

　もう一度パーティ入力画面を出すのだが、入力されていない空欄があるようだ。

　サワタリ家のパーティは四人。ゼンゴロー、ミミ、リョーマ、コノカの一家だ。

　が、それだと足りないようだ。

　残り四人のメンバーを登録しなければならないらしい。

　つまり──

「え……今日のトーナメント、八人パーティ専用？」

　募集要項など、誰も見ていなかった。

　ついイヌガミ家を見てしまうリョーマ。

「……どういう事なの、お父さん」

　チルもカーネギーを睨にらんでいた。

「いや、私もてっきり四人用だと思い込んでいて」

　頭を掻かくカーネギー。

「あんたら人工知能じゃないのか……」

　コンピュータがこんな単純なミスを犯すものなのか。

「いや、だからあいつらも言っていただろう、エラーから生まれたって。我々に限らず、全てのＮＰＣのＡエーＩアイにエラーが生じるようになったんだ」

　言い訳をするカーネギーは、なんだかひどく人間くさく見える。

　それを糾きゆう弾だんするイヌガミ家の面々もまた、どこにでもいる普通の一家に見えた。

「うーん、こうなったら最後の手段だ」

　ゼンゴローが頷く。

　その手段について、リョーマはあえて質問しなかった。

　全員、なんとなくそう思っていたからだ。

　必要な人数は八人。

　ここに四人パーティが二つあるのだから──




　　　＊




　優れた師匠の指導と、いくつかの実戦を経験したおかげで初戦は余裕で勝てた。

　サワタリ家とイヌガミ家のコンビは思わぬ化学反応を引き起こし、二回戦、三回戦と順調に勝ち進む。

　このままいけば優勝もできるのではないか、と全員が笑っていた。

　そう、つい五分前までは笑っていたのだ。

「だから言ってるじゃないか！　突撃ばっかりしてるから相手の攻撃をくらうんだ！　そういうのはウチの親父に任せろよ！」

「でも突撃しなきゃ頭数減らせないでしょ！　速攻で決めるのがＰｖＰなの！」

「俺がお前を援護しなかったらとっくにやられてただろうが！」

　肉にく薄はくする距離で言い争っているリョーマとチル。

　コロシアムのど真ん中で額ひたいをくっつけて睨み合っている二人は、互いに一歩も譲らずに主張の殴り合いを繰り広げていた。

「だいたいねぇ！　ゼンゴローさんは遅すぎるんですよ！　硬いだけじゃＰｖＰはやってられないんですよ！　これだから斧おの使つかいは……」

「カーネギーさんは後ろからチクチクと弓を撃ってるだけじゃないですか！　あなたそうやって敵の攻撃を受けた事がないから言えるんですよ！　少しは防御力ってもんを考えなさいよ！　回復役にどれだけ負担がかかってるか知ってます!?」

　その隣ではゼンゴローとカーネギーが怒鳴り合って、

「ですから！　ダメージ遮しや断だん魔法はあらかじめかけてこそ価値があるものでしょう！　戦闘中にかけるのは継続回復魔法！　これだから三みつ井い派は！」

「なんですって！　継続回復魔法は威力が弱いから、すぐに回復できる魔法の方がＭマジツクＰポイントコストも低いし使いやすいじゃないですか！　流る川かわ派は周りの状況も見えてないの!?」

　その後ろでは回復役が罵り合っている。

　決勝戦が始まってから、すぐにこうなってしまった。

　その様子を遠くから見ているのは、コノカとブラック。

　もはや打つ手なしと、体育座りをしながら醜い争いを眺めていた。

「やー……結局こうなるのねー」

「……予想はしてた」

　がっくりと肩を落とすコノカとブラック。

「あの、すいません」

　そんな二人に声をかけるのは、敵パーティ。

　八人全員が困惑した表情で何もできずにいた。

「あ、どぞどぞ。攻撃してください。頭冷やしてくれませんか？」

「あ、はい、それなら……」

　対戦相手は遠慮しつつも、攻撃役の杖つえ使つかいにバフをかけていく。杖使いが《極大氷結魔法》の詠えい唱しように入っても、まだ六人はケンカを続けていた。

　もはや観客席も困惑から爆笑に変わり、変な応援まで飛んでくる。一番笑っているのはヒッキーで、次にマイクロウだ。笑いながら観客席の人たちを煽あおっている。その観客の中には見た事のある《ネイティブ》もおり、彼らも楽しそうに笑っていた。

　バフをかけおわった敵チームの面々も、あとはやる事がないのでコノカたちの隣に座り始めた。

　あとは杖使いの魔法が炸さく裂れつすれば、六人まとめて戦闘不能だ。その頃にはちょうど時間切れになるので、敗北が確定する。

　頭上に巨大な氷柱が出現している事にも気づかず、彼らはケンカしたままだ。

　自分の家族で、かつ本当に困った時に助けてくれた頼もしい人たちだという事を差し引いても、他人のフリがしたいコノカだった。

「ええと、ちょっといいですか？」

　敵チームのひとりがコノカとブラックに話しかける。

「あなたがた、メチャクチャ仲悪そうだけど、どういう関係なんです？」

「あはは」

　コノカは笑って、こう答えるしかなかった。




「ただのお隣さんですよ」




　その答えに、敵チームは全員苦笑する。

「ね、ブラック？」

「……うん」

　頷く彼は、少し楽しそうに微笑んでいた。





つづく













　あとがき




　どうもお久しぶりです、田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　このたびはこの本を手にとっていただいて、ありがとうございます！




　いやー、ファミ通文庫さんでお仕事するのは久しぶりでした。

　だけど気負わずに書けるというか、実家のような安心感というか、そんな気楽さも手伝って、今回の「家族もの」という自分の原点に立ち返る事ができました。

　ストーリーはまったく違うものの、昔の気持ちを思い出しながら書けたので、とても満足しております。




　今回はネットゲームでの家族をテーマに書きましたが、ゲームも家族の形態も徐々に変化していきます。この話では近未来の技術という設定ですが、やがてフィクションでもなんでもない、本当にこういうゲームができる未来がやってくるでしょう。

　現時点ですでに３Ｄ立体視によるゲームが開発されているので、ここからもっと人間の感覚に作用する技術が発展していくと思います。今は視覚と聴覚だけですが、やがて触覚に作用するようになり、とうとう五感全部を別世界に没入させるゲームが現れるはずです。きっとその頃には俺もジジイになっていますが、死ぬまでゲームを楽しみますとも。




　本っ当に忙しいなか、イラストを描いてくれた日ひ向むかい悠ゆう二じさん。

　足を骨折して入院しながらも仕事をしてくれた担当Ｋさん。

　忙しい俺を支えてくれたヨメにムスメ。

　そしてこの本を手にとってくれた全てのみなさん。

　本当にありがとうございます。

　久しぶりの家族もの、楽しんでいただければなによりです。




　それではまたいつかどこかでお会いしましょう！





田口仙年堂
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